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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　月明かりが夜の海を照らし出していた。船乗りにとっては何よりも大切な、方角を示してくれる星達も美しい。甲かん板ぱんのてすりから身を乗り出して星々を眺ながめていた、バルク号船長ジャリス・シンリクットは、その優やさしい輝かがやきに、ほうと息をついた。

「夜の海もいいわよね、静かだし。みて、アブウ。流れ星よ」

　空から降る一筋の流れ星、その一いつ瞬しゆんの輝きを見付けてジャリスは声を上げた。

　乗組員の少ないバルク号では、航海中でも夜間は錨いかりを下ろし休む事にしていた。夜の見張りは交代制で、今日の当番はジャリスだ。船長といえども、見張り番は平等に回ってくる。しかしジャリスは、それを少しも苦だとは思わない。夜の海にだって、楽しい事はたくさんある。

「うわーっ、ご主人様。急いで願い事しないとっ」

　ジャリスの隣となりでふわふわと浮ういているのは、銀色の髪と目を持つ、水差しの精霊ジヤーンアブウだ。ジャリスはアブウと二人、両手を組んで願い事をした。

（旗を集めて立派な海かい賊ぞくになれますように。それとそれと、乗組員が怪け我がしません……）

　流れ星が消える前に願い事をすると叶かなうという。だがジャリスが全部を願う前に、その光は消えてしまった。

「あーっ、間に合わなかった……」

　ジャリスは肩かたを落としてそう言った。そんな時隣にいたアブウが再び声を上げる。

「あ、ご主人様。また流れ星ですよ」

　ジャリスは今度こそ、と顔を上げた。しかしアブウが指した流れ星はどこか奇き妙みようだった。空から落ちてくるのではなく、海と平行に飛んでいるのだ。しかも凄すごい勢いで、まっすぐジャリス達のいるバルク号に向かっている。

「あ、あれ流れ星じゃないわよっ。うそ！　こっちに来る」

　飛んでくる小さな光は、白い煙けむりをあげている。すぐ目の前まで迫せまった光に、ジャリスは思わず身を屈かがめた。その瞬間、彼女の背後でゴトッと何かがぶつかるような音がした。

　ジャリスは、慌あわてて音がした方に振ふり向く。見ると、光の正体は手の平に収まる程ほどの、丸い鉄の塊だった。甲板の真ん中に落ちたその塊からは、白い煙がもうもうと上がっている。

「ご主人さま。すっごい、きょーれつに臭くさいですぅ！」

　アブウが叫さけんだと同時に、ジャリスも鼻につーんと突つき刺ささるような異い臭しゆうを感じた。

「だ、誰かっ！　たいへ……」

　慌てて叫ぼうとしたが、頭がくらりとして思わず倒たおれ込んでしまう。ジャリスは遠くなる意識の中で、暗い海の中にいつのまにか、ぽつんと灯あかりが浮かんでいるのに気付いた。

　ゆっくりと近づいてくるぼんやりとした灯りが、船の灯とう火かだと気付いた時には、ジャリスはもう意識を保ってはいられなかったのだった。
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　今宵こよいは下か弦げんの月。王宮の窓から見えるその月に、男は愛いとしい女性の面おも影かげを思い浮かべた。華はなやかな笑えみ。強気にも見えるが涙なみだもろくて純真。まっすぐな心を持つ優しい女性。恥はずかしがり屋で、すぐに自分の手から逃にげ出してしまうのが悩なやみの種だが、それもまたいいと男は思う。なぜなら愛する女性を追いかけるのは、男としての楽しみでもあるからだ。

「船の用意が調ととのいました」

　その言葉に男は薄うすく笑った。目の前に跪ひざまずいた初老の部下に、窓の外を見るよう促うながす。

「なあ、ガーイム。流れ星だ」

　男はそういうと、空から降る流星の輝きに、愛する女性の微笑ほほえみを重ねる。まさに、彼女の笑みは綺き羅ら星ぼしの如ごとく、男の心を摑つかんで離はなさない。

「流れ星に願いをすると叶うと言う。だが俺はそんな物は信じない。願って手に入る物などないからな。欲しい物は自分の力で奪うばい取る。それが俺の信念だ」

　男は微笑んでそういった。もうすぐ彼女に会えるのだと思うと、胸の高鳴りが抑おさえられない。

「さあ、行こう。俺が来るのを彼女は待っている。今度こそ必ず、彼女を花はな嫁よめにしてみせる」

　男には自信があった。会えた瞬間彼女は喜びに目を輝かせるだろう。あの海のように深い青い瞳ひとみを。そして金色の髪をなびかせ、この胸に飛び込んでくるに違ちがいない。

　男はその瞬間を現実にするために、窓に背を向け部屋を出たのだった。
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　陸おかにあがるとほっとするのは、まだ海に慣れていないからかもしれない。そんなことを思いながら、サウルナ国海軍大たい佐さカッサラは、揺ゆれない大地を踏ふみしめた。入港するのが遅おくれてしまったせいで、辺りはすっかり暗くなっている。見あげると、半分に割れた月が浮かぶ夜空を流星が切り裂さいた。耳につくほどの静けさが港町を包んでいた。

　ここは隣りん国ごくの港だ。海のない祖国へ行くには、ここから陸路を移動しなければならない。家族と友人が待つ故郷は、本来ならカッサラが最も安心できる場所だった。しかし……。カッサラは表情を引き締しめた。自分には確かめなければならない事がある。この先の事を思うと、単純に喜んでばかりもいられない。

「お帰り、カッサラ大佐。ご苦労だったね」

　急に声をかけられて、カッサラは眉まゆ根ねを寄せ目を見開いた。

「海軍司令官……なぜここに」

　サウルナ国の海軍を取り仕切る最高権力者。着任したばかりの上官とは、カッサラも数度しか会った事はなかった。夜よ更ふけにこんな所まで自分を訪ねてきた上官にカッサラは驚おどろく。

「緊きん急きゆうの命令書を持ってきたよ、カッサラ大佐」

　その言葉に身構えたカッサラは、すぐに姿勢を正し、視線を鋭するどくしたのだった。
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「ジャリスッ。しっかりして下さい！」

　身体からだを揺さぶられて、ジャリスはゆっくりと目を開けた。眼前には、はっとするほど美しい男の顔が見える。副船長のシャルマだ。いつもは冷静なシャルマだが、ジャリスを抱だきかかえたまま、珍めずらしく慌てたように声を上げ、心配そうな表情を浮かべていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか。ジャリス！」

「う、う……、へ、平気よ。あれ、わたし一体どうしたの？」

　シャルマの背後から射す太陽の光が眩まぶしくて、ジャリスは目を瞬しばたたかせ、ようやっとそれだけ答えた。どうやら甲板にいるようだ。混乱したジャリスは、額を押さえながら辺りを見回した。頭はくらくらしているが、どうやら身体に異状はないようだ。

「私が聞きたいですよ、一体何があったんです。朝起きて甲板に出てみれば、あなたもアブウも倒れているし」

　そう言われて、今までの事を思いだしたジャリスは、頭の中でそれを整理してみる。

（えっと……カトゥーナ国を出発して、次はムシャラワ国に行くはずだったのよね。もう数日でつく予定で、昨夜は私が見張りで……）

「……昨日見張りをしていたら、流れ星が落ちてきて……。あ、ううん、流れ星じゃなかったわ。何かが飛んできたの。そこからすっごい臭くさい匂においが……」

　ジャリスはそういって、鈍にぶい頭痛を堪こらえながらゆっくりと上半身を起こした。そして傍かたわらにアブウがいるのに気付く。本来の姿である煙状態のまま、アブウは寝ね息いきをたてていた。どこか怪我した様子もなく、その姿は平和そのものだ。

「何が飛んできたんですか？」

「判わからないわ。すぐに気絶しちゃったから……。でも気を失う前に、船の灯あかりがかすかに見えたような気が……」

　それを聞いたシャルマが、描かいたかのように整った眉を寄せ、更さらにジャリスに問いかけた。

「船……どんな船です？」

「それが……暗くて見えなかったの」

　ジャリスはそういうと、改めて辺りを見回した。甲板には特に変わった事はなさそうだ。太陽はまだ低い位置にあって、早朝である事を告げていた。

「みんなはどこにいるの？」

　ジャリスは急に不安になってそう聞いた。もしあの鉄の塊が故意に投げ込まれた物なら、何者かの攻こう撃げきがあったかもしれない。まず乗組員の無事を確かめたかった。

「全員まだ船室ですよ。ナッシルもリクも夢の中です。コダートはさっき着き替がえていましたから、もう来ると思います」

「そう……。よかったわ。でも昨日のあれは一体何だったのかしら？」

「判りません。ですが今は取りあえず、あなたに異状がないか調べるのが先です。すぐにナッシルを起こしてきます」

　船医であるナッシルを呼ぶ為ため、シャルマが立ち上がる。それを見あげたジャリスは、ふと見慣れているはずの光景が、少しだけおかしな事に気付いた。

（あれ、何か変。えーと、帆ほはちゃんと畳たたんであるし、帆ほ桁げたも帆ほ柱ばしらも異状は……）

「あぁぁぁぁぁ！　な、な、ないーっ！」

　ジャリスは思わず頭上を指さして、青くなって叫んだ。

「どうしたんです。一体何が……うっ」

　シャルマもジャリスが指さした方を見あげて絶句する。

「どうしたんだ？　何だか凄い悲鳴が聞こえたぞ。また怪かい物ぶつでも出たのか」

　そういって船室の扉とびらを開けたのは、乗組員のコダートだ。白い船服の釦ぼたんを留とめながら、足早にジャリス達の許もとにやってくる。そして空を向いたまま、固まっているジャリスとシャルマを見て、怪け訝げんそうに切れ長の目を眇すがめた。

「何だよ、何で上向いて……あ！」

　何事かと頭上を見あげたコダートも、釦に手をやったまま動きを止めている。それもそのはず。そこにあるべきものがないのだ。旅に出たときから、常に帆柱の先せん端たんで翻ひるがえっているはずのもの。ジャリスが目指す〝海かい賊ぞく〟になる為に、今まで苦労して集めてきた大切な大切な……。

「旗がないのよーっ！」

　両手で頭を抱かかえて叫さけんだジャリスの声が、バルク号を揺らす程ほどに響ひびき渡わたったのだった。




「旗がないってどういう事だ」

　ジャリスの診しん察さつを終えたナッシルが、帆柱の先を見あげながらそういった。朝だというのに、もう既すでに酒さけ臭くさい。それでも酔よっているとは思えないほど、診察の手て際ぎわはよかった。

「判らないわ。昨日はあったのよ、間違いなく。ちゃんと見張りを始めた時に確かく認にんしたもの」

　ジャリスはそういうと、もう一度頭上を見あげた。いつも風にたなびいているはずの旗が、今は影かげも形もなくなっている。

「なくなったら……やっぱりまずいよな」

　隣となりに立っているコダートにそう言われ、ジャリスは座り込んだまま項うな垂だれた。

「まずいなんてものじゃないわ。旗は海賊同盟の見習いの証あかしなの。試練を受けるのも各国に滞たい在ざいするのも旗がないと無理」

　海賊同盟の見習いであるジャリス達が旅をしているのは、同盟の正式な使者である〝海賊〟として各国のスルタン達から認めてもらう為だ。見習いはスルタン達に試練を与あたえられ、それを達成する事ができた者のみ、各国の紋もん章しようを刺し繡しゆうした旗を受け取る事ができる。アラバーナ大陸八カ国の旗をすべて集めれば、その船の船長は〝海賊〟として認められるのだ。海賊同盟の象しよう徴ちようである八角形の印のついた旗には、今まで試練を受けた三つの国の紋章が縫ぬいつけられていた。真ん中にバルク号と縫いとられた旗は、ジャリス達にとって命の次に大切な物だ。

「風で飛ばされたのではありませんか」

　シャルマがそういうと、腕うで組ぐみしたコダートが首を振ふる。

「いや、昨日は風も波も穏おだやかだった。それに嵐あらしが来ても大丈夫なように、旗は頑がん丈じようにとりつけられてる。二、三日前、リクと俺で旗の点検をしたばかりだぞ」

　帆柱の先端を見あげると、この船の最年少乗組員であるリクが、あちこちに渡された縄なわを器用に登り、旗があったはずの場所を調べていた。

「ジャリスー。旗を結んでる紐ひもが切られてる。これ、誰かが刃は物ものか何かで切り取ったんだよっ」

　帆柱の上から叫んだリクの言葉に、ジャリスは昨日の謎なぞの船の事を思い出した。

（それってもしかして……あの船が何か関係あるんじゃ……？）

　ジャリスが考え込んでいると、投げ込まれた鉄の塊を調べていたナッシルが、呻うめくような声を上げた。

「これは……っ」

「どうしたの？　ナッシル」

　ナッシルの目に鋭い光が宿ったのを、ジャリスは見み逃のがさなかった。だがナッシルはすぐに小さく頭を振る。

「いや……。なんでもない。こりゃ眠り薬の香こう炉ろだな。このせいで急にねむっちまったんだろ」

　言葉を濁にごらせつつナッシルがそういった。そんな彼の様子に違い和わ感かんを覚えたジャリスだったが、すぐにシャルマに話しかけられて顔を上げる。

「盗ぬすまれたのは旗だけです。あなたが見たという船は、一体どんな船だったんですか？」

「それが、灯りが見えただけで、船を見たわけじゃないの。すぐに倒たおれちゃったし……」

　気を失った原因である鉄の香炉に、ジャリスが目をやる。

「一体誰が何の為に……」

　ジャリスが呟つぶやくと、身軽さを生かして帆柱からするすると降りてきたリクが、ジャリスに駆かけ寄った。息を弾はずませたリクに何事かと見てみると、彼は手にしていた物を差し出した。

「ジャリス、これ落ちてた」

　リクから受け取ったのは、一枚の紙と金色に輝かがやく丸い記章だった。手の平に収まる記章には、数字の八が彫ほり込まれている。

「本物の金ですね。売れば良い値がつくでしょう」

　シャルマがきらりと瞳を輝かせてそういう。しかしこれは間違いなく、バルク号の乗組員のものではなかった。

「ええっと、この紙に何か書いてあるわ……〝ネイレス国、コスタルの港で待っている。いつも君を想おもい、見つめる者より……〟って何これ……？」

　眉根を寄せたジャリスの隣で、コダートが口元に手を当てる。

「どうやら、その手紙の主が旗を盗んだ犯人のようだな。〝君を想い、見つめる者〟って誰の事だ？　ジャリス、心当たりは？」
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「ううん、全然まったく。大体コスタルってどこなの？」

「コスタルは、ネイレス国のはずれにある田舎いなか町だよ。前に商売をしていた時に、一度行ったことがある。小さな港町で、これといって何かあるわけじゃないんだが……」

　コダートがそう説明している間に、シャルマが海図を持ってきてくれる。コダートが指し示した場所は大陸の東とう端たんで、現在ジャリス達のいる位置からそう遠くはなかった。

「これって、ここへ来いって事かしら？」

「そうですね。それにこの記章。番号が書かれていますが、一体何なのでしょう？」

　シャルマがジャリスの持つ記章を、じっくりと観察しながらそういった。

「何かの罠わなかもしれないぞ。関かかわらないに越こした事はないが……」

　同じく記章を見つめたコダートがそう歯切れ悪く呟く。

「私もそう思います。しかし旗は見習いの証明です。取り戻もどさなければ旅は続けられませんよ」

　シャルマにそういわれて、ジャリスは再び帆柱の先を見あげる。彼の言う通りだ。旗は海賊見習いの証であり、それがなければ、各国の同盟支部は滞在する事さえ許さない。盗まれるなど言語道断だ。何より海賊同盟の旗を、悪用しようとする者に盗まれたとすれば大おお事ごとだった。

（てがかりはこれだけ。コダートのいう通り、罠があるのかもしれない。でも……）

「……行きましょう。コスタルへ！」

　ジャリスの決意の声に、乗組員全員が頷うなずいたのだった。
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「何なの？　この騒さわぎは」

　舵かじを操っていたジャリスは、バルク号の甲かん板ぱんから見える光景に、思わず声を上げていた。

　旗が盗まれてから五日。謎の手紙に書かれていた、ネイレス国のコスタルにジャリスはやってきた。しかし何もない田舎の港だと聞かされていたコスタルは、まるで首都の港のように混雑していた。日干し煉れん瓦がを組み合わせて作られた波は止と場ばは、数え切れない程の船が停てい泊はくし、荷を運ぶ男達が桟さん橋ばしを行き交かっている。さらに布を張った簡易な店が見み渡わたす限かぎりずらりと並び、その軒のき下したではたくさんの人々が買い物をしていた。その喧けん騒そうが海の上にいるジャリス達にも伝わってきそうだ。何とか入港したいが、船を泊とめる場所を見付けるのも難しい。

「なんでこんなに人がいるの？　こんなの故郷のカトゥーナ国でだって見たことないわ」

「おかしいな。前に来た時はこんなんじゃ……ああ！」

　隣にいたコダートが、何かを思いついたように声を上げる。

「そういえば、今年は三年に一度開かれる、アラバーナ大陸最速船決定戦の年だ」

「さ、最速船決定戦？　何、それ」

「アラバーナ大陸で、一番速い帆はん船せんを決める大会だよ。毎回このコスタルで行われるんだ。勝てば賞金五千万ディナルと、アラバーナ大陸一の船と船長と呼ばれる名めい誉よが……」

「五千万ディナル、と今言いましたか？」

　そこへいつのまにか現れたシャルマが口を挟はさんで、ジャリス達は思わずびくりとする。

「勝てば、五千万ディナル。そう聞こえましたが？」

「あ、ああ。でも決定戦に出るには各国の推すい薦せんが必要なんだ。出場出来るのは、各国から選ばれた船が三隻せきずつだけだよ。勝手には出られないんだ」

　コダートの説明に、シャルマは急に興味をなくした様子で、片かた眼鏡めがねを押し上げる。

「では意味ありませんね。騒がしいだけ面めん倒どうです」

　きっぱりとそう言い切ったシャルマに、ジャリスが苦く笑しようする。

「でもお祭りみたいよ。楽しそう」

「そんなのんきな事を言ってはいられませんよ。人が多いということは、それだけ犯人を見つけにくいということです。目的を忘れずに」

　そう言われジャリスは口元を引き締しめた。自分達の目的、それは盗まれた旗を見付ける事だ。

（絶対犯人を見つけだしてみせるわっ）

　ジャリスはそう心に誓ちかいながら、舵を操りゆっくりと港に近づいていった。




「だから、バルク号ですっ。海かい賊ぞく同盟見習いの……」

　ジャリスがそう言うと、バルク号の甲板に立った太った男が鼻を鳴らした。

「ああ、そりゃすげぇな、お嬢じようちゃん。バルク号っていえば、アラバーナ大陸で一番有名な船だぜ。昔はあの海賊同盟の創立者シンリクット船長、そして今はその孫のプス船長が乗る船だ。俺も一度でいいから本物をこの目でおがみたいぜ。見た所異国のお人みたいだが、噓うそつくならもっとましな噓つきな。本当の事言わないと、入港許可は下りないぜ」

　ふんぞり返ってそう言った男は、船名と船長の名を確かく認にんしにやってきた港の役人だ。入港するには、彼に許可を貰もらい入港税を払はらわなければならない。いつもなら海賊同盟の旗があれば、特別措そ置ちとしてお金はいらないが今回は違った。

「本当にバルク号なんですってば！」

「だから、バルク号の船長はプス船長だろ。海賊同盟の見習いで、色んな国で活かつ躍やくしてるって噂うわさだぜ。それに本物ならバルク号と書かれた旗があるはずだろ。この船のどこにあるんだ？」

　男が指し示した帆ほ柱ばしらの先には確かに旗がない。盗まれたともいえず、ジャリスはぐっと言葉に詰つまった。そんなジャリスに、シャルマが背後からそっと囁ささやく。

「ジャリス、ここは違う名前で入港しましょう。商船という事にすれば、いらぬ面倒にはなりません。入港税を払うのは少々もったいないですが、この際仕方ないでしょう」

　そんなシャルマに頷いたコダートが、彼と反対側からジャリスに囁いた。

「そうだぞ、避さけられる面倒は避けて通るもんだ。どうしてお前は面倒な方に突つき進むんだ」

　二人に言われてジャリスは唇くちびるを嚙かむ。お金の問題ではないのだ。この船も自分の名前にも、ジャリスは誇ほこりを持っている。できればそれを偽いつわる事はしたくなかったが、ここでいらぬ騒ぎを起こすことが得策ではないことを、ジャリスも知っていた。

（ううっ、噓は嫌いやだけど、仕方な……あれ？）

　その時ジャリスは、ふと目の端はしで見知った人物を見つけた。船の上から大勢の人の波の中に彼を見付けられたのは、その大おお柄がらな身体からだと赤い軍服が、一ひと際きわ目立っていたからだ。

「カッサラ！　カッサラじゃない」

　船の上からジャリスは声を張り上げ、両手を大きく振ふった。

「何言ってるんだ。ジャリス。こんな所にカッサラが……」

　そういったコダートも、ジャリスが指し示す方を見て言葉を止める。呼び声に気付いたのか、人混みの中から一人の男が振り向いたからだ。

「ジャリス……！」

　サウルナ国海軍大たい佐さ。軍ぐん艦かんアクラブ号の船長でもある彼は、浅黒い肌はだにきりりとした顔立ちの美び丈じよう夫ぶだ。彼の声がかすかに聞こえて、ジャリスは満面に笑えみを浮うかべて再び両手を振った。

「カッサラ！　お願いーっ。わたしが船長だって証明して！」

　叫さけんだジャリスに面めん食くらった顔をしながらも、カッサラはすぐさまバルク号に向かってやってきたのだった。




「申し訳ありませんでしたっ。ま、まさか本当にプス船長だなんて……」

　平身低頭謝る男と一いつ緒しよに、カッサラも頭を下げた。

「失礼をした。この男はサウルナ国の者だ。港の警備を任せていたんだが……」

「いいんです。旗がないから、疑われるのは当然だし……。でもどうしてネイレス国で、サウルナ国が警護を？」

　バルク号の甲板に立ったカッサラは、そう聞かれて苦笑する。

「それが……決定戦は毎回コスタルで行われるんだが、主しゆ催さい国は持ち回りなんだ。今回はサウルナ国が主催でね。本来責任者になるはずだった海軍の上司が、身体を壊こわしてしまって……急きゆう遽きよ私が責任者に任命されてしまった。結局国にも戻れずにネイレス国に来たんだ」

　ジャリスはその言葉に、故郷に帰れると喜んでいたカッサラの船の乗組員達を思い出す。いくら仕事とはいえ、帰れなかった彼らが気の毒だった。

「その決定戦っていつあるの？」

　ジャリスがそう聞くと、カッサラはわずかに眉根を寄せた。

「五日後だが……まさか知らなかったのか？」

「ええ、だって決定戦を観に来た訳じゃないもの」

「それはそうだろう。観に来たんじゃなくて、参加しにきたんだから」

　そう返されて、ジャリスはその言葉の意味が判わからずに、首を傾かしげた。

「カッサラ大佐。どういう意味でしょう？」

　だがジャリスが質問する前に、シャルマが疑問を投げかける。

「バルク号は決定戦に参加が決まっている。私はまた君達に会えると楽しみにしていたんだ」

　そういって微笑ほほえむカッサラに、ジャリス達は顔を見あわせた。

「ちょ、ちょっと待って！　わたし達参加なんてしないわよ。ここに来るまで、決定戦がある事すら知らなかったんだから」

　そういったジャリスに、カッサラは驚おどろいたように目を見開いた。

「しかしバルク号は、どの国の代表でもない特別枠わくで参加する事になっている。申し込みもされているし、参加料も貰っているよ。参加船には金の記章が送られているはずだが……」

　そういわれて、ジャリスの頭に、旗がなくなった時に落ちていた金色の輝かがやきが浮かんだ。

「それって……もしかして、これのこと？」

　ジャリスが取り出した金の記章を見て、カッサラは大きく頷く。

「ああ、それだよ。その記章に刻まれているのが参加番号だ。それは参加者の証あかしだよ」

　カッサラにそう言われて、ジャリスは目を瞬しばたたかせた。

「ど、どういう事？　誰が申し込んだの？」

　見回すが、シャルマもコダートも困こん惑わくしたように眉まゆ根ねを寄せているだけだ。この場にはいないが、ナッシルやリクが、ジャリスに無断で申し込んだとは思えない。アブウは論外だ。

（も、もしかして……その申し込みをした人が旗を盗ぬすんだんじゃ……）

　ジャリスは、ふとそうひらめいた。なくなった旗の代わりに置いてあった手紙、そして参加者の証である金の記章。旗を盗んだ人物は、明らかにこのコスタルに自分達を呼び寄せて、決定戦に参加させようとしている。ならばその申し込みをした人物が、旗を盗んだ犯人かもしれない。よしんば違ったとしても、何かを知っているはずだ。

「カッサラ、その申し込みをした人は一体誰なの？」

　ジャリスが勢い込んで聞いたが、カッサラは困ったように言葉を濁にごした。

「……そういう事は口外できないんだ。主催国としての決まりが色々とあるからね」

「お願い、ほんのちょっとの手がかりでもいいの～。わたし達今ものすっごく困った事になってるのよ。あんまり大きな声じゃ言えないんだけど……」

　もごもごと口ごもったジャリスに、カッサラが首を傾げる。だがジャリスの必死な様子に、何事かを感じ取ったようだ。カッサラは一つ息を吐はいて、視線を港の中心に向けた。

「あそこにある船、かなり豪ごう華かだろう。豪華なだけじゃなくて、速さも素す晴ばらしい。三年前にこの決定戦で優勝した船だそうだ」

　カッサラが指し示したのは港の中でも一際目立つ船だ。大きさでいうなら、それ以上に大きな船はいくらでもある。しかしその外装は、ジャリスでさえ見た事もない程に美しい。外がい壁へきも三本の帆柱にかけられた帆も真っ白でしみ一つなく、船首には黄金の馬に乗った女性の彫ちよう刻こくが飾かざられている。ただ美しいだけでなく、船の側面には大砲を撃うつ為ための窓が数十設もうけられていた。

「え？　どういう意味……むぐっ」

　言葉を続けようとしたジャリスの口を、シャルマがしっかりと押さえた。そしてコダートがにっこりと微笑む。

「ありがとう、カッサラ。取りあえず入港は許可でいいんだよな」

「ああ、ようこそ。コスタルへ」

「あなたの計らいに感謝致いたします。あなたに神のご加護を」

　シャルマの挨あい拶さつに、カッサラは微笑んで返事をした。

「あなたにもまた」

「もごもごもご……」

（わたしにもどういう事か説明してよーっ）

　しかしジャリスの叫びは、カッサラに届く事はなかったのだった。




「近くで見ると、本当に綺き麗れいな船ねー。豪華だわ」

　コダートとシャルマと一緒に、カッサラが暗に教えてくれた船までやってきたジャリスは、思わずそう声を上げた。港の中心に泊められた船は、船首に飾られた黄金の彫刻だけでなく、船せん尾びに取り付けられた窓まど枠わくまでも、金色に輝いている。船体にイスタカ号と書かれた船は、風の抵てい抗こうを受けにくくするためか、全体的に細長い作りをしていた。真っ白な船体の優美さは、港に並ぶ船の中でも群を抜ぬいている。

　潮の香かおりが満ちている港は、立ち働く人々とバザーを楽しむ人たちの笑い声で、がやがやと騒さわがしい。異国の観戦者もちらほらといるらしく、金きん髪ぱつ青い目の自分の姿が悪目立ちしない事に、ジャリスは胸をなで下ろした。

（絶対この船の誰かが何かを知っているはず……。確かめなくっちゃ）

　決意を新たにしたジャリスに、後ろにいたシャルマがため息をついた。

「しかし……これだけの大型船なら、乗組員の数も相当でしょうね。それに何と聞くつもりです？　旗を盗んだかと聞いて、名乗りでるほど犯人も馬ば鹿かだとは思えませんが」

「そうだな。この規模なら乗組員は百人近いだろう。一人一人に話を聞くのか？　その前に船に入れて貰もらえるとも思えないな」

　コダートの言葉に、ジャリスが振り返って二人を見つめた。

「二人ともそんな消極的でどうするの。待ってるだけじゃどうにもならないのよ。犯人はこの港に来いって指示してる。何か意味があるはずだわ。それに同盟支部の許可無しで、港にいられるのは三日間よ。それ以上滞たい在ざいするなら申しん請せいしないといけないけど、旗がないと許可はおりないわ。早く取り戻もどさなきゃ」

　ジャリスが焦あせっている原因の一つがそれだ。支部のない離り島とうは許可はいらないが、このコスタルではそうはいかない。もし不法に滞在した事が同盟に知られれば、また処しよ罰ばつされてしまう。

「まあ、確かにそれはそうですが……。今までもかなり無理をしてきましたからね。これ以上目立つことをするのは得策ではないでしょう」

　シャルマの言葉に、ジャリスは大きく頷うなずいた。

「行動あるのみ。頑がん張ばりましょっ」

　張り切って声を上げたジャリスに、シャルマとコダートがため息をついた。

「このやる気が、いい方にいけばいいんだけどな」

　ぼやくようなコダートの呟つぶやきに、シャルマが目を伏ふせた。

「私の経験から行くと、八割は悪い方にいきます」

「何か言った？」

　こそこそとした二人の声にジャリスが振ふり向くと、二人は同時に首を振った。

「何でもないよ」

「ええ、あなたのその無む駄だな行動力が、どこから出てくるのかと、不思議でならないだけです」

「ちょっと、どういう……」

　シャルマの言葉に、ジャリスが怒りの声を上げた時だった。

「ジャリス様」

　いきなり声をかけられて、ジャリスは驚いて振り向いた。見ると船に続く白しろ塗ぬりされた木製の階段から、一人の男が下りてくる所だった。浅黒い顔に青い船服を着た初老の男は、品良く微笑んでジャリス達の前に立ち、ゆっくりと頭を下げた。

「ジャリス・シンリクット船長でございますね。お待ちしておりました」

　面めん食くらっているジャリスに、男がそう丁てい寧ねいな挨拶をした。

「え……えっと、どうしてわたしの事……？」

「主人からあなた様の事は承うけたまわっております。美しく思慮深い才女で、誰よりもお優やさしいと」

「え、いや……それほどでも」

　誉ほめられて悪い気はしない。思わず照れて頭を搔かいたジャリスに、背後にいたコダートがぷっと吹き出した。

「何で笑うのよ、コダート」

　むっとして振り向くと、下を向いて小刻みに肩を揺ゆらすコダートと、口元に手を当て横を向いているシャルマがいる。

「いや……そのジャリスは同どう姓せい同名の別人じゃないか？」

　そういうコダートに、ジャリスは口を尖とがらせた。

「いいえ、とんでもない。異国の容姿を持つ、プス船長こと、ジャリス・シンリクット船長。海かい賊ぞく同盟の見習いで、旅をなさっているジャリス様で間違いございませんでしょう？」

　男に言われ、ジャリスは目を丸くしながらも頷いた。

「どうぞ船内へ。あなた様がいらっしゃったら、ご案内するよう申し付かっております」

　促うながされて困惑したジャリスは、コダートとシャルマに目を向ける。

「何か様子がおかしいぞ。出直した方が……」

　コダートにそう言われたが、ジャリスは真っ白な船を見上げて、口元を引き締しめた。

「でもこの船の誰かが何かを知っているって事だと思うの。ここは相手の誘さそいに乗ってみましょう。何としてでも、旗は取り戻さなければならないんだから」

　犯人の目的が何かは判わからない。しかし旗を取り戻さなければ、これ以上旅を続けることさえ許されないのだ。ジャリスは意を決して男の後に続き、船内への階段を昇ったのだった。




　外装もさる事ながら、内装は更さらに素す晴ばらしい。甲かん板ぱんは船体と同じ白い塗と装そうがされてあり、木目がむき出しのバルク号とは雲うん泥でいの差さだ。甲板から中に入ると、白と黄金で統一された、宴うたげを催もよおせるほどの大広間がある。無む邪じや気きに微笑ほほえむ子供や美しい女性を象かたどった彫刻が壁かべを飾り、いくつもある大きな窓からは、太陽の光が燦さん々さんと降りそそいでいた。その広間から続く、赤い絨じゆう毯たんの敷しき詰つめられた大階段を下りると、ジャリスの目の前に広い廊ろう下かと両りよう脇わきに並ぶ扉が現れる。

「すっごい……。こんなの見た事ない」

　案内の男についていきながら、ジャリスは思わず呟いた。

「改装したばかりでございます。この船にプス船長をご案内できる事は、至上の喜び」

　男にそう言われ、ジャリスははっとして気を引き締めた。

（気を付けなくっちゃ。浮かれてる場合じゃないわ。わたし一人なんだし）

　最初に案内された部屋で、シャルマとコダートは待つように指示された。ガーイムと名乗った初老の男は、主人に目通り出来るのは船長であるジャリスだけだと言ったからだ。シャルマ達はジャリスが一人で行く事に反対したが、ここは彼らの言う通りにしてみようとジャリスは思った。相手が何者かは判らないが、危害を加える様子はない。いざとなれば、腰こしにぶら下げた水差しからアブウを呼ぶ事もできる。何より旗を取り戻す為の情報が欲しかった。

　ジャリスはガーイムに船の持ち主の事を聞いたが、彼はのらりくらりとかわすだけで一向に教えてはくれない。仕方なく後に続いていくと、船の中とは思えないほど長く歩いた先に、一ひと際きわ大きくて重厚な両開きの扉を見付ける。

「こちらでお待ちでございます」

　ガーイムは一礼すると、ジャリスに道を譲ゆずった。

（この中に……もしかして旗を盗ぬすんだ犯人が……！）

　ジャリスは表情を引き締めた。油断は禁物だ。中にいる者の正体は判らないが、確実にジャリス達の邪じや魔まをする者なのは間違いない。そうでなければ、旗を盗むはずなどないのだ。

　ガーイムがうやうやしく扉をあけると、客船にふさわしい調度品と内装の、とても船内とは思えない広さの部屋が現れる。香が焚たかれているらしく、室内は甘い匂においに満ちていた。外からでは部屋の中をすべて見る事はできない。ジャリスは意を決して、中に一歩足を踏ふみ入れた。

「それでは、ジャリス様、ごゆっくり。我が皇子があなた様をお待ちかねでございます」

（え？　皇子……）

　ジャリスはその言葉に、ふとひっかかりを覚えて振り向いた。すると今まさに扉が閉じられようとしている所だった。それを見てジャリスは目を見開く。ガーイムの手に、いつのまにか自分の腰にあったはずの、アブウの水差しが握にぎられていたからだ。

「えっ！　ちょ、ちょっと待ってっ」

　慌あわてて扉に駆かけ寄るが一瞬遅おそく、閉じてしまった扉は、ジャリスの力ではびくともしない。

「うそーっ。何で開かないのよ！　っていうか、皇子って皇子ってもしかして……！」

　ジャリスの頭の中に、置き手紙に書かれていた〝君を想おもい、見つめる者より〟という文字が浮かんだ。それに先程ガーイムが言っていた〝皇子〟を足してみる。そうすると、ある人物の顔がふと頭に浮かんだ。もしそれが合っているなら……ジャリスは自分が置かれている状じよう況きようが、考えていたよりもずっと最悪な事に気付いたのだ。

　その時だった。ジャリスの背後から男の声が聞こえた。

「やっと会えたな、ジャリス。この時をずっと待っていた。俺の手紙は君に届いたようだな」

　低くて甘い声。この声にジャリスは聞き覚えがある。しかも物もの凄すごく。

「君の金の髪は太陽の光よりも眩まぶしく、君の青い瞳ひとみは深い海の色よりもなお濃こい。そしてそれらをあわせもつ君という麗うるわしき存在が、俺をこの場所へと導いた」

「いやーっ、そういう長い台詞せりふ、もう二度と聞きたくなかったのにっ」

　放っておけばいつまでも続く美び辞じ麗れい句くの数々に、ジャリスは鳥とり肌はだを立てて振り向いた。

　黒い髪を後ろに撫なでつけ、逞たくましい体たい軀くをクマーシュで包み、いつもは人を射るような鋭するどい瞳を細めて、男はジャリスを見つめている。初めて会った時から精せい悍かんだった顔立ちは、二年の歳月を経へた今、大人おとなの男としての色いろ香かと自信を漂ただよわせていた。

「君に会えない間、俺の苦しみがどれ程の物だったか、この胸を開いて見せられるなら、今すぐにでも。君が結けつ婚こん式の最中に連れ去られた時は、海賊同盟に乗り込んでやろうと思った程だ」

　それが冗じよう談だんではない事をジャリスは知っている。この皇子はいつでも本気なのだ。

　微笑みながら近づいてくる皇子に向かって、ジャリスは思わず叫んだ。

「わたしはあなたに会わなくてせいせいしてたのよーっ。クアイ皇子！」

　以前ジャリスが滞たい在ざいしたタバラン国のクアイ皇子。強ごう引いんに求婚され、慌てて逃げる最中記き憶おくを失ったのはつい最近の事だ。

　その叫びを聞いてもなお甘く笑う皇子に、ジャリスの頭には、タバラン国での記憶がまざまざと蘇よみがえったのだった。
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　広い部屋に残されたコダートは、中央にある椅い子すに座っていた。机には陶とう製せいの茶器が置いてある。揺れる船では割れない食器を使うものだが、そんな常識もないのか、それとも割れても構わないと思う程金持ちなのか。用意されたお茶に手を付けようか考えていると、壁かべ際ぎわで腕うでを組んで立っていたシャルマが、急に顔を上げた。

「今……ジャリスの声が聞こえたような」

「そうか？　俺は何も聞こえなかったけど」

　だが、心配そうに扉の方に視線を移したシャルマは、顔を曇くもらせる。

「……やはり心配ですね、彼女一人では」

　シャルマの頭の中ではアブウは人数に入っていないらしい。その気持ちも判わかる気がして、コダートは小さく頷うなずいた。

「そうだな。決定戦に出場する船は国の代表でもあるし、滅めつ多たな事もないかと思ってジャリス一人で行かせたが……。やはりまずかったかな」

「ええ、嫌いやな予感がします。それにあのガーイムという男。一見好こう々こう爺やのようでしたが……」

　その言葉にコダートも頷いた。彼も気付いたのなら、自分の思い過ごしではなかったらしい。

「ああ、歩く時に足音一つ立ててなかった。それに隙すきがまったくない。元は軍人かもな……」

　ああいう男をコダートは何人も知っている。元々マハル王国の商人だったコダートは、軍人相手に武器を売る商売をしていた。そのせいか腕が立つ軍人は見分けがつく。先程のガーイムにも彼らと同じ匂いを感じていた。

「元……では、ないかもしれませんよ」

　ふいにコダートの心に不安が広がった。いてもたってもいられなくなり、思わず立ち上がる。そしてシャルマと二人足早に部屋を出た。

　やはり彼女一人で行かせるべきではなかったと後こう悔かいしながら。
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　なぜこんな事になってしまったのか。ジャリスはじりじりと近寄ってくるクアイを見上げて後ずさりした。

「恥はずかしがらなくていい。やっと会えたのだからその気持ちは判るがな。それとも俺が怒ってると思っているのか？　それなら安心するといい。君が結婚式の最中に連れ去られたのは、バルク号の乗組員がやったことだ。ちゃんと判ってるから大だい丈じよう夫ぶ。さあ、この胸に飛び込んでおいで。そして今度こそ邪魔が入らない内に、タバラン国へ戻もどって式をあげよう」

　切れ長の瞳でジャリスを愛いとおしそうに見つめるクアイ。しかしジャリスは知っている。この笑えみの奥に潜ひそんでいる、やっかいな彼の性格を。

「クアイ皇子。何回も何回も言うけど、あなたと結婚する気はないの。結婚式も連れ去られたんじゃなくって、逃げ出したの。自分の意志で！」

　ジャリスは肩で息をしながら、はっきりとそういった。

　海かい賊ぞくの見習いとして、航海に出たばかりの頃ころ。初めて試練を受ける為ために訪おとずれたタバラン国で、奴ど隷れい制度のせいでたくさんの人々が苦しんでいるのをジャリスは知った。島で育ったジャリスは、そうした人達を目まの当たりにしたのは初めてで、試練を果たすどころか、彼らの自由を勝ち取る為に必死になった。その時ジャリスに協力してくれたのが、このクアイ皇子だ。

　彼のおかげでやっとの事で奴隷制度の廃はい止しにこぎ着けたのだが、ジャリスは無断で滞在期間をのばした事が知られ、同盟から一年間の謹きん慎しんを受けたのだ。やっと謹慎が解とけて、タバラン国に再度赴おもむいたジャリスは、クアイに求婚された。それを断ると、なんとクアイはバルク号の出国を禁止し、むりやりジャリスと結婚式を挙げようとしたのだ。シャルマ達の助けで何とか逃げられたが、絶対に諦あきらめないと言った彼の真しん剣けんな表情を今でも覚えている。

「いい、よく聞いてね。クアイ皇子。わたしは海賊になるの。資格をとって同盟の為になる仕事をしたいの。あなたと結婚したらそれは無理……きゃっ」

　だが最後まで言い終わる前に、ジャリスは壁際に追い込まれる。クアイの大きな手がジャリスの顔のすぐ隣となりにおかれ、もう片方の手が金色の髪を優しく触さわった。

「確かに。君の意志は常に尊重したいと思っている。愛し合っているのに、君の夢を尊重すれば結婚できない。何て悲しいさだめなんだ」

　大げさに苦く悩のうの表情を浮かべたクアイに、ジャリスは思わず叫んだ。

「ちがーうっ。愛しあってない！」

　どうしてこう会話がかみ合わないのか。彼の頭の中がどうなっているのか、ジャリスは一度覗のぞいてみたいと思う。

「……本当に、君は恥ずかしがり屋だな」

　クアイが悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。そしてジャリスの金髪に口づける。言っている事は意味不明だが、そんなきざな仕草が様になる。タバラン国で結婚したい男一位のクアイ皇子は健在だ。

「愛しているよ、ジャリス。さあ、こちらを向いて、口づけを……」

　クアイの右手がジャリスの顎あごを捕とらえる。クアイの顔立ちは整っているだけではなく、大人の艶つやがある。そんな甘い表情を間近で見てしまうと、思わず身体からだの力が抜ぬけてしまう。

（……なんて、うっかり見とれてる場合じゃないっ）

　覆おおい被かぶさるように迫せまってくるクアイに、ジャリスは思わず拳こぶしを握りしめた。

「うっ……」

　クアイが軽く表情を顰しかめて呻うめいたのは、ジャリスのその拳が鳩みぞ尾おちに見事に入ったからだ。

「と、取りあえず帰らせて貰もらうわ。わたしは……」

　最後まで言わせず、クアイはジャリスの右手を再び摑つかんだ。ジャリスは思わず身構えたが、クアイはそのまま跪ひざまずき、握った彼女の手にゆっくりと口づける。

「君の愛の鞭むちは久しぶりだ。今まで俺を殴なぐり飛ばす女など周りにはいなかった。君だけは俺を叱しかり、愛しさ故ゆえの罰ばつを与あたえてくれる。俺は誓ちかうよ。ジャリス、君だけを愛し守り抜くことを」

　手に感じたのが温かく柔やわらかいクアイの唇くちびるだと思うと、ジャリスの顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤になる。

「あ、あのね、もう何回も何回も言うけど、結婚は出来ないんだってばっ」

　それでもジャリスは彼の手をふりほどいた。ここで負けてしまう訳にはいかない。

　それを見ていたクアイは、ぴくんと眉まゆを撥はね上げてゆっくり立ち上がり、大きく息をついた。

「仕方ない。恥ずかしがり屋の君はそういうんじゃないかと思っていた。それなら俺と結婚しやすいように、理由を作るだけだ」

　急にそういったクアイに、ジャリスは眉根を寄せた。

「な、何、どういう意味？」

「アラバーナ大陸最速船決定戦。あれで勝負するんだ」

「決定戦？　どうしてわたしが……。大体この船はあなたのなの？」

「ああ、前回の優勝船を買い取った。君を迎むかえに行くにはちょっと無骨な船だったから、改装もしたんだ。気に入ってくれたかな？」

　タバラン国は金こん剛ごう石せきが採れる鉱山のある国で、アラバーナ大陸一の金持ち国といっても過言ではない。その皇子である彼のお金の使い方は、ジャリスの常識では計り知れなかった。

「何で決定戦なのよ。わたしはそんなのに興味……」

「決定戦はアラバーナ大陸一の船と船長を決めるものだ。もし君がこの決定戦で俺に勝つようなら、君が船長として、いや海賊としての資質があると俺も認めよう」

「あなたに認めて貰う必要はないと思うけど」

　クアイの言い分は論点がずれていると思う。クアイに曖あい昧まいな事を言うと、すぐに彼の都合のいいように変へん換かんされてしまう。その恐おそろしさを知っているジャリスは、はっきりとそういった。

「旗はいいのか？」

　そう言われてジャリスははっとした。そしてこの船にやってきた本来の目的を思い出す。

「ま、まさか、旗はあなたが盗ぬすんだの？」

「いいや、俺じゃない。俺はただ手紙と記章を届けてもらっただけだ。でも犯人と旗の在あり処かは知っている、とだけ言っておこう。勝負に勝ったら君に教えてもいい。ただし、俺が勝ったらすぐに結婚式だ。用意はすべて調ととのっている」

　そんなクアイの提案に、ジャリスは思わず呆あきれてしまう。

「何言ってるの。旗を盗むのは犯罪よっ。返してくれないのなら訴うつたえるまでよ」

　盗まれたと届け出れば、ジャリス達も管理不行き届きで処しよ罰ばつされるかもしれない。しかしクアイの勝負を受ける訳にはいかない。いくらバルク号が速いといっても、こんな大型船と勝負では結果は目に見えている。

「いや、君は絶対に勝負をする事になるよ。なぜなら……」

　自信満々のクアイが次に放った一言に、ジャリスは目を見開いたのだった。
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　コダート達はジャリスを捜さがして足早に船の中を歩いていた。こんな広い船内だというのに、誰一人すれ違うこともない。

「停てい泊はく中だから、乗組員は休ませてるのか？」

　コダートの呟つぶやきにシャルマが頷うなずく。彼は表情一つ変えていないが、動きがいつもより機き敏びんだった。シャルマがジャリスの事となると、人が変わったようになるのはコダートも知っている。ジャリスもそんなシャルマを心底信しん頼らいしているようだ。二人の息のあった様子を思いだして、コダートの胸はほんの少しざわめいた。

（何考えてるんだ、俺は。今はそれどころじゃないだろ）

　コダートは自分を叱りつけ、シャルマとともに船内を調べていく。廊ろう下かを進んでいたコダートは、ふとシャルマが足を止めたのに気付いて、彼の視線の先を見つめた。そこには先さき程ほどガーイムと名乗った男が立っていた。しかも彼は、なぜかジャリスが持っているはずのアブウの水差しを手にしている。ガーイムはコダート達に気付いたのか、ゆっくりと微笑んで頭を下げた。

「おいっ、ジャリスをどうした！」

　コダートは思わず声を荒あららげ、シャルマとともにガーイムに駆かけ寄った。しかしガーイムは少しも動どう揺ようした様子はなく、コダートの手にアブウの水差しを渡す。

「ジャリス様は主人とお話し中です。邪じや魔まはなされませんように」

「どこでです？」

　シャルマの口調は静かだが有う無むを言わせない。それでもガーイムは怯ひるまなかった。

「お話がすむまでは、どうかお部屋でお待ち下さい」

「そういう訳にはいかない。悪いが力ずくでも教えて貰うぞ」

　そういってコダートが腰の剣に手をかけた時だった。

「騒がしいな」

　すぐ近くの両開きの扉が開いて、一人の男が顔を見せた。隣でシャルマが息を吞のむのが判わかる。何事かと訝いぶかしんだコダートは、剣に手をかけたままそちらに向き直る。するとガーイムが、そのみかけの年ねん齢れいからは考えられない素す早ばやさで、男を庇かばうようにコダートの前に立ちはだかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ガーイム。お客様がお帰りだ」

　男がそういうと、ガーイムはコダートが剣から手を放すのを見届けてから、ゆっくりと横へどいた。するとその後ろから、青ざめた表情のジャリスが現れる。

「ジャリス。大丈夫ですか？」

　シャルマはそういうと、ジャリスに駆け寄った。びくんと震ふるえたジャリスが、そんなシャルマを見上げる。だがすぐにその視線が伏ふせられた。

「ジャリスに何をしたんです。クアイ皇子」

　シャルマの呼んだ名前にコダートは驚おどろいて、まじまじと男を見つめた。

（クアイ皇子……。じゃあこの男がタバラン国の皇子か。ジャリスに求きゆう婚こんしたとかいう）

　鍛きたえ抜かれた身体は、まるで軍人のようだ。コダートよりも少し年上だろう。眼光は鋭するどいが、顔立ちは整っていて、どこか甘い雰ふん囲い気きもある。伝え聞いているクアイ皇子は、二年前ジャリスと協力して、タバラン国の奴ど隷れい達を解放したという。それをきっかけに、クアイ皇子の名はプス船長の名前とともに、大陸中に知られる事となったのだ。

「相変わらずだな、シャルマ。冷静な顔が崩くずれてるぞ。別に何もしてないさ。なあ、ジャリス」

　からかうようにそういったクアイは上じよう機き嫌げんに見えた。それに比べてジャリスは返事も心こころ許もとない。小さく頷くと、コダート達から視線をそらした。

「やっぱり、何か……」

　シャルマが心配そうに、ジャリスに声をかけた時だった。

「だ、大丈夫よ。シャルマ。本当に平気。心配かけてごめんなさい」

　ジャリスが笑顔を浮うかべてそういった。しかしコダートの目から見ても、その笑顔はむりやりに作った物だ。彼女の笑顔はもっと底そこ抜ぬけに明るくて、目を細めるほどに眩まぶしいのだ。しかし今の彼女は青ざめたまま、視線も定まらずに泳いでいる。

　そんなジャリスと対照的に、満面の笑みを浮かべたクアイは、コダートに視線を移した。

「君か。新しいバルク号の乗組員は。確か、コダート・バランジッドだな。マハル王国の元王室御ご用よう達たし商人。我が国の商人達の間でも、君の事を知らない者はいないらしい」

　一国の皇子が自分の事を知っているとは思わなくて、コダートは驚いて思わず声を上げた。

「どうして俺の事を……」

「何でも知っている。ジャリスに関かかわりのある事ならな。まったく君がうらやましい。俺がバルク号の乗組員になりたいと言ったら断られたのに」

（いや、乗組員はむりだろ。皇子なんだし）

　コダートは思わず心の中で呟いたが、クアイはまったくそんな事には思いいたらないようだ。

「い、言っておきますけど、あなたなんか、絶対に乗組員にはなれないんですからねっ」

　そんな時、水差しから煙けむりとともに出てきた人ひと形がたのアブウが、胸を張ってそういった。

「アブウ……。なんですか、今いま頃ごろ出てきて」

　そんなシャルマの地を這はう声に、アブウがぶるっと震えた。

「だ、だって、このおじいさんが絶対に出てくるなって……。もし出てきたら水差しをこなごなに壊こわしてやるって、にこにこしながら言うんですぅ」

（アブウ……何でいつもいつも大事な場面でそうなんだ）

　泣きついたアブウに、コダートは思わず顔を引きつらせた。

「君が水差しの精霊ジヤーンか。話には聞いていたが、この目で精霊を見たのは初めてだ」

　クアイが目を見開いて、銀色の髪と目を持つアブウを見つめた。アブウの事さえ知っているというクアイ。どれだけジャリスの事を調べているのかと思うと、コダートの背筋が寒くなる。

「もう帰りましょう、ジャリス」

　そんなクアイを無視して、促うながすようにジャリスの背に手を添そえたシャルマがそういった。

「じゃあ、ジャリス、さっきの約束をわすれないでくれ」

　クアイが帰ろうとするジャリスにそういうと、シャルマは目を光らせた。

「約束？　何の約束をしたんです。ジャリス、クアイ皇子とやたらに口約束をすると、まずいことになると前に思い知ったでしょう」

「ひどい言いようだな。だが約束は間ま違ちがいなくしたぞ。決定戦に出場して、彼女が勝てば旗の情報を教える。そして俺が勝てば、結婚。そうだな、ジャリス」

　自信満々にそういうクアイの言葉があまりにも突とつ飛ぴだったので、コダートは思わず苦く笑しようした。

（何を言ってるんだ、この皇子は。大体〝海かい賊ぞく〟を目指すジャリスが結婚なんてする訳ない。いや、将来的にはあるかもしれないが、それはまだまだ先の話だろうし……）

　コダートはちらりとジャリスを見る。彼女が結婚するなんてまったく想像がつかない。もしそうなったとしても、目の前の皇子が花はな婿むこではないはずだ。ジャリスも一応人を見る目はある。

「クアイ皇子。ジャリスがそんな約束するわけ……」

　コダートが自信満々にそう言おうとした時だった。

「したわ。約束」

　ジャリスの一言に、シャルマとコダートが動きを止めた。

「い、今何て言った？」

　自分の聞いた言葉が信じられなくて、コダートがそう言うと、ジャリスは毅き然ぜんと顔を上げた。まだ顔色は悪いが、その目にはありありと闘とう志しと決意の色が満ちている。

「したって言ったの。決定戦に参加するわ。でもいい、クアイ皇子」

　ジャリスはクアイに向かって、びしっと指先を突つきつけた。

「絶対負けないんだから！」

　ジャリスの宣言は、高らかに船内に響ひびきわたったのだった。
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　夕暮れの港町。イスタカ号からシャルマと戻もどったコダートは、甲かん板ぱんに漂ただよう香こうばしい匂においに顔を上げた。夕食当番のナッシルの作る料理と潮の香かおりが混ざり合い、コダートは小さく鳴った腹を宥なだめるようになでる。決定戦に使う海図を貰もらいに行ったジャリスが帰ってくれば夕食だ。

（食事の時にジャリスを説得するか。何とかして決定戦の参加をやめさせないと。絶対勝てるはずないんだし。それに、け、結婚なんてジャリスには百年はや……んっ、なんだ、あれはっ）

　そう考えていたコダートは、思わず自分の目を疑った。甲板から見える波は止と場ばの風景に、どう考えてもそぐわない物を見付けてしまったからだ。

「あーっ、象だ。懐なつかしいー！」

　それは自分の見間違いではないようだ。甲板にいたリクがそう声を上げた。それだけではなく、港にいた人々も、突とつ然ぜん現れた巨きよ大だいな生き物に大きな歓かん声せいを上げている。騒ぎを聞きつけたのか、船室にいたシャルマもやってきて、目の前の光景に眉まゆ根ねを寄せていた。悠ゆう々ゆうと人混みの中を歩いてくる象が、なぜこんな所にいるのか判らなくて、コダートは思わず甲板の手すりに駆かけ寄る。象はタバラン国だけに生息している巨大な生き物だ。重い荷物を運ぶ為ために重宝されていた。その背に設けられた黄金に輝かがやく屋根付きの輿こしから、一人の男が顔を見せる。

「やあ、元気かな。ほんの少しでもジャリスと会えないと思うと辛つらくてね。思わず来てしまった。贈おくり物も持ってきたんだ。決定戦に出るからには色々と物いりだろう」

　艶つややかな笑えみのクアイに、コダートは彼が皇子であるにもかかわらず、思わず突っ込んだ。

「さっき別れたばっかりだろっ。それに何で象なんだよ！」

「派手な事が好きな人ですから……」

　コダートの隣となりに来たシャルマは呆あきれたようにそういうと、象に乗ったままバルク号に近付いたクアイに視線を移した。

「ジャリスは今留守です。それに贈り物は結構です。敵の塩は受けません」

「君には聞いていない。ジャリスはどこへ行ったんだ。まさか一人で外出させたのか？　あんなに美しくてか弱い女性を一人で歩かせるなんて言語道断だぞ。襲おそわれて誘ゆう拐かいでもされたら……ああ、もしそんな事になったら、この手で犯人を打ち首にしてやる！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。あなたがここにいる限りは安全です」

　シャルマが冷静にそう言い返した。どうもこの皇子のジャリスに対する認識は間違っているような気がする。そう思うのはコダートだけではないはずだ。

「シャルマ、どうして君はそんなに俺に冷たいんだ。ああ、判わかった。ジャリスが俺の花はな嫁よめになれば、君達も仕事を失うからな。だが安心しろ。君達の待たい遇ぐうは考えるつもりだ」

「花嫁にはなりませんってばっ」

　そこへ声を上げたのは、まるめた海図を小こ脇わきに抱かかえ、両手を腰こしに当てたジャリスだった。バルク号の近くまで小走りでやってきたジャリスは、象の背に座るクアイを見あげる。

　それと同時に象が膝ひざを折り、従者らしき男が、金の踏ふみ台を用意する。クアイはそれを使って象から降りると、ジャリスの前に跪ひざまずいた。

「やあ、ジャリス。君が身につけるにふさわしい宝石……、もちろん君の美しさにはその宝石も色あせてしまうだろうが……。それと君が着るにふさわしい花嫁衣装を持ってきたぞ」

「は、花嫁衣装って……」

　あまりに気の早いクアイに、コダートは驚おどろきを通り越こして呆れてしまう。

「花嫁衣装を着ることは一生ないわっ。とにかく帰ってよ。目立つじゃない！」

　ジャリスが叫さけんだ通りだった。ネイレス国にはいるはずのない巨大な象に乗った美び男なん子しと、金きん髪ぱつと青い目の異国の容姿を持つジャリス。港に集まっている何百という人間が、彼女達の言動を見守っている。

「象は君のお気に入りだっただろう。喜んでもらおうと思って連れてきたんだ。贈り物ごとこの象を君に……」

「その象がバルク号に乗るわけないでしょっ」

　どう考えても象が乗る場所はバルク号にはない。だがクアイはにやっと笑った。

「乗らなくてもいいさ。この決定戦が終わったら君はもうバルク号で旅する事はないんだから」

　その一言にジャリスの顔が引きつるのが、甲板にいるコダートにも判った。
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「馬ば鹿かな事言わないでよっ。勝負は決定戦でつけるんでしょっ。何でも思い通りになると思ったら大間違いよ！」

　ジャリスは相手が皇子である事を完全に忘れているらしい。すっかり敬語を使うことをやめている。だがそんなジャリスに、クアイは憤ふん慨がいするどころか、満足そうに頷うなずいた。

「君が怒おこるのは、いつでも俺の事を考えていてくれるからだ。今のだって、先走ってしまった俺を諫いさめてくれたんだろう？　そうやって俺の為に怒っている君は何より美しい。……判った。今日の所は引き上げよう。何か困ったことがあったらいつでも言ってくれ。何でも用意する」

　色いろ香かの漂う笑顔をジャリスに向けたクアイは、名な残ごり惜おしそうにジャリスを一度見つめて、再び象の背に乗り去っていった。

「思考が変だろ……。絶対」

　呆ぼう然ぜんと見送りながら思わずそういったコダートに、シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げながら呟つぶやく。

「ええ、でもそれに惑まどわされてはいけません。彼は切れ者ですよ」

「そうは思えないが……言っちゃ悪いが、ただの馬鹿皇子にしかみえないぞ」

　その言葉に、シャルマは目を伏ふせ、リクは首をぶんぶんと横に振ふった。

「クアイ皇子はやばいんだよ。本気になったらすげー怖こわいんだよ」

「ええ、前にも話しましたが、二年前の奴ど隷れい解放事件。彼が本気で協力したからこそ、成し遂とげられたんです。敵に回すとやっかいです」

「シャルマがそこまで言うなんて……相当なのか？」

　そう呟いたコダートに、シャルマが小さく頷いた。

「タバラン国の世よ継つぎとして、幼い頃ころから彼の神童ぶりは有名でした。それだけでなく武にも精通し、何よりあの魅み惑わく的な容姿。父親のスルタンでさえ彼が幼い頃から政まつりごとの相談をしていたそうです。そのクアイ皇子がどうして二年前ジャリスに協力する気になったのか、詳くわしい事は私にも判りません。ですが彼はただの見習いだった彼女の話を聞き、自分の信しん頼らいする部下を使い、タバラン国の金こん剛ごう石せきの鉱山で奴隷達を使っていた大臣の横領の証しよう拠こを調べ上げたんです」

　そこまで言ったシャルマがふと目を伏せた。それをリクが心配そうに見上げる。

「シャルマ……」

　そんな二人の様子が気になったコダートがシャルマを見つめると、すぐに彼は顔を上げた。

「大丈夫です、リク。……そしてクアイ皇子は、大臣を罷ひ免めんするようスルタンに陳ちん情じようしました。それがきっかけで、ジャリスの指揮のもと奴隷達は立ち上がりました。自分達の自由を勝ち取る為にね。ですから今私達がこの船に乗って旅が出来るのは、ジャリスと、そして彼のおかげでもあるんです。彼の協力無しでは、奴隷解放はありえなかったでしょう」

　シャルマはそういうと、片眼鏡の奥にある目を、きらりと光らせた。

「感謝はしています。しかしそれとジャリスの結婚は別です。このままではまずいですよ。決定戦に参加してしまっては、彼の思おも惑わく通りに事が運んでしまいます」

　その言葉にコダートは大きく頷いた。気持ちはシャルマと同じだ。決定戦の参加は絶対に避さけなければならない。

「よかったわ、帰ってくれて」

　丁ちよう度どその時、ジャリスが甲板に上がってきた。クアイとの言い合いが応こたえたのか、げんなりした顔をしている。だがすぐに彼女は表情を引き締しめて、持っていた海図を開いた。

「みんな、集まって。これが決定戦の経路を示した海図よ。距きよ離りは約三百海里。出場する船は二十五隻せき。そして……」

　シャルマとリク、そしてコダートが集まったのを確かめて、ジャリスは話し始めた。しかしコダートがそれを遮さえぎる。

「ちょっと待ってくれ。その前に話し合う事があるだろう」

「そうです。ジャリス、やはり決定戦の出場は無む謀ぼうですよ。辞退するべきです。明らかにクアイ皇子の術中にはまっていますよ」

　シャルマがそういうと、ジャリスは急にあたふたして、何度も目を瞬しばたたかせた。

「それは……え、えっと、だ、駄だ目めよ。旗を取り戻もどさなきゃ。コスタルの滞たい在ざいはクアイ皇子が支部に口くち添ぞえしてくれたから何とかなったけど、これから先は旗がなければ進めないわ」

「だったら旗を取り戻す方法を考えるのが現実的です。勝つ見込みはどうみてもないでしょう」

　シャルマが諭さとすようにそういう。シャルマが切れ者だというクアイ。滅めつ多たに人を誉ほめない彼がそこまで言うのは余程の事だ。これは何としてでもジャリスを説得しなければと、コダートも続いて口を開いた。

「そうだぞ、勝負は目に見えてる。あのイスタカ号は豪ごう華かなだけじゃない。三年前の決定戦の時、今までの最高記録をあっさりと塗ぬり替かえたらしい。いくらバルク号が速くても、規模も設備も違うんだ。噂うわさだがあの船は、風が吹けば三十ノットは速度が出るらしいぞ。バルク号はどんなに調子がよくても最高で二十五ノット。到とう底てい勝ち目はない」

　バルク号の二十五ノットという速度は、コダートが知っている帆はん船せんの中では速いほうだと言えるだろう。普ふ通つうの帆船なら精々二十ノットが限度だからだ。しかしあのイスタカ号は最高速度が三十ノットだという。そんな速さの船が現実にあるなど、コダートは未いまだに信じられない。

「判わかってるわ。今までこの決定戦で一番速かった船は、日の出とともに出発して、次の日の正午に戻ってきていた。でも前回の決定戦では、あのイスタカ号は朝日が昇のぼる前に終着点に辿りついたそうよ。二番手の船が辿りついたのは、それから随ずい分ぶんとたってからだって」

　それを知っていてなお、ジャリスは勝負をやめる気にはならないらしい。

「ジャリス、クアイ皇子はそんなに甘い男ではありませんよ。あなたもよく知っているはずでしょう。……何か隠かくしてるんじゃないですか？」

　そう聞かれ、ジャリスがびくっとして、慌あわてて顔を上げた。

「な、な、何にもないわよ。あるわけないじゃない……ああ、そうだ。わたし勝つ為の方法をじっくり考えるから、船長室にいるわ。とにかく決定戦には出るんだから、みんなも準備をお願いね。明日は早速下見にいきましょう」

　ジャリスはきびすを返して船室に入ろうとしたが、慌てすぎたのか近くにあった樽たるにぶつかり、その勢いで扉に激げき突とつする。ゴンッと音がして、ジャリスの小さなうめき声が聞こえた。

「何か隠してるな」

　ぶつけた額をさすりながら、小走りに船室に戻っていくジャリスを見て、コダートは呟いた。

「ええ、確実に。どうしてあんなに、噓うそが下手へたなんでしょうね」

　ため息混じりのシャルマに、リクも肩かたを竦すくめる。

「判りやすいよね。ジャリス。でも何かあったらいつも相談してくれるのに、どうして何も言わないのかなぁ」

「ですが、その事にクアイ皇子が関かかわっているのは間違いないでしょう。これは……一ひと筋すじ縄なわにはいかないですね」

　シャルマの言葉にコダートは再びジャリスが入っていった船室の扉を見る。閉じられた扉の向こうで彼女は何を考えているのだろう。それさえ判れば打つ手はいくらでもある。

　口元に手を当て考え込んだコダートの髪を、強い海風が吹き抜ぬけていった。
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「凄すさまじい亀き裂れつね。本物を見たのは初めてだわ」

　舵かじを操りながら、左手にそびえる切り立った崖がけを見て、ジャリスは思わず呟いた。

　決定戦の下見にやってきたジャリス達は、コスタルの港の対岸にある、ウンギズという島の周りを航行中だった。このウンギズ島を一周するのが、今回の決定戦の経路だ。しかしそれはただの島ではない。百数十年前に起こった大おお地じ震しんでネイレス国に亀裂が入り、孤こ立りつしてしまった領土だった。今では人が住むことのできない荒あれ地となっているらしい。

　だが地震の被ひ害がいはそれだけではない。アラバーナ大陸にも十字に亀裂が入り、大地を四つに分けてしまっている。その亀裂のせいで数十年前、領土争いの戦争が起こってしまったのだ。現在は停戦しているが、各国の親しん睦ぼくを深め二度と悲劇を起こさない為にも、この決定戦は行われるのだという。

「ああ、俺もこの海域を進むのは初めてだ」

　コダートの言葉を聞きながら、ジャリスは再び辺りを見回した。海は穏おだやかで、優やさしいさざ波の音がジャリスの緊きん張ちようした心を和なごませてくれる。いつまでもその音を聴いていたかったが、ジャリスは気持ちを引き締めた。

「島の周りを一周して、一番速く戻ってきた船の勝ち。判りやすくていいわね」

「判りやすすぎるのも問題だ。これじゃ打つ手がない。純じゆん粋すいに速さを競うしかできないからな」

　コダートの言うとおりだった。バルク号は参加船の中で最も小さく乗組員も少ない。まともに勝負しては、クアイの乗るイスタカ号どころか、他の船に勝つのも難しいだろう。

（何か……何か方法はあるはずよ。絶対に勝たなくっちゃ……もし負けたら）

　ジャリスはそこまで考えて顔を上げる。そして船の甲かん板ぱんを見回した。見慣れたその風景に、ジャリスは思わず小声で呟く。

「守ってみせるわ……」

「何か言ったか？」

　怪け訝げんそうにコダートに聞かれて、ジャリスは慌てて首を振った。

「……ううん、なんでもない」

　そんなジャリスの様子を、コダートが訝いぶかしそうに見ている。気を付けなければ、とジャリスは思った。もし自分がこの勝負を受けた本当の理由を誰かが知れば、すぐに彼にも伝わってしまうだろう。そうなったらどうなるか、ジャリスにもそれは容易に想像がついた。

「あら……あれは何かしら？」

　丁度航路の半分まで来た辺りでジャリスは呟つぶやいた。ウンギズ島の入り江に、バルク号の甲板程の高さがある鉄の格こう子しがはめられている。見あげると、崖の上には対岸との間に橋が渡わたされていて、そこからつるされた何本もの太い縄なわが、鈍にび色に光る格子の扉を固定していた。

「あれは多分水門だ。俺が聞いた所によると、ウンギズ島にもいくつか小さな地割れがあるらしい。あれは恐おそらくその一つだ。道幅も狭せまいし浅あさ瀬せだから、船が間違って入り込まないようにしてあるんだろう」

　確かに水門のある崖の間は狭い。バルク号ならどうにか通る事ができるが、大型船では厳しいだろう。鉄格子の奥に続く水路は幾いく分ぶんか広くなっているようだが、それでも帆船が通るには危険な幅だった。この地割れが自然の力で起きた災害なのだと思うと、ジャリスは改めて被害の大きさに恐きよう怖ふを覚えた。

「ひどい地震だったのね……。今は停戦してるけど、元々その地震のせいで、国同士が戦争を始めたのよね」

「ああ、海かい賊ぞく同盟が目を光らせているから表面化していないが、今でもお互たがいの領土を狙ねらって睨にらみ合ってる国はある。……俺は商売で武器を扱あつかっていたが、その買い手のほとんどが各国の軍だ。防衛の為だというが、その実着々と軍事力をあげているのさ」

　肩を竦すくめたコダートの言葉に、ジャリスの目が強い意志の光を帯びた。

「二度と戦争は起こさせない。それが海賊同盟の目的よ。わたしは絶対に海賊になって、その目的を果たしてみせる」

「そうだろう。だったら結けつ婚こんなんかしてる暇ひまないな」

　からかうようにそういわれて、ジャリスはうっと言葉に詰つまる。それでもコダートをしっかりと見あげ、毅き然ぜんと声を上げた。

「ええ、だから決定戦に勝つわ」

　その言葉にコダートがため息をつくのが判った。しかしどれだけ呆あきれられても、ジャリスはこの勝負をやめるつもりはない。自分がどれだけ無謀な事を言っているのか判る。それでもこうして海賊を目指すのは、一人の力ではできない。ジャリスはそれをよく知っている。知っているからこそ、決定戦には出場しなければならないのだ。

　ジャリスは海図を持ってくると言って、コダートに舵を頼たのみ、そのまま船室へと歩き出す。このまま彼と話をしていたら、思わず本音がもれてしまいそうだったからだ。
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　決定戦の下見をするのに、丸二日かかってしまった。航路の調査に昨日一日を費やし、いよいよ明日は当日だというのに、ジャリスは勝つ為の方法が思い浮かばずにいた。

　高い位置にある太陽が、甲板で座り込んでいるジャリスの身体からだを、じりじりと焼いている。

「暑い……。考えがまとまらないわ」

　海図とにらみ合いをしていたジャリスは、上着を脱ぬいでそのまま大の字に横になった。ごろごろと甲板を転がるが、やっぱり良い考えは浮かばない。暑さのせいにしてはいけないが、うだるような熱気は思考力を奪うばう。だが投げ出す訳にはいかない。決定戦で絶対に勝たなければ。

（負ける訳にはいかないのよーっ。この世で一番大切な物を守るんだから！）

　そう心の中で叫さけんだジャリスは、勢い付けて起きあがる。勝つ方法は必ずあるはずだ。ぐずぐず悩なやんでいても始まらない。決定戦は明日に迫せまっているのだから。

「ジャリス、ただいま」

　その時だった。朝から出かけていたコダートが、甲板に上がってジャリスに声をかける。

「あ、お帰りなさい。どこに行ってたの？　コダート」

「ちょっとな……。それよりジャリス、また象が来るぞ」

　呆れたようなコダートの言葉に、ジャリスは更さらにずーんと沈しずんだ気持ちになる。

　無視しようかとも思うが、そうすると彼はいつまでもバルク号に向かって、愛の言葉を語り続けるのだ。仕方なく立ち上がったジャリスは、象の背で手を振ふるクアイを甲板から見下ろす。

「やあ、ジャリス。相変わらず美しい。君のそのばら色の頰ほお……」

「用件は短くはっきりと！」

　甲板の上からジャリスは叫んだ。放っておけば長い台詞せりふが延々と続いてしまう。先手必勝だ。

「愛してるよ。ジャリス。明日はやっと君との婚約が成立する日だ」

「勝手に決めないで。勝負はまだ始まってもないのよ！」

　クアイに向かってそう叫んだジャリスに、彼は苦く笑しようした。

「……そうだな。お互い健けん闘とうを祈いのろう。それより、贈おくり物を持ってきた」

「何度もいいますが、頂けませんっ」

　この港でクアイに再会してから、ずっとこの会話の繰くり返しだ。贈り物は貰もらえないというのに、クアイは懲こりずに毎日大量の贈り物を、象の背に積んでやってくる。

「何て謙けん虚きよなんだ、ジャリス。君の気持ちはよく判わかっている。宝石や衣装は君が遠えん慮りよして受け取らないだろうと思って、実用的な物にしてみたよ」

「実用的？」

　クアイの言葉の意味が判らず、ジャリスは首を傾かしげてそうきいた。

「バルク号の食器が木製の粗そ末まつな物だと聞いたんだ。しかも使いすぎてひびが入っているそうじゃないか。だから銀の食器を用意した。君が食事するのにふさわしい品だ」

「何でうちの食器の事なんて知ってるの!?　っていうか、ひびが入ったの昨日の話よっ」

「俺は何でも知っている。君の事ならね」

　自信満々にそういうクアイに、ジャリスはがっくりと項うな垂だれた。

（どっから情報仕入れてるのよっ）

　その言葉をジャリスはぐっと吞のみ込んだ。バルク号の周りは、象を見物する客で一いつ杯ぱいになっている。このまま言い合いを続けるほどジャリスも愚おろかではない。

「と、とにかくお帰りください、クアイ皇子。敵同士なんですから、贈り物は頂けません」

　両手を腰にあて、きっぱりとそういったジャリスに、クアイは深々とため息をついた。

「まあ、仕方ないな。愛しあっているのに、戦わなければならない。何と悲しい運命なんだ」

「だから愛しあってないって言ってるでしょーっ」

　嘆なげくように大げさな口調のクアイに、ジャリスはめまいさえ覚える。だがジャリスは気を取り直し、人差し指を突つきつけてはっきりとクアイに宣言した。

「絶対に負けないわ。あなたの思うとおりにはならない！」

　威い勢せいのいいジャリスの言葉に、クアイはふっと微笑ほほえんだ。

「……本当に君は、仲間思いだ。少々妬やける。それとも俺をこんな気持ちにさせる為の手かな？　ああ、だが純真な君がそんな事をするわけがない」

（な、何かもう……何を言っても無む駄だな気がするわ）

　そう思ったジャリスが、再びがっくりと項垂れた時だった。

「クアイ皇子。決定戦の準備がありますので、お引き取りを」

　コダートがジャリスの肩に手を回し、はっきりとそういったのだ。それを見たクアイの表情が一いつ瞬しゆんで怒りのそれへと変わる。

「貴様っ、ジャリスから手を……！」

「お帰り下さい。それから決定戦ですが、バルク号が勝ちますよ。俺の勘かんですけどね。でも俺の勘は、はずれたことがないんです」

　余よ裕ゆうの態度でそういうコダートを、クアイが睨みつける。しかしコダートは少しも怯ひるまない。うっすらと笑えみを浮かべたコダートに、クアイも強気に笑顔を浮かべた。

「面おも白しろい、コダート・バランジッドの勘は、必ずあたるというのが商人仲間の噂うわさらしいな。では初めてその勘がはずれて嘆なげくがいい。数日後にジャリスの隣となりにいるのはこの俺だからな！」

　そういったクアイは、再びコダートを睨みつけ、怒りの表情のままその場を後にする。その姿を見送って、ジャリスはほっと息をついた。

「よかった……。帰ってくれて」

　だがジャリスはすぐに、自分の立場が少しも好転していないことに気付いた。

「さっきクアイ皇子が言ってたのは何の事だ？」

　目を眇すがめたコダートが、いつのまにかジャリスの襟えり首くびを摑つかんでいたからだ。

「え、な、何が？」

　急な質問にジャリスはどきっとした。何か変な事を言ってしまっただろうか、と。

「〝君は仲間思いだ〟って言ってたな。それにどうもお前おかしいぞ。何か隠かくしてるだろう」

　そう聞かれてジャリスは慌あわててきびすを返そうとしたが服を摑まれていて逃にげられない。

「な、何にも隠してないわよ。負けたら結婚しなきゃいけないから……」

「そもそもその約束もおかしいじゃないか。どうしてお前が結婚しなきゃならない。旗の事だって、盗ぬすまれたんだから訴うつたえ出れば処しよ罰ばつを受けるのは向こうだ。わざわざ勝ち目のない勝負を受ける必要はない」

　コダートの言うことは至し極ごく尤もつともだ。ジャリスは思わず俯うつむいた。どう言い繕つくろおうかと考えるが、何にも良い案は浮かばない。

「お前は確かに無む鉄てつ砲ぽうで後先を考えないところはある。だが周りを見られないほど自分勝手じゃない。お前はいつだって自分の夢を追ってるはずだ。そして仲間の事を……」

　そこまで言って、コダートはふと言葉を止めた。そしてじたばたと逃げようとしているジャリスに視線を移す。

「タバラン国はシャルマとリクの故郷だな、確か」

　目を眇めたコダートに、ジャリスは思わず顔を上げた。そのジャリスの必死の表情を見て、コダートは何事か確信したように一つ頷うなずいた。

「さっきのクアイ皇子の言ってた〝仲間思い〟って言葉。何かそれと関係あるのかな？」

　そう言われてジャリスは目をきょろきょろさせる。

（な、何とかこの場をしのがないと……。ああ、でも勘のいいコダートを誤ご魔ま化かすのって、どうしたらいいのーっ）

　自分でも判っている事だが、ジャリスは噓うそが苦手だ。頭の中が混乱してどうしていいか判らなくなる。

「な、何にも関係なんか……」

　それでもあくまでそう言い張ろうとするジャリスに、コダートはふう、と一つ息を吐はいた。

「ジャリス、実はもしかしたら、決定戦に勝てるかもしれない案がある」

　突とつ然ぜんそんな事を言いだしたコダートに、ジャリスは目を見開いた。

「ほ、本当？」

「ああ、ただし、絶対に勝てるわけじゃない。成功する可能性も低い。だが絶対に勝つことは無理な今の状じよう況きようよりはましだろう」

「お、教えてっ。その方法。絶対に勝たなきゃならないのよ。負けたら、負けたら……」

　ジャリスはそこまで言って、はっとして思わず口を噤つぐんだ。

「負けたらどうなるのか言ってみろ。結けつ婚こんだけじゃないんだろ、お前が必死になってる理由は。それをお前が言わない限り教えられない」

　コダートはやはり勘がいい。口で彼に勝つことは無理だ。ジャリスはどうするか悩んだが、やがて覚かく悟ごを決めて彼を見上げた。

「……みんなには内ない緒しよにしてて」

　戸と惑まどい気味のジャリスの言葉に、コダートは大きく頷く。

「まかせろ、商人は言っちゃいけない事は絶対に言わない。信用に関かかわるからな」

　その言葉に、ジャリスは重い口をゆっくりと開いた。

「実は……」

　ジャリスの話を聞いたコダートは驚おどろきに目を見開いたが、すぐに表情を引き締しめたのだった。
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　その日の夕方、買い物から帰ってきたシャルマとリク、そして珍めずらしく起きているナッシルとジャリスを船長室に集めて、コダートは海図を開いた。

「決定戦の下見に行った時に、俺はある事に気付いた」

　コダートはそういうと、ウンギズ島を指さした。

「この決定戦の条件は、島を一周する事だ。だがどの航路を通らなければならないかは指定されていない」

「しかし道は一つしかないでしょう？　島を一周するのですから、一番近い水みず際ぎわを……」

　シャルマがそういうと、コダートは首を横に振ふった。

「途と中ちゆうまではそうだ。だが後半は違ちがう。実は道はもう一つあるんだ」

　コダートはそういうと、島の左半分を指し示す。

「海図にはないが、ここには島に入った地割れで水路ができている。下見の時にみんなも見ただろう？　道みち幅はばが狭せまくて底の浅い小さな道だ。船が入り込むと座ざ礁しようして危険だから、水門を取り付けて立ち入り禁止にしているんだ。今日の朝、俺はこの港に昔から住む漁師に話を聞いてきた。この水路がどうなっているか、その正確な様子を、な」

　コダートは島の地図に、地割れで出来た水路を描き加える。それはウンギズ島の左側三分の一を、断絶するように入っていた。

「この道を使えばかなりの近道になる。速さでは敵かなわなくても、ここを通れればイスタカ号に勝てるかもしれない」

　コダートがそういうと、寝ね椅い子すに座っていたリクが声を上げる。

「でも立ち入り禁止って事は、通れないんだろ？」

「普通の大型船ならな。だが地元の漁師によると、小こ舟ぶねなんかは水門の格こう子しの隙すき間まを通り抜ぬけて進んだりするらしい。なあ、バルク号の取り柄えはなんだと思う？」

　コダートがそう聞くと、ジャリスがはっとしたように顔を上げた。

「小さくて……軽い事？」

　コダートはそれを聞いて、満足したように大きく頷いた。

「そうだ。バルク号は小さい。それに乗組員も少ない。だがそれだけ軽くて喫きつ水すいが浅いって事だ。大型船のように喫水が深い船なら座礁して通れない水路でも、バルク号なら通れるかもしれない。夜明けとともに出発なら、予想される風向きと風速から計算すると、バルク号がこの水門につく頃ころが丁度満潮なんだ。コスタルの役所で調べてきたんだが、あの水路が満潮になった時なら、ぎりぎりバルク号が座礁せずに通れる水深があるはずだ」

　コダートがそういうと、ナッシルが感心したように呟つぶやいた。

「じゃあその水路を通れば、勝てる可能性が出てくるわけだ。……しかしよく調べたな」

「まあな。だが忘れないでくれ。もちろん座礁する危険は大きい。それにもし通れなかったら時間的にも厳しいし、何よりバルク号では水門の格子を通り抜けられないから、どうにかして水門を上げないといけない。だがもしそれが可能なら、万に一つだが勝てる見込みが出てくる。なにせバルク号より小さくて軽い船は出場していないからな」

　コダートはそういうと、海図を見つめて話を聞いていたジャリスに目をやった。

「これは一つの案にすぎない。どうするかは船長のお前が決めろ」

　コダートは自分の計算能力にも判断能力にも自信を持っている。しかしこれで絶対に勝てると断言はできなかった。これから先は船長のジャリスが決める事なのだ。

　ジャリスは顔を上げ、決意の眼まな差ざしでコダートを見つめる。

「……やってみましょう。勝てる見込みがあるのなら！」

（お前なら、そう言うと思ってた）

　コダートは心の中で呟き、彼女を少しでも安心させようと笑みを向け大きく頷いたのだった。




　日が暮れた甲かん板ぱんで、コダートはジャリスを待っていた。二人で大会の責任者であるカッサラに、水門を上げてもらえないかと頼たのみに行くつもりだったのだ。

　灯ともされた灯あかりで照らし出された波は止と場ばに目をやると、前夜祭に繰くり出す人々で賑にぎわっていた。三日間に亘わたって行われていた前夜祭も今日で終わりだ。明日は決定戦の本番なのだから。

　最終日にふさわしく、空にはパァーンと音を立てて花火まで揚あがっている。

（これだけの人がいれば儲もうかるだろうな。俺だったら三日間で一千万ディナルは稼かせぐのに）

　そんな事を考えてしまうのは、別に商人だった頃の自分に未練がある訳ではない。ただついどこで店を開けば客が寄りやすいだとか、こういう時に売れる物はこれだ、などと考えてしまう。それはもう習性のようなもので、なかなか直らない。そんな自分にコダートは苦く笑しようした。

「コダート、随ずい分ぶんとやる気になったんですね」

　シャルマに背後から急に声をかけられ、コダートは努つとめて平静を装いながら返事した。

「ああ、ジャリスは出場辞退する気にはならないらしいし。結婚なんかされたら俺達も失業だ」

　振り向いて大げさに肩を竦すくめると、シャルマの鋭するどい目がコダートを射い貫ぬくように見つめた。

「それはそうですが……何かおかしいですね。ジャリスだけでなく、あなたまで。急にやる気になったのはなぜですか？」

　シャルマの糾きゆう弾だんは静かだが、有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがある。しかし真実を彼に伝える事はできない。黙だまっていてくれとジャリスに頼まれたし、コダート自身も言わない方がいいと判断した。

「結婚もそうだが、ここでクアイ皇子に勝って二度と邪じや魔まをさせない方がいいとも思った。彼はそうそう簡単にジャリスの事を諦あきらめないだろう。それにジャリスがやる気になっている以上従うのが乗組員の務めだ。船長の命令は絶対だからな」

　コダートはそういうと、頭上に揚がる花火に目をやった。色とりどりの花火が暗い夜空を飾かざり、文字通り火の花が咲さき乱みだれている。

「勝てばいいだけの話さ。そうすれば何もかもうまく……うっ」

　コダートはそこまで言って、急に言葉に詰つまった。耳を覆おおうほどの音を立てて揚がった一ひと際きわ大きな花火が、七色の火花を空に散らしながら、文字の形を浮うき上がらせたからだ。

「ジャリス、あ・い・し・て・る・クアイ……」

　一体どんな仕し掛かけで作られているのだろう。夜空一いつ杯ぱいに広がった花火で作られた文字を、口に出して読んだコダートは、思わず脱だつ力りよくした。

「……何て馬ば鹿かなんだ。ジャリス、見てないし……。意味ないじゃないか」

　ジャリスはまだ船室だ。花火を見ることもないし、たとえ見たとしても、明日の事でそれどころではないだろう。そんな事も判わからないクアイに、コダートは頭を抱かかえる。

「本当に……切れ者なのか？」

　コダートの呟きに、シャルマも呆あきれたように、ため息をついた。

「そのはずでしたが、しばらく会わないうちに変わってしまったのかもしれません……」

　クアイの行動がどこまで本気なのか判らない。だがジャリスが秘密にしていた彼の提案を知った今、一ひと筋すじ縄なわではいかないと言ったシャルマの言葉も、ようやく理解できるようになった。

　呆れて肩を落としたふりをしながらも、コダートは心の中で呟いていた。

（未来永えい劫ごうお前がジャリスの隣となりに立つ事はない。俺が絶対阻そ止ししてやるぞ……クアイ！）
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　白い石造りの建物が並ぶ港町。決定戦を明日に控ひかえ、前夜祭の盛り上がりは最高潮に達している。夜だというのに人々は列をなして歩き、道の両側には土産みやげや食べ物を売っている店が並んでいて、群がるように人が集まっていた。人混みをかき分けて進むジャリスは、思わずため息をついた。

「人多いわねー」

　カッサラの泊とまっているという大会本部がある宿は、バルク号から目と鼻の先だというのに、なかなか辿たどりつけない。それは道が混雑しているだけのせいではない。カッサラの所に行くと言ったジャリスに、なぜか乗組員が全員ついてきたからだ。口ではジャリスが心配だからというが、他ほかにも目的はあるようだ。

「ねえねえ、ジャリス。あれ、うまそうっ」

　ジャリスの服を引っ張ったのは、満面の笑みを浮かべたリクだ。彼の指さした方には、串くし刺ざしにした肉を焼いている店がある。とろりとしたたれがかかっていて、香こうばしい匂においがジャリスの鼻をくすぐる。それを嗅かいだ途と端たん、ジャリスのお腹なかがぐうと鳴った。

　リクの指さした肉に気付いたナッシルも目を輝かがやかせている。

「食おう。絶対あれは酒に合う。あ、まてまてそれよりあそこの店はなんだ？　東方の漢方薬？　タツノオトシゴ？　何だ、そりゃ。聞き捨てならねぇ！」

　普ふ段だんなら留守番しているナッシルだが、今夜は珍しくついてきた。こういう時に珍しい薬の材料を見付けられるから、というのが理由らしい。

「やめろ、ナッシル。これ以上薬に変な物まぜないでくれっ」

　コダートが叫さけぶと、最さい後こう尾びを歩いていたシャルマがため息をついた。

「遊びに来たんじゃないんですよ。目的地はバザーではありません」

　その言葉にリクとナッシルが口を尖とがらせた。

「ちょっとくらいいいじゃんっ。お腹空すいたよ！」

「そうだぞ、色んな国を回って薬の材料を集めるのは、医者としての俺の使命だ！　俺の尊い仕事の邪魔は……」

「遊びたいだけでしょう。よそ見せずに行きますよ……ジャリス、あなたまでなんですか」

　ふらふらと匂いに引き寄せられて、肉の前に立っていたジャリスは、シャルマの言葉に慌あわててふり向いた。

「あっ……えっと、夕食まだだなぁなんて。お肉も美味おいしそうだけど、さすが港町だけあってお魚も……」

「アブウも食べたいですぅ。お肉なんて旅してる時は乾かん燥そうしたのしか食べられないーっ」

　リクの懐ふところに隠かくれていた煙姿のアブウが声を上げた。いつもなら水差しの中にいるのだが、楽しそうな雰ふん囲い気きに外に出たいと言ったので、リクが懐に入れてくれたのだ。さすがに銀色の髪かみと目のアブウを、人混みの中でつれて歩く訳にはいかない。

「……まだ宵よいの口だ。カッサラに会うのは、食事してからでも遅おそくないんじゃないか？」

　店の前に立ったジャリス達を見て、苦笑しながらコダートがシャルマにそういった。旅の間の食費や生活費はシャルマが管理している。シャルマに全員の視線が集まり、一いつ斉せいにお願い光線を受けた彼は、仕方なさそうにため息をついた。

「……まったく、しょうがありませんね。では食事にしましょう」

「やったーっ、わたしあのお魚食べる！　塩焼きのやつ」

「俺は肉、鶏とりに米詰めてあるやつーっ」

「アブウはケバブ食べますぅ。串くし焼やきのお肉ぅ」

　ジャリスは、リクを連れていそいそと店の前に立って、あれこれと注文した。

「おーい、お前ら自分だけのじゃなくて、みんなの分も注文しろよ。俺には酒のつまみな」

　後ろからナッシルに声をかけられて、ジャリスは返事の代わりに手を上げる。

　店の隣には、木で出来た椅い子すと、机が並べられている。そこで食事をするらしく、人が一杯だ。何とか全員で座れる椅子と机を確保したジャリス達は、わいわいと騒さわがしい中、食事を始めた。

「お、おいしい……。やっぱりちょっと味付けが違ちがうのね。塩が利きいてる。こういうのって国によって違うって言うけど、本当ね」

　ジャリスが焼いた魚を一口ほおばってそういうと、コダートが頰ほおをひくひくとさせた。

「お前、どうしてその微び妙みような塩加減が判るのに、あの凄すさまじい自分の料理の味が判らないんだ」

「あら、わたしの料理は美味しいわよ。だって父さんがお前の料理は世界一だって言ったもの」

「あ、それ、ジャリスが子供の時、初めて料理を作った時の話な」

　ナッシルの補足を聞いたコダートは、脱力したように額に手を当てる。

「何て事を……。親なら真実を話すべきだ。後からどれだけ迷めい惑わくになってると思ってるんだ」

「ちょっと、どういう意味よっ」

　叫んだジャリスをみんなが苦笑して見ている。その意味が判らなくて、ジャリスは口を尖らせた。だがすぐにジャリスもみんなと同じように笑みを浮かべる。

（みんなで食事したり、笑ったり。普ふ通つうの事だけど、この瞬しゆん間かんが一番幸せ。この幸せがずっと続くように……。絶対に勝たなくっちゃ）

　ジャリスは並んだ料理と一いつ緒しよに、その幸福を嚙かみしめながら、そう決意していたのだった。




　食事を終えたジャリスは、コダートと二人で、再びバザーの並ぶ道を大会本部に向かって歩いていた。ナッシルは薬の材料を探しに行くと言って消えてしまい、ジャリスに頼たのまれたシャルマは、満腹になって大きなあくびをしたリクと、同じく眠ねむそうなアブウを水差しごと連れて、バルク号に戻もどっていった。さすがに船を長い時間空けるのは心配だったからだ。

「あれ、カトゥーナ国の硝子ガラス細工じゃない？」

　そんな時ジャリスの目を引いたのは、故郷の特産品である色づけされた硝子の小こ瓶びんだった。決定戦の前夜祭は、色んな国から商人が集まっているという。様々な国の品物を見られるのも、いい目の保養になっていた。

「ああ、本当だ。随ずい分ぶん品が揃そろってるな」

　ずらりと並べられた硝子細工は、数にして数百はあるだろう。小さな物は薬を入れる小瓶から髪かみ飾かざりなどの宝ほう飾しよく具、大きな物になるとジャリスの背せ丈たけほどもある花瓶など、その品しな揃ぞろえはバザーの中でも群を抜ぬいていた。

「綺き麗れいね。何だか懐なつかしいわ。この間出てきたばかりなのに」

　ジャリスは足を止めて、赤く色づけされた髪飾りを手に取ってみる。蝶ちよう々ちようの形をしたそれは随分と可愛かわいらしくて、ジャリスは思わず微笑ほほえんだ。

「あなたには、その青い瞳ひとみと同じ、この紺こん碧ぺきの花の髪飾りが似合うと思いますよ。ジャリス」

　急にそう声をかけられて、ジャリスは慌てて顔を上げた。するといつのまにか隣に立っている人物がいる。青い花弁の真ん中に黄色く色づけされた花の髪飾りを持った彼は、ジャリスの驚おどろいた顔を見てにこりと笑った。

「フィクル!?　どうしてここに……？」

　カトゥーナ国の王室御ご用よう達たし商人、そして実はラスミア女王の弟であるフィクル。長めの髪に見る者を安心させるような優やさしい笑えみ。品がいいという言葉がぴったりとあう青年だ。

「仕事ですよ、一応商人ですからね。この前夜祭にはいつも出店しているんです。これだけの客が集まると、商品も飛ぶように売れますから」

　にっこりと笑ったフィクルは、ジャリスの背後にいたコダートに挨あい拶さつした。

「お久しぶり……という程でもないですね。お二人こそどうしたんです？」

　そう聞かれて、ジャリスは肩を竦すくめた。

「明日の決定戦に出場するの」

「決定戦？　それは偶ぐう然ぜん……。私も出場するんですよ」

　驚いたように軽く目を開いたフィクルの言葉に、ジャリスは思わず声を上げた。

「ええっ!?　そうなの？」

「はい、私が商人を始める時に姉上が用意してくださったテリス号は、カトゥーナ国一の速さを誇ほこると言っても過言ではありません。この決定戦には国の名めい誉よがかかっていますからね。姉上から、優勝以外の結果は認めないと散々言われて送り出されました」

　最後の言葉はため息混じりだ。ラスミアは美しく賢かしこい女王だが、いかんせん気が強すぎる。フィクルの苦労が偲しのばれて、ジャリスは思わず彼に同情した。

「じゃあ、お互たがい頑がん張ばりましょう。手加減はしないけど」

　ジャリスが笑ってそういうと、フィクルも笑みを浮うかべた。

「ええ、私も負けませんよ。負けたら国に戻ってくるなと姉に言われてますから」

　その言葉を放つラスミアの姿が容易に目にうかんで、ジャリスは改めてフィクルが気の毒になったのだった。




　決定戦の本部は、港の中に設もうけられていた。一番大きな宿をサウルナ国が借りきっているのだ。そこをコダートと一緒に訪れたジャリスは、入り口の前に立つ見張りの男に声をかけた。

「カッサラ海軍大たい佐さに会わせてください」

　しかし見張りの男は、頑がんとして首を横に振ふるばかりだ。

「約束のない相手を通すわけにはいかない」

「ジャリスと言って貰もらえば判わかりますっ。決定戦の出場船、バルク号の船長です。どうしても今日中に……！」

「あれ、ジャリス」

　押し問もん答どうをしている最中に、宿の入り口を開けて顔を出したのは、アクラブ号の副船長、リンドだった。サウルナ国の海軍少しよう佐さである彼は、相変わらずだらしなく軍服を着き崩くずし、長めの髪を一つに纏まとめ、軽い足取りでジャリスの許もとにやってくる。

「リンド、ちょうど良かった。カッサラに会いたいの」

　ジャリスは天の助けとばかりに、リンドにそういった。その勢いに面めん食くらった表情をしながらも、リンドは軽い笑みを浮かべた。

「船長は会議中だよ。もうすぐ終わるから、中で待ってたら」

　リンドはそういうと、見張りの男に話して、ジャリスとコダートを中に入れてくれた。

　通されたのは石造りの広い部屋だった。恐おそらくこの宿の中でも一番大きな部屋だろう。壁かべ際ぎわに置かれたランプの灯あかりが辺りを照らし、大理石の大きな机と椅子が真ん中に置かれている。

「決定戦に出るんだって？」

　促うながされた椅子に、コダートと座ったジャリスは、リンドにそう聞かれて頷うなずいた。

「ええ、その事でカッサラにお願いがあって来たの」

「ふーん、そりゃまたご苦労だね。でも……決定戦はやめた方がいいんじゃない？」

　リンドに突とつ然ぜんそう言われて、ジャリスは眉まゆ根ねを寄せた。

「なぜだ？」

　ジャリスに代わって、コダートがそう聞いた。

「それは……勝てっこないだろ。バルク号は小さいし、乗組員だって少ないし……それに」

　そこまで言ったリンドが何事か言い淀よどむ。そこへ扉とびらが開いて、アクラブ号の乗組員、ブシュラルが顔を見せた。そばかすの残る浅黒い顔に、天然なのかゆるいくせ毛の彼は、まだやっと青年と呼べるようになったばかりの年とし頃ごろだ。しかしカッサラが船長を務めるアクラブ号で、その操船技術は一、二を争う。真面目まじめで優しいその性格はジャリスもよく覚えていた。

「あーっ、本当にジャリスだ。元気でしたか？」

　そう言うブシュラルに、ジャリスは笑顔を見せた。

「ええ、元気よ。みんなは？」

「無む駄だに元気ですよ。決定戦のせいで、故郷に帰り損ねましたけどね」

　笑ったブシュラルが部屋に入ってくると、入れ替かわるようにリンドが席を立った。

「俺船長呼んでくるよ。後よろしくー」

　間延びした声でそういったリンドは、部屋を出ていってしまった。それを見送ったジャリスは、ブシュラルに聞いてみる。

「カッサラ……忙いそがしいの？」

「うん、まあね。俺達本当は国に帰れるはずだったんだけどさ。海軍司令官がいきなりやってきて、決定戦の責任者にカッサラ船長を指名したもんだから。しかも司令官も一緒に来てるんだよ。息も抜けない感じ。まあ船長はもっと大変だから、俺達文句は言えないけどさ」

　お茶をいれてくれたブシュラルに、ジャリスは礼を言いつつ話を続けた。

「司令官って、サウルナ国の？」

「そう、海軍の一番偉えらい人。最近司令官になったばかりの人でさ。実際の決定戦の責任者はその人なんだ。でも結局現場を仕切ってるのはカッサラ船長でさ。一緒にここまできたけど……何となくやな感じ」

　ぼそっとそういったブシュラルに、ジャリスとコダートは顔を見あわせた。

「やな感じって……どんな風に？」

「……うーん、人当たりはよくて優しそうなんだけど、なんていうか……」

　ブシュラルが言い淀んでいると、扉が開いてカッサラが顔を見せた。

「お疲つかれさまですっ。船長！」

　慌あわてたブシュラルが、びしっと背筋を伸のばして挨拶した。

「ああ、ブシュラル。ご苦労だったな。ようこそジャリス。今日は一体どうしたんだ？」

　カッサラは微笑んでそういうと、ジャリスの前に腰こし掛かけた。一見強面こわもてだが、その彫ほりの深い顔立ちに笑みが浮かぶと、優しく頼たよりがいのある表情になるとジャリスは知っている。相変わらずのカッサラを見て、ジャリスはほんの少し安あん堵どして大きく息を吸い込んだ。

「お願いがあってきました」

　ジャリスは居住まいをただしてそういった。バルク号の特性をいかして勝つ。それにはぜひともカッサラの協力が必要だ。

「どうしたんだ？　改まって」

「決定戦の事なんだけど……」

　ジャリスは、コダートの説明した近道を通りたいと、カッサラに話した。

「……あの水門は確かに開けられないことはない。崖がけの上に渡わたされた橋に開閉装置があるはずだ。しかしあそこを通るのはかなり危険だぞ。今までもあの近道を通ろうとした船はあったが、あの浅あさ瀬せで必ず座ざ礁しようしたらしい。あの道を通ること自体は違い反はんではないが、あまりに危険だから、今ではもうどの船も通ろうとはしないんだ」

　カッサラはそういったが、ジャリスは諦あきらめるつもりはない。必ず勝たなければならないのだ。

「カッサラ、あの水門を開けて貰う事はできない？」

　ジャリスがそう頼たのむと、カッサラは考え込むように目を閉じた。

「水門は事故防止の為ために決定戦の間は閉じる事になってる。船が間ま違ちがえて入ると危険だからね」

「じゃあ、わたし達があの水門を開けて通るのは？　それは違反になるかしら」

　食い下がるジャリスに、カッサラは一つため息をついた。

「それは……違反ではない、と思う。そんな事をした船は今までいなかったからな」

「おい、ジャリス。崖を登るのはそう簡単にはいかないぞ。あそこの崖は急きゆう斜しや面めんだし、足がかりになりそうな物がなかっただろう。それに、そんな時間は……」

　コダートが慌てたようにそう言った。確かに崖を登るのは簡単にはいかないだろう。手間取れば命取りだ。だがジャリスにはある考えがあった。

「それは何とかなる、というか、何とかするわ。わたしが聞きたいのは、その水門をわたし達が開けてもいいかどうかよ」

　ジャリスがそういうと、カッサラは眉み間けんにしわを寄せたがやがて頷いた。

「ああ、それは構わないが……本気なのか？」

「ええ、それだけ確かく認にんしたかったの。ありがとうカッサラ」

　ジャリスはそういうと、席を立つ。そして心配そうに見送るカッサラに別れを告げ、バルク号へと戻もどったのだった。
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「ジャリス達は本気だろうか」

　カッサラは自室の机で書類の確認をしながら、ふとそうもらした。明日はいよいよ決定戦だ。責任者としてやる事はまだまだたくさんある。だが先程別れたジャリスの思い詰つめたような顔が頭から離はなれなかった。出場船の船長に個人的に肩かた入いれするのはまずいとも思うが、それでも彼女の事が心配だったのだ。

「冗じよう談だんは言わないでしょ、あの子馬ば鹿かがつくぐらい正直で真面目だから」

　そういったのは、部屋の真ん中で足を投げ出して座るリンドだ。書類の整理を手伝わせていたのだが、すぐに飽あきてしまったらしい。散乱した紙の真ん中で、リンドはごろんと寝ね転ころがる。

「あーっ、疲れた。こんなの放っておけばいいのに。一々目を通す必要あるのか？」

　港の警備や、決定戦の準備をさせている者からの報告書。それに様々な国から、色んな立場の人々が集まるこの状じよう況きようでは、もめ事も少なくない。本来なら部下に任せてもいいと思うものもあるが、カッサラは責任者である以上、すべてを把は握あくするべきだと思っている。

「ああ、必要な事だ。ほんの少しの失敗も許されない。この決定戦で結果を出せば、立場の弱い海軍の地位向上にも繫つながるはずだ。軍でお荷物扱あつかいされている今の状況を何とかしないとな」

　カッサラは目を瞑つぶり、アクラブ号の乗組員である部下達の顔を思い浮うかべる。国に帰れると喜んでいたのに、また急に仕事が入ってしまった。本来なら不平を漏もらすはずなのに、彼らはこう言ったのだ。

〝こんなに続けて仕事が貰もらえるなんて、俺達が国に認められはじめた証しよう拠こですよね〟

　笑え顔がおで口々にそういう乗組員に、カッサラの胸には喜びが溢あふれたのを覚えている。彼らの為にも、この決定戦を何としてでも成功させたかった。

「ふう、まったく真面目まじめなんだから……でも身体からだの調子が悪いんだろ。無理しない方がいいぜ」

　ふと顔を背そむけてそういったリンドに、カッサラは驚おどろきつつも微笑ほほえんだ。最近判わかってきた事だが、リンドが本音を漏らす時は、つんと横を向くのだ。まっすぐに見て言うのは照れくさいのだろう。口では文句ばかりだが、再び起きあがって書類の整理を始めている。
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　しかし……。カッサラは小さく嘆たん息そくする。隠かくしきれていると思っていたが、リンドに見破られているとは思っていなかった。リンドの言うとおり、カッサラはここ数日体調が優すぐれないのだ。頭痛が激しくて、そのまま倒たおれたように眠ねむってしまう時もある。医者に診みて貰おうと思っているが、決定戦の準備に忙しくて、そんな暇ひまさえなかった。

　そんな時、誰かが扉を叩たたいた。返事をすると、扉を開けて顔を見せたのはブシュラルだ。

「船長……。海軍司令官がお呼びです」

　その言葉にカッサラは表情を引き締しめた。自分達に命令を下した司令官はこの宿の一室にいる。決定戦の事に口は出さないが、何となくカッサラは彼が苦手だった。

　仕方なく立ち上がったカッサラは部屋を出ようとして、ふとリンドの視線に気付いた。振ふり返ると、慌ててリンドは顔を背けたが、その心配そうな顔にカッサラは思わず口を開いた。

「リンド……。これから先、もし私に何かあったら……」

　なぜそんな事を今この場で言ってしまったのか、カッサラにも判らない。最近体調が悪くて、気弱になっていたからかもしれない。もし自分に何かあったら……そう思うと、急に不安になる時があるのだ。だから彼に伝えておきたいことがあった。しかしそれと同時にふいに頭が重くなり、めまいを覚える。だがそれでもカッサラは言葉を繫いだ。

「副船長のお前が、乗組員と船を守ってくれ……頼んだぞ」

　その言葉にリンドが表情を硬くして、目を見開いた。驚いたような悲しんでいるようなその顔が、カッサラの心に深く刻まれたのだった。
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　早々に店じまいし、フィクルは自分が船長を務めるテリス号に戻ってきた。明日の決定戦が本来の目的なのだから、そろそろ集中しなければならないだろう。船に異状はないかと最終確認をした後船長室に戻ると、本来なら船長である自分の椅い子すに誰かが座っていた。それに気付いて、思わずため息をつく。

「ジャリス達に会いましたよ。彼女達も決定戦に参加するらしいです」

　座っているのは、ここに自分を呼び寄せた人物だ。派手な羽はね飾かざりの帽ぼう子しをひょいと上げた彼は、行ぎよう儀ぎ悪く机の上に両足を置いたまま、何事か含ふくんだ笑みを浮かべている。ジャリス達には、決定戦に参加するのは姉の命令だと言ったが本当は違ちがう。彼の頼みを受けて、決定戦に出場できるようにフィクルが細工したのだ。

「ああ、そうだろうな。まあバルク号じゃ勝つ見込みは薄うすいが。それより俺の事言ったか？」

　前に会った時に生えていた無精ひげが綺き麗れいに剃そられている。そうすると、自分と変わらない年ねん齢れいのようにみえるが、本当はそうではないことをフィクルは知っている。なにせ自分が物心ついた時から、彼は少しも変わっていないのだ。

「やっぱり、知ってたんですね。……あなたが決定戦が始まるまでは、自分の事は誰にもいうなと言うから、ジャリス達には何も……。でもなぜ秘密にするんです？　それにそろそろ決定戦に出る理由を教えてくれてもいいんじゃないですか。ターラ」

　フィクルにそう言われて、茶色い上着を肩かたからかけたターラが、にやりと笑う。

「一応お尋たずね者だから、身を隠してるだけさ。決定戦に出るのは……絶対に取り戻さなきゃならないものがあるから……とだけ言っておこうかな」

　ほくそ笑むターラにフィクルはため息をついた。ターラこと、イジュタラ・シンリクット船長。ジャリスの祖父であり海かい賊ぞく同盟の創立者。アラバーナ大陸で最も有名な英えい雄ゆうの彼が、現在はその放ほう蕩とうぶりが祟たたって高額の賞金首になっているのは、関係者だけが知る事実だ。

　彼が何を考えているのか判らないが、結局逆らえずに言うことを聞いてしまったことを、フィクルは改めて後こう悔かいしたのだった。
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　薄うす暗ぐらい室内に、男が一人椅子に座り、前夜祭で賑にぎわう外の様子を窓から見ていた。

「バルク号か……。随ずい分ぶんと勝負に執しゆう着ちやくしているようだね。面おも白しろそうだから、しばらく様子を見てみよう。でもただ見ているだけじゃつまらない」

　男はそういうと、側で片かた膝ひざをついて俯うつむく青年に目をやった。

「折角の決定戦だ。面白い趣しゆ向こうをこらさないともったいないよ。どうするかは、判っているね」

　そういうと、青年はゆっくりと頷うなずき立ち上がる。いつもなら青年の瞳ひとみは意志の力を持った強い光を宿しているはずだった。しかし今の彼の目には生気はなく、表情も人形のようだ。

「お任せ下さい。必ずご満足頂ける結果にしてみせます」

　そういった青年に、男は満足の笑みを浮かべたのだった。
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　まだ太陽は顔を見せていない早朝。薄暗い中で驚くほどたくさんの人々が、普ふ段だんは人の住んでいないウンギズ島に集まっていた。もうすぐ、アラバーナ大陸最速船決定戦の開会式が始まるのだ。ジャリスはバルク号の甲かん板ぱんに立って、その黒山の人だかりに改めて驚いた。

　そんな時、派手な音を立てて花火が揚あがった。白い煙けむりと硝しよう煙えんの匂においが海風に混じる。ウンギズ島の頂上には、海の上から見えるように広い舞ぶ台たいが作られ、その上で巨きよ大だいな炎ほのおが舞まい上がる。不思議な事にその大きな炎は、次し第だいに切り取られたように小さく分かれていく。よくよく見ると何百人という男達が、持っていたたいまつを操り、炎の舞まいを演じていた。ゆらゆらと揺ゆらめく炎は、男達の手によって、まるで命を与あたえられているかのようだった。

　男達の背後では、いつのまにか現れた数十人の女達が、ウドという弦げん楽がつ器きを奏かなでていた。最初は静かな演奏だったが、すぐに弦を鳴らすばちの勢いが強くなっていく。平ひら太だい鼓こを手で打つ男達も加わり、それに合わせてたいまつとともに舞う男達の動きも激しくなっていく。

「わあーっ綺麗ね」

　思わず呟つぶやいたジャリスに、隣となりにいたコダートが引き締まった表情で声をかけた。

「見とれてる場合じゃないぞ。この開会式が終わったら出発だ。いつでも船を動かせるようにしておかないと」

　そういわれて、ジャリスは慌あわてて自分の背せ丈たけと同じくらいの大きさの舵かじを握にぎりしめた。シャルマとリクは帆ほの最終点検の為ため、帆ほ柱ばしらに登っている。旗がないのが寂さびしいが、取り戻もどすためにも、この決定戦には勝たなければならない。

　ジャリスは周りに並んだ出場船を見回す。各国の代表帆はん船せんは、規模も設備も様々だ。しかしバルク号が一番小さいことだけは確かだった。

（よーし、これならいけるわっ）

　小さくて乗組員が少ないことが不利だとは限らない。ジャリスは気合いを入れる為にも、深呼吸を一つした。

「勝ってみせるわっ。絶対に！」

　ジャリスが勢いよくそう宣言した時だった。

「残念だが、そう簡単に事は運ばせないぜ」

　聞き覚えのある声に、ジャリスは驚いて振り向いた。そしてそこに意外な人物の姿を見付けて、思わず目を白黒させた。

「え……あれ？　み、見み間ま違ちがいじゃないわよね」

　バルク号の甲板の手すりの上に器用に立つ男。白いふわふわの羽は根ね飾かざりのついた帽子も、だらしなく着込んだ茶色の船服も、以前と少しも違いはない。変わったと言えば、髭ひげがなくなって更さらに若々しくなった所ぐらいだ。だがこれでもこの男は、ジャリスの血の繫つながらない祖父だった。昔魔物ジンに呪のろいをかけられて不老不死になってしまったのだという。彼の実際の年齢は誰も知らない。シンリクット船長ことターラは、ジャリスを見てにやっと笑った。

「親おや父じっ、何やってるんだよ！」

　その姿を見付けたのか、ターラの義理の息子むすこでもあるナッシルが大声で叫さけび走り寄る。

「よう、久しぶりー。元気だったか？」

　軽い口調で片目を瞑つぶったターラに、ジャリスも慌てて駆かけ寄った。

「何でここに……。ううん、それよりずっと捜さがしてたのよ、ターラ。指輪の話の続きを聞こうと思って。でもアブウの水鏡を使っても全然通じないし」

　離はなれた相手と通信できるアブウの水鏡。一度会った事のある相手となら、誰とでも連れん絡らくがとれるというが、ターラには一向に通じなかったのだ。

「あいつの魔ま力りよく、中ちゆう途と半はん端ぱだからなー」

（うっ……それは否定できない）

　にやっと笑ってそういったターラに、ジャリスは思わず心の中で呟いた。

「と、とにかく、指輪の話を……」

　ジャリスの言う話とは、コダートがしている金色の指輪にまつわるものだ。この世のどこかに四つの指輪が存在するという。それを狙ねらってアラバーナ大陸で魔物ジン達が暗あん躍やくを始めていた。魔物達の目的がなんなのか、この指輪がどんな意味を持つのかは謎なぞのままだ。なぜならその話をしている最さ中なか、同盟の追っ手が来てターラが逃にげ出してしまったため、詳くわしく聞く事ができなかったのだ。ターラはジャリスの言葉を聞いて、ふふんと笑った。

「うーん、敵にはそう簡単に情報は渡わたせないな」

　両手を腰こしに当ててそういったターラに、ジャリスは眉まゆ根ねを寄せた。

「敵って……何言ってるのよ。どういう意味？」

「決定戦さ。いいか、よく聞けよ。この大陸で一番の船長はこの俺、ターラ様だ。ジャリス、お前は近ちか頃ごろ活躍しすぎだ。最近プス船長の評判が上がってきてるぞ。ここらでアラバーナ大陸一の船長はこの俺だっていうのを、みんなに思いだして貰もらわないとな」

　ターラはそういうと、うんうんと自分で頷いている。ジャリスは思わず顔を引きつらせた。

「な、何言ってるの。大体この決定戦には国の代表が出るのよ。あなたが出られるわけないじゃない。それにあなたの小こ舟ぶねじゃ……」

　そう言おうとしたジャリスは、バルク号の隣に着けられた船に目をやって、言葉を止めた。バルク号の軽く三倍はある大型船。みかけよりも機能を重視しているからか、イスタカ号のように華か美びとはいえないが、鉄を所々に使い荒あらい波にも耐たえられるような造りだ。その広い甲板に立っているのは、昨日会ったフィクルだった。彼が申し訳なさそうに頭を下げたのに気付いたジャリスは、ふいにターラがなぜここにいるのかが判わかった気がした。

「ま、まさかとは思うけど……」

　ジャリスがそんなフィクルを指さしてそういうと、ターラがにんまりと笑った。

「ご明察。そう、あれはフィクルの商船、テリス号。期間限定で今は俺が船長だ」

　そう言われて、ジャリスは思わずフィクルに向かって叫んでいた。

「駄だ目めじゃないっ、ターラに振ふり回されたら。絶対面めん倒どうな事になるのよ！」

　心からの忠告だ。ジャリスは自分の祖父であるターラがどんな男か、カトゥーナ国の事件でよく知っていた。

「何言ってる。フィクルは今まで俺から受けた数々の恩を返そうとしているだけさ。ジャリス、お前は身内だから、挨あい拶さつに来たまでだ。手加減しないから覚かく悟ごしろよ。ナッシル、お前もマラファムに連絡しようとか思うなよ。いい子にしてたら、決定戦の後で指輪の情報を教えてやる」

　ターラはそういうと、船服を翻ひるがえしてジャリスに背を向ける。

「卑ひ怯きようだぞっ。親父！」

　そんなナッシルの言葉を後しり目めに、ターラは軽い身のこなしで、テリス号の帆柱からつるされた縄なわを使い、フィクルのいる甲板に飛び移った。

「何考えてるのよ。一体……」

　呟いたジャリスに、ナッシルがため息をついた。

「親父の考えてる事なんて、俺でも判らねぇよ……。ああ、マラファムに親父を見付けたら絶対捕つかまえろって言われてるんだがな」

　ナッシルの兄であり、ジャリスの父親、海かい賊ぞく同盟の盟主マラファム。ターラに賞金をかけて手配した張本人だ。しかしマラファムに連絡を取る訳にはいかない。魔物ジン達が捜しているという指輪の情報を手に入れなければならないからだ。

「とりあえず、決定戦に集中しよう」

　そういったのは、ジャリスの隣にやってきたコダートだった。

「……いいの？　コダート」

　指輪の情報が一番聞きたいのはコダートのはずだった。幼い頃ころから彼を育てたハジという男は、マハル王国にあった銀の指輪を狙うシャイ悪ターン魔だった。コダートは自分を騙だまして裏切ったハジを追い続けている。

「ああ、ターラもあれだけやる気があるなら、決定戦が終わるまで逃げ出したりしないだろう。それにもし俺達がむりやり情報を聞き出したり、同盟の人間を呼んだりしたら、また行方ゆくえをくらますかもしれない。その方がやっかいだ」

　確かにその通りだった。ターラは本当に逃げ足だけは速いのだ。ジャリスがそう考えて、ため息をついた時だった。

　一ひと際きわ大きな鐘かねが鳴った。見るとフィクルの船と反対側に、クアイの船、イスタカ号が現れる。

「ジャリス！　とうとうこの日がやってきたぞ。君と結けつ婚こんできる日が段々と近づいて……」

「結婚する日は一生きませんっ」

　頭痛を覚えて、ジャリスがそうはっきりと叫んだ時だった。

　水平線から一筋の光が見え始める。顔を出した朝日は薄うすいもやに包まれ、辺りをゆっくりと照らし始めた。どんなに大きな宝石の輝かがやきも、この太陽の美しさには及およばないだろう。何度見ても見み飽あきないその幻げん想そう的な光景が、ジャリスに勇気を与えてくれる。

　それと同時に舞台で舞っていた炎ほのおが一いつ斉せいに消えた。音楽も鳴りやみ辺りを静けさが支配する。

　再び舞台に灯あかりが戻った時には、先さき程ほどまでいた者達の姿はなかった。広い舞台の中央にただ一人立っているのは、赤い軍服姿のカッサラだった。

「これより、アラバーナ大陸最速船決定戦を開始するっ。用意はいいか！」

　低いがよく通るカッサラの声に、周りにいる船の乗組員達の雄お叫たけびが上がった。見物客の喚かん声せいも加わり、まるで辺りが揺ゆれているようにすら感じる。

　ジャリスはみんなに目配せした。すると帆ほを張る為ためにコダートとリクとナッシルが動き、見張りを務めるシャルマが帆ほ柱ばしらの先の見張り台にあがる。ジャリスは舵かじに向かい、ぐっと両手でそれを握にぎりしめた。ジャリスの心にも不安はある。絶対に勝たなければならない戦いは、ジャリスの身体からだと心に重い負担をかけている。しかしジャリスはそれを振り払はらうように顔を上げた。

　カッサラが、その大おお柄がらな身体の倍はあるサウルナ国の紋もん章しよう入りの旗を、空に向かって高々と上げる。その瞬しゆん間かん、舞ぶ台たいの四方に再び煌こう々こうと炎が燃え上がった。

「それでは、開始っ」

　カッサラの声と同時に振り下ろされた旗が出発の合図だ。それを見届けたジャリス達は、次々と船出する帆はん船せんに遅おくれまいと帆を揚あげたのだった。
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（とうとう始まったな……）

　コダートは遠とお眼鏡めがねで先を行く帆船の位置を確かく認にんしながら、そう心の中で呟つぶやいた。さすがにバルク号は一番前を行くことは出来ないが、先頭集団の中には入っている。波に逆らう行きの道は思うように速さが出ずに、みんな苦労しているようだった。

　コダートの作戦としては、この位置を確保したまま折り返し地点を回り、帰りに近道を使い、一気に加速する予定だ。その為には水門を自力で開けなければならないが、ジャリスの考えた方法で何とかなりそうだった。

「コダート。顔色悪いぞ。俺の作った……」

「遠えん慮りよする」

　背後から聞こえたのはナッシルの声だ。だが彼が最後まで言い終わる前に、コダートはきっぱりとそういった。船に弱いコダートに、ナッシルは自分の作った改良に改良を重ねた薬を飲ませようとするのだ。しかしコダートは最近ではそれをはっきりと断るようになっていた。

「何でだよ。市し販はんの薬は効きが悪いだろ」

「でも材料ははっきりしてる」

　そういったコダートに、ナッシルは口を尖とがらせた。ナッシルの作る薬は効き目は抜ばつ群ぐんだが、何よりその調合方法が恐おそろしい。何しろ、材料がこの世の物とは思えない奇き声せいをあげるのだ。

「それより、何か用か？」

　コダートがそう聞くと、ナッシルが肩かたを竦すくめた。

「何か変な事になってると思ってさ。ジャリスもお前も変だし、シャルマはかりかりしてるし、親おや父じは意味不明だし……。ああ、まあこれはいつもの事だけど」

　ナッシルはあまりジャリス達のやる事に口を出さない。出さない代わりに手伝う事もない。航行中も酒を飲んで甲かん板ぱんで昼ひる寝ねしているのが常だ。それでもさすがに、この決定戦は無む謀ぼうだと判わかっているらしい。

「勝つのは難しいぞ。ジャリスが生まれる前、親父とマラファムと俺とで、バルク号に乗ってこの決定戦に出た事がある。その時は優勝できたが、今はずっと速い帆船がいくらでもある。バルク号がアラバーナ大陸一なんて、もう伝説だけの話だ」

　ナッシルは遠い目でそういった。そんな話は初耳だ。コダートは驚おどろきながらも、前を進む船達を見つめた。

「そんな事はないさ。大切なのは負けまいとする意志だ。小さくても古くても乗組員が少なくても、勝つことを信じて努力すれば必ず何らかの道は開ける。肝かん心じんなのは勝つための方法を考えることだ。最初から無理だと思い込んでいたら絶対に勝てない」

　コダートがそういうと、ナッシルは驚いたように眉まゆを上げて、ふっと微笑ほほえんだ。

「随ずい分ぶん青あお臭くさいことを言うようになったな」

「おかげさまで。誰かさんの影えい響きようが色いろ濃こくてね」

　その誰かさんは、金色の髪を風になびかせながら、舵を握っている。何より彼女は勝利を信じ願っている。その思いを叶かなえてやりたかった。

「いい顔をするようになったな、コダート」

　呟いたナッシルは、優やさしい微笑みを浮うかべている。その笑えみにコダートは、何だか居い心地ごこちの悪い気き恥はずかしさを感じていた。
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　ジャリスは舵を握りながら前方を見つめた。さすがに国の代表として出場しているだけあって、どの船も素す晴ばらしい速さだ。最初は先頭集団にいたバルク号も、航路の半分まで来た辺りでかなり遅れをとっていた。だがそんなバルク号よりも後を行く船がある。前回の優勝船、クアイが乗組員ごと買い取ったというイスタカ号だった。

「なんで先にいかないの。イスタカ号の速さはこんな物じゃないはずよ」

　ジャリスは、不気味にも後についてくるイスタカ号を遠眼鏡で見て、思わず呟いた。

「いや、このままの方がいい。近道を行けばイスタカ号はついてこられない。俺達の勝ちだ。それより、もうすぐ中間地点だ。そこをすぎれば、近道に入る。入り口と出口付近に水門があるはずだ。水門を開けるのに手間取るとまずいぞ」

　コダートの言葉にジャリスは頷うなずいた。水門を開けるには、切り立った崖がけを登らなければならない。そこで手間取るといくら近道を使ったとしても、勝つことは難しくなる。

「ジャリス、水門が見えてきたっ」

　見張り台からのリクの声を合図に、ジャリスはすぐに船を停止させるため乗組員に指示を出した。早くから準備しなければ、帆船は止まる事はできない。

　そうしている内に、ジャリスの目に鉄てつ格ごう子しの水門が映った。バルク号がもう半分くらいの幅はばなら、格子の間をすり抜ぬけられるかもしれないが、やはり現状では無理のようだった。

　錨いかりを下ろし、船を完全に停止させると、ジャリスはそびえ立った崖を見つめる。足がかりになるような所もなく、登るのは不可能に見えた。しかしジャリスには心強い仲間が何人もいる。

「リク、頼たのんでいい？」

　その言葉に、見張り台から降りてきたリクが大きく頷く。

「うん、まかせといて」

　リクは素早くバルク号の甲板に取り付けられた、自分の身体より大きな弓に手をかけた。弦つるに、ジャリスの身長ほどもある長さの矢を備え付ける。ジャリスはその矢や尻じりに縄なわを結びつけた。

「いいわよっ。リク！」

　その言葉と同時に、全身の力を使ってリクがその弓を引く。以前も海の上から敵を射い貫ぬいたこの弓矢。怪かい力りき自じ慢まんのリクだけが引くことができるのだ。

　ジャリスの声を合図にリクが矢を放つ。矢はまっすぐ空に向かって飛んでいき、頂上に近い崖っぷちに音を立てて突つき刺ささった。

「やったぁー。成功よっ。縄を登って水門を開けましょう。わたし行ってくるわ」

　勢い込んでそういうジャリスに、コダートが手を上げて声をかけた。

「いや、俺が行こう。お前一応船長なんだから、ちょろちょろしないで船で待ってろよ」

　コダートがそういうと、シャルマもリクも大きく頷いた。

「でも……」

　そんな訳にはいかないと、ジャリスは声を上げようとしたが、コダートは頑がんとして譲ゆずらない。

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前は大人おとなしくしてろ。お前が行動すると、どうも騒さわぎが起きる気がするんだ」

　そう言われてジャリスは口を尖らせる。だが反論はできない、思い当たる事は山やま程ほどある。

「大丈夫だよ、ジャリス。俺も一いつ緒しよに行ってくるから。安心して船で待ってなよ」

　リクにもそう言われ、ジャリスは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　崖の下まで船を移動させると、コダートとリクは垂らされた縄に手をかけた。ジャリスは二人がゆっくりと登っていくのを船の上から見守る。命いのち綱づななしではかなり危険な行こう為いだ。腕うでの力と崖にかけた足で、均きん衡こうを保ちながら登るのは至難の業わざだろう。コダートが足をかけた後、崖からぱらぱらと崩くずれた石が落ちてくるのに気付いて、ジャリスは思わず両手を組んで二人の無事を祈いのった。

（無事に頂上に辿たどりつきますように……ああ、やっぱり待ってるより自分で行った方がいい。心臓に悪いわっ）

　ジャリスはそう心の中で呟く。怖こわくて見ていられなくなり、思わず視線を逸そらした。するとバルク号の背後で同じく停止しているイスタカ号の姿が目にはいる。こちらの様子を窺うかがっているらしいイスタカ号の存在は不気味に思えた。

（何を考えているの？　クアイ皇子。わたし達の後についてきてどうするつもり……？　でもどんな手を使ったとしても、わたしは諦あきらめない。前に進んでみせるわ……！）

　ジャリスの決意の眼まな差ざしは、まっすぐにイスタカ号を射貫いたのだった。
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　崖の上は何もない荒あれ地だ。やっと登って大地に降り立ったコダートは、ほっと息をついた。

（あー、良かった。無事について。でもこの方法はかなり無謀だぞ、ジャリス。落ちたら一巻の終わりだ。あいつこれを自分でやるつもりだったのか？）

　崖から見下ろすと、遠すぎて乗組員の識別はできない。金色の髪をしているのがジャリスだというのが判るだけだ。

「大丈夫？　コダート」

　リクに声をかけられて頷く。コダートが船に乗った当初は、誤解もあったせいか、リクとすれ違ちがう事もあったが、一緒に旅をしている間に段々とその距きよ離りが縮まった。今では個性的な乗組員の中で一番話しやすい存在だ。裏表がなく素す直なおなその性格が、商売で腹のさぐり合いばかりしていたコダートには、眩まぶしく思えるのだ。

「ああ、大丈夫だ。それより急ごう。時間がない。橋の上に開閉装置があるって言ってたな」

　見まわすと、コダート達が登ってきた崖と、水路を隔へだてた対面にある崖との間に、鉄製の橋が渡わたされていた。その橋から太い縄を使って、水路にある水門を固定しているのだ。リクと一緒に近付くと、橋の真ん中にコダートの身体からだの倍はある、船の舵かじに似た鉄製の輪があった。舵と違うのは、地面と水平に取り付けられている所だ。

「あれが巻まき揚あげ機だな。あれを回すと歯車が連動して、縄が巻き上げられて水門が開くのか……しかし、これは重労働だな」

　コダートが思わずそう漏もらすと、隣となりにいたリクがぽんっと胸を叩たたく。

「任せてよっ。何だったら、コダート、ここで見ててもいいよ」

　そういうリクに、コダートは苦く笑しようした。リクの怪かい力りきは知っているが、だからといって何もしないわけにはいかない。コダートはリクと一緒に、巻揚げ機に近づき、鉄の輪に手をかけた。

「せーのっ」

　渾こん身しんの力を込め、巻揚げ機を横に動かす。本来なら数人がかりでないと、びくともしないはずだ。しかし信じられない程怪力なリクのおかげで、少しずつではあるが巻揚げ機が動き、それと同時に橋の下から、ゴゴゴォとまるで地じ響ひびきでも鳴っているような音が聞こえた。

　ある程度巻揚げてから、コダートは手を放し、橋の下を見下ろした。すると水門が橋のすぐ近くまで上がっていた。バルク号ではジャリス達が手を振ふっているのが判る。

「もう通れるわよっ、コダート！」

　そのジャリスの声に、コダートは手を振って返事をした。そしてリクに目を移す。

「ありがとう、リクのおかげだ。コスタルに戻もどったら、腹はら一いつ杯ぱいうまい物ごちそうするからな」

「ほんとに？　腹一杯って事は、店一いつ軒けん分食ってもいいって事だよね。コダート」

「え……いや、それはちょっと……」

　だが慌あわてたコダートの言葉を、鼻歌を歌いながら上じよう機き嫌げんなリクはまったく聞いていない。るんるんとうかれた調子のリクに、コダートははやまったかもしれないと後こう悔かいをしたのだった。
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　船に残ったジャリスは、水門がゆっくりと上がったの見て歓かん声せいを上げた。

「やったわっ。これで進める」

　しばらく待つと、コダート達が縄を使って崖から降り、船に戻ってきた。二人に駆かけ寄ったジャリスは息を弾はずませながら礼を言う。

「ありがとう、二人ともっ」

「ああ、リクのおかげだ。それより早く出航しよう。時間がない」

　コダートに言われて、ジャリスは大きく頷き準備にとりかかる。背後で沈ちん黙もくするイスタカ号の存在は不気味だが、この道を彼らが通れるはずはないのだ。なにせイスタカ号はバルク号の三倍はある。喫きつ水すいもバルク号より深いのだ。あれではいくら満潮になったとはいえ、この浅あさ瀬せを通るのは無理だろう。

　ジャリス達が準備を終え、いよいよ帆ほを揚げようとした時だった。

　急に強い風が吹ふいた。今までとはまったく違う突とつ風ぷうに、金の髪かみをなびかせたジャリスは、驚おどろいて風上を見上げる。

「大変……」

　ジャリスは近道から吹く風の正体に気付いて、思わず声を上げた。そんなジャリスが指さす方をコダート達も見て、目を見開く。

「竜たつ巻まきだっ」

　叫さけんだのはコダートだ。やっと開けた水門の先。近道として利用するはずだった水路から、風が渦うずを巻いてこちらに向かっていた。その勢いは凄すさまじく、流れ着いた木の残ざん骸がいや、崖がけの岩いわ肌はだを削けずりながら、まっすぐにバルク号に近づいてくる。

　ジャリスはまず落ち着こうと努力した。こんな時に動どう揺ようして何もできないようでは、船長としての資格はない。息を一つ吐はき、辺りを見回す。元の道に戻って竜巻から逃にげるのは無理だろう。船を反転させるのは時間がかかる。その間に竜巻はバルク号を吞のみ込んでしまう。

　状じよう況きようを冷静に整理しようとジャリスは努めた。海の上で判断を誤れば、それは即そく命取りとなる。自分の判断に全員の命がかかっていると思うと恐きよう怖ふにも感じる。だがジャリスはしっかりともう一度辺りを見回し、水門を通り抜けた辺りに、崖の間にできたくぼみを見付けた。

（あの大きさなら……！）

　ジャリスは瞬しゆん時じに判断をした。みんなが助かる為ための重要な判断。間ま違ちがえればどうなるか、ジャリスの心に不安が広がったが、それでもみんなに聞こえるように声を上げた。

「船を移動させるわよっ。あの崖のくぼみに入り込むのよ！」

「だが竜巻に向かうことになるぞっ。もし間に合わなかったら……」

　コダートの声が聞こえたが、ジャリスは毅き然ぜんと顔を上げた。

「戻っていたら、もっと時間がかかるわ。逃げられないのなら、被ひ害がいを最小限にして、やり過ごしましょう！」

　その判断にコダートもシャルマも頷うなずいた。船の上では船長命令は絶対だ。それを疑って乗組員が勝手な行動をとっては、船は動かなくなる。乗船した時から乗組員は、船長に命を預ける覚かく悟ごをしているのだ。ジャリスの命令で全員が動き出す。普ふ段だん飲んだくれているナッシルでさえも、帆を張るのを手伝っていた。

　ジャリスは舵を慎しん重ちように操り、向かってくる竜巻に段々と近づいていく。そして船は水門を通り抜ぬけ、崖のくぼみに移動した。

「すぐに帆を畳たたんでっ。錨いかりを下ろすのよ」

　ジャリスの声は近づいてくる竜巻の轟ごう音おんにかき消されそうだったが、乗組員全員がそれを聞き逃のがさず、自分達の仕事をやってのけたのだった。




　竜巻は何とか通り過ぎていった。崖のくぼみはジャリスが思ったよりも奥行きがあって、竜巻を完全にではないにしろ、やり過ごすことが出来たのだ。

「かなり揺ゆれたわね。大丈夫？　みんな」

　ジャリスは、もう既すでに見えなくなった竜巻にほっと一安心して、乗組員に声をかけた。

「ええ、みんな無事です。船も大だい丈じよう夫ぶのようですね」

　崖が風を遮さえぎってくれたおかげで、バルク号にも損傷はないようだった。目立った被害がないことにジャリスは胸をなで下ろす。

　準備をしてくぼみを出ると、竜巻など夢だったかのように、穏おだやかな風と波が待っていた。

　竜巻が過ぎ去った方を見ると、ゆっくりとイスタカ号が現れる。どうやら彼らも何とか竜巻をやり過ごしたらしい。敵ではあるが、ジャリスはお互たがい無事なことに改めてほっとした。

「なんだったの。今の竜巻、どうして急に……」

「ああ、こんなのは初めてだ。普ふ通つう前兆があるものだが」

　コダートの言葉にジャリスは頷いた。竜巻が起こるような気配は一いつ切さいなかった。それにジャリスが決定戦前に調べた情報によると、この辺りの海域は天候も穏やかで、海が荒れたり竜巻が発生したりすることは滅めつ多たになかったはずだ。

　訝いぶかしむジャリスの耳に、波の音に交じって鳥の羽ばたくような音が聞こえた。耳のいいジャリスは、いち早くそれに気づき、空を見上げる。崖の上よりまだ遠く、黒い鳥が飛んでいた。太陽が眩しくて目を細めたジャリスだったが、すぐにその正体に気付いた。

（ちがうっ、鳥じゃないわ。あれは……）

「魔物ジンよっ。みんな気をつけて！」

　その声に反応するかのように、コダート達も空を見上げる。

「何でこんな時に……っ」

　ジャリスは思わず叫んだ。そして先程の竜巻はもしかして、偶ぐう然ぜんなどではなかったのではないかと気付いて、段々と近づいてくる魔物を睨にらみつけたのだった。
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　頭上に現れた魔物ジンは、ゆっくりとバルク号の甲かん板ぱんに降り立った。見あげる程大柄な魔物を、コダートは鋭するどい視線で睨みつける。黒い翼つばさは蝙蝠こうもりの羽に似ていた。口元から出た牙きばは鋭く、紫むらさきの目は爛らん々らんと光りコダートを見み据すえている。そして魔物はにんまりと笑って口を開いた。

「待っていたぞ、コダート。我が名はカザフ。俺の竜巻から逃れたのはさすがだな。だがあれで船ごと海の藻も屑くずとなっていれば、それ以上は苦しまずにすんだものを。しかし丁度よかった。逃げ場のない所に入りこんでくれたからな」

（なぜ魔物ジンがここに！　まさか……）

　コダートの脳のう裏りに、自分を育ててくれたハジの顔が浮かぶ。魔物達の中で最も邪じや悪あくとされるシャイ悪ターン魔のハジ。目の前の魔物の背後に、そのハジの顔が見えた気がして、コダートの瞳に怒りが灯ともる。

「あの竜巻はお前の仕し業わざか！」

「ああ、お前のしているその金の指輪。それを頂きにきたんだ。よこしてもらおうか」

　カザフは余よ裕ゆうのある様子でそういった。不敵なその笑えみは、コダートの怒りに火を注そそぐ。

「なぜ指輪を狙ねらう！　これが一体なんだと言うんだっ」

　魔物ジン達は全部で四つあるというこの指輪を狙っていた。ハジがコダートを騙だましていたのも、マハル王国の銀の指輪を手に入れる為だった。しかしコダート達は、まだこの指輪が何の為の物なのかを知らない。だが奪うばわれたマハル王国の銀の指輪を取り戻し、魔物達の野望をうち砕くだくことが、コダートとジャリス達の目的だった。

「お前達人間には関係のない事だ。指輪と、その位置を示す地図、その娘むすめを連れて行く！」

　カザフはその言葉と同時に、右手を振ふりかぶった。その手にいつのまにか集まった海水が、小さな塊となり、まるで水の弾だん丸がんのように飛んでくる。

　すんでの所でそれを躱かわしたコダートだったが、避さけた水の弾丸は船の甲板に穴を開けていた。小さいが威い力りよくは相当のようだ。当たれば確実に身体からだを貫つらぬくだろう。

「コダート、これを！」

　そんなコダートに、シャルマがいつのまにか用意した剣けんを投げてよこす。魔物を唯ゆい一いつ殺す事ができる真しん鍮ちゆうの剣。コダートがその鈍にぶく光る剣を抜くと、カザフはゆっくりと羽ばたいた。

「危ない、危ない。剣の腕うでは相当だと聞いているぞ」

　剣の届かない頭上でそういうカザフに、コダートは顔を上げる。

「聞いている、だと？　誰にだ！」

　想像はついている。だがコダートは、その事実をカザフの口から聞き出したかった。

「おっと、余計なおしゃべりはここまで……」

　カザフがそう言おうとした時だった。コダートの背後からリクの声が聞こえる。

「落ちろっ」

　振り返ると、叫んだリクが弓を構えている所だった。船に取り付けられた大型の弓とは違ちがう、リクの身体に見あう大きさの青銅の弓。その弓から今まさに放たれようとしているのは、矢や尻じりに真鍮を使った魔物ジン用の矢だった。

「そうはいくかっ」

　しかし一瞬速く、カザフがリクに向かって次の攻こう撃げきを放とうとした、その時だった。

　ズガーン、と耳をつんざく音が聞こえる。それが大たい砲ほうの音だとコダートが気付いたのは、カザフが飛んできた鉄の弾たまにはじき飛ばされた時だった。慌あわてて砲ほう弾だんの飛んできた方を見ると、すぐ近くまでやってきていたイスタカ号の砲ほう口こうが、煙けむりを上げていた。

「大丈夫か！　ジャリスッ。君が魔物ジンに狙われているというのは、本当だったんだな！」

　イスタカ号の甲板から叫んだのはクアイだった。クアイはそのまま部下が止めるのも聞かずに、真横に着けたイスタカ号から橋を渡わたしてバルク号の甲板にやってくる。後ろから身軽にガーイムもついてきた。

「クアイ皇子きちゃ駄だ目めよっ、危険だわ」

　ジャリスは叫んだが、クアイは今までに見た事のないような険しい顔で彼女の腕を摑つかんだ。

「危険なのはどっちだ。君が海かい賊ぞくになりたいと言うから見守ろうかとも思ったが、魔物ジンなんて危ない相手を敵に回しているなら、もう許すわけにはいかないぞ！」

　そんなクアイの言葉を遮るように、再び船首の方角から水の弾丸が飛んでくる。それに気付いたのかガーイムが、クアイとジャリスを庇かばうように、二人の身体を押し倒たおし覆おおい被かぶさった。

「来るぞっ」

　コダートの叫さけびに、全員が身を低くした。船首を見ると、大砲が直ちよく撃げきしたというのに傷一つないカザフが、悠ゆう然ぜんと立っている。

「たとえ大砲でも、俺を殺すことはできないぞ」

　コダートにゆっくりと近づいてくるカザフは、そう言いながら笑みを浮かべた。だがそんな姿を見てもなお、コダートは怯ひるまない。

「ああ、そうだろう。だが俺達はお前ごときに負けはしないっ」

　斬きり掛かろうとしたコダートに、カザフが右手を振り上げた。その手から繰くり出される水の弾丸を見切ったコダートは、わずかに身体をずらしてそれを避ける。

　だがその直後、背後でジャリスの悲鳴が聞こえて、コダートは慌ててふり向いた。

「ジャリスッ」

　気を失ったのかジャリスがぐったりと倒れていた。クアイとシャルマが慌てて彼女に駆かけ寄る。怪け我がはないようだが、シャルマ達の呼びかけにジャリスが目を覚ます気配はなかった。

「大丈夫だ、当たったわけじゃない。避けようとして転んだだけだ」

　クアイにそう言われて、コダートは内心でほっとする。ジャリスを抱だきかかえたクアイにはいささかむっとするが、今はそれどころではなかった。

「彼女は俺が見ている、大丈夫だ」

　クアイの言葉に、コダートは眼前のカザフに視線を戻した。とにかくこの魔物をどうにかしなければならない。そんな時、シャルマが真鍮の剣を抜ぬいて、コダートの隣となりに立った。

「倒しましょう。ジャリスを危険な目には遭わせられません」

　コダートがその言葉に頷うなずくと、魔物がにんまりと笑った。

「……ハジ様がお待ちだぞ、コダート。一いつ緒しよに来るんだ。ハジ様はお前を必要とされている」

　カザフが突とつ然ぜん放った言葉に、コダートは腹の底から何かが急激にこみ上げて来るのを感じた。コダートの身体をめらめらと燃やし、彼を戦いへと駆り立てるもの、それは怒りだ。自分を騙して裏切った、そして二十年前、父の死にも関係していたというハジへの怒り。だが一番腹が立つのは、それを見み抜ぬけずにいた愚おろかな自分だった。それを思い出すとコダートは、自分でも抑おさえきれないほどの憤いきどおりを覚えるのだ。

「……誰が、誰が行くものか！」

　コダートは呻うめくようにそういった。自分とハジへの憤りが、コダートの身体を支配する。身体が熱かった。全身が燃えるようだ。

「なんだ……なぜ、お前……その目はっ」

　だがカザフはそんなコダートを見て、ふいにそう呟つぶやいた。先程までの余裕がカザフから急に消えた。まるで何かに怯おびえているように、カザフは一歩後ずさる。コダートが睨みつけると、カザフは更さらに驚きよう愕がくに目を見開いて、再び後ずさった。

「ハジに伝えるがいいっ。俺はお前の道具には決してならない！」

　コダートは叫ぶと、一気に間合いを詰つめてカザフに斬り掛かる。その迫はく力りよくに圧あつ倒とうされたのか、カザフは狼狽うろたえたようにどうにかその剣けん先さきを避けて、空に舞まい上がった。

「降りてこいっ。勝負をつけるぞ！」

　コダートは叫んだが、カザフは恐きよう怖ふの混じった表情を浮かべて彼を見つめ、首を横に振る。

「そんな……そんなはずはない」

　呟いたカザフは、そのまま逃にげるように崖がけの向こうへ飛び去ってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　コダート」

　肩かたで息をして、いまだ興奮のさめやらないコダートに、背後からリクが声をかけた。コダートはどうにか息を整えようと、深呼吸する。

　そんなコダートの前に回ったリクは、ふと妙みような顔をした。

「あれ……コダート、目が……」

　そういわれて、幾いく分ぶんか落ち着いたコダートがリクを見つめた。

「どうした？」

「ううん、何か目の色が……あ、何でもないよ。多分気のせい。それより大丈夫か？」

　そう聞かれてコダートは頷いた。先程は身体が燃えるぐらいに熱さを感じていた。怒りで頭が真っ白になるとよくいうが、こんな事は初めてだった。

「ああ、しかし魔物ジンの様子が急におかしくなったな。一体どうしたんだ？」

「わかりませんが、とにかくいなくなってくれて助かりました」

　そういいながら、シャルマが真鍮の剣を鞘さやにおさめようとした。だがふとその動作が止まる。どうしたのかと訝いぶかしんだコダートは、シャルマの視線の先に気付いた。

「ジャリス……？　ジャリス、どこです？」

　それと同時にシャルマが慌てたようにそう声を上げ、先程まで彼女がいた船せん尾びに駆け寄った。

　同じく慌てて走り寄ったコダートは、さっきまでそこにいたはずのジャリスの姿がないのに気付いて目を見開く。カザフから攻撃されている間、舵かじを守っていたナッシルも、ジャリスがいなくなったのには気付かなかったようだ。驚おどろいた顔で辺りを見回している。慌てて彼女のいた場所を調べたコダートは、そこにジャリスの腰こしにあるはずのアブウの水差しが落ちていたのに気付いた。

「アブウッ。ジャリスはどうした」

　反応したように水差しがぶるっと震ふるえるが、いつものようにアブウが姿を現す事はなかった。

「魔物ジンよけの札だ。その紙をはがせ」

　よく見ると水差しには、何事か書かれた紙が貼はられている。ナッシルに言われた通り、シャルマが慌ててその紙を引き剝はがす。そうすると、再びぶるっと大きく水差しが震えて、人形のアブウが姿を現した。

「す、すいませーん、ご主人様が連れて行かれましたっ」

「誰に！」

　魔物は追い払はらったはずだった。ジャリスが魔物に連れ去られたはずはない。しかしコダートは、ふと先程までいた人物がいないのに気付く。

「あのへんてこ皇子と怖こわい従者の人ですぅ」

　さめざめと泣きながらそういうアブウに、コダートは先程まで真横に停てい泊はくしていたイスタカ号の姿がないのに気付いた。

「あれっ、何であの船、近道の方に行くんだ？」

　リクが驚いたように声を上げた。それもそのはず、イスタカ号は細い水路を悠然と進みはじめたからだ。しかしあの船の大きさからすると、近道を通るには重すぎるはずだった。だがコダート達の目の前で、イスタカ号の白い船体はガタガタッと音を立てて崩くずれていく。

「な、なんだよ、あれ、壊こわれたのか？」

　目を丸くしてそういうリクに、コダートはすぐさま首を横に振ふった。

「違うっ。見ろ、あれは木造船じゃない……！」

　白い木材を脱ぬぎ捨てるように、イスタカ号はその中から真の姿を現した。太陽に反射して鈍にび色いろに輝かがやくその船は、今までの優美な物とはまったく違う。無骨な鉄船だった。

「木材を張り付けて木造船に見せてたんだ。鉄は薄くのばして使えるから、木よりも軽いし丈夫だ。みろ、喫きつ水すいもあんなに浅くなってる。あれならイスタカ号も近道を通れるぞ！」

　コダートは、なぜ今までイスタカ号が、バルク号の後ろに張り付いていたのかがようやく判わかった。バルク号が勝とうとするなら、多少の危険を覚かく悟ごでこの近道を行くかもしれないと、クアイは気付いていたのだろう。

　悠ゆう々ゆうと先を進むイスタカ号に目をやったコダートは、クアイの顔を思い浮かべて、唇くちびるを嚙かみしめたのだった。
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　ふと目が覚めると、羽は衣ごろもを身にまとった美しい女性達が舞う姿が目の前に広がっていた。それが精せい巧こうな天てん井じよう画がだと気付いたのはしばらくたってからだ。ジャリスはなぜこんな場所に自分がいるのか一いつ瞬しゆん判らなくなって考え込む。

（あれ、ここどこだっけ？　確か船に乗ってたはずよね。水門を上げて、それから魔物ジンが……）

「ああっ、コダート！」

　先程現れた魔物の事を思い出したジャリスは、思わずそう叫んだ。ジャリスが寝ねていたのは、ふんわりと柔やわらかい寝しん台だいの上だ。真っ白な寝しん具ぐが身体からだを包み込んでいる。起きあがろうとして、ジャリスは自分の姿に気付き思わず悲鳴を上げた。

「何よっ。この格好ーっ」

　着ていたのはいつもの白い船服ではない。黄色い下衣の上から巻き付けたクマーシュは、赤紫の光こう沢たくのある生き地じを使った物だ。頭覆おおいも同じく赤紫で、布の縁ふちには金色の刺し繡しゆうがある。これには見覚えがある。タバラン国でクアイにむりやり結けつ婚こんを迫せまられた時、この衣装と同じ物を着せられそうになった。これはタバラン国の伝統的な花はな嫁よめ衣装なのだ。しかも首くび飾かざりも耳飾りも、身につけた装そう飾しよく品の何もかもが、タバラン国でとれる良質の金こん剛ごう石せきだった。

「起きてすぐに、他ほかの男の名前を呼ぶとは……、許せないな」

　囁ささやく声がすぐ耳元で聞こえて、ジャリスは身体が飛び上がるくらいに驚いた。

「な、何でっ、どうしてここに……」

　目の前で艶つややかに微笑ほほえむクアイに、そう聞こうとして、ジャリスはすぐにすべての状じよう況きようを把は握あくした。そして慌あわててクアイに詰め寄る。

「魔物ジンはどうなったの？　みんなは無事？」

　寝台の隣に立ったクアイが、眉まゆをぴくんと撥はね上げる。

「安心していい。魔物ジンは、あのコダートとかいう男が追い払ったみたいだ」

　それを聞いて一安心したジャリスは、良かった……と一言呟くと、すぐさま目を眇すがめた。

「ところでクアイ皇子。ここってもしかして、イスタカ号じゃないの？　それにわたし何でこんな格好してるのよーっ。これって花嫁衣装じゃない！」

　叫さけんだジャリスだが、一向にクアイは気にした様子はない。笑えみを浮かべたまま寝台に座り、ジャリスの手をとった。そしてゆっくりとその手に口づける。

「あの船に君をのせておくのは危険だと思ったから連れてきた。ああ、安心するといい。着替えは侍じ女じよに頼たのんだ。本当は俺が着替えさせようと思ったが、まだ結婚前だから礼れい儀ぎは守ったぞ」

　優やさしい声は低いが艶やかで、ジャリスの手を握にぎった骨太の大きな手は温かい。口づけられた所から、ゆっくりとその甘さが全身に広がるようだ。だがジャリスは部屋中に漂ただよう、甘やかな雰ふん囲い気きから逃のがれるように慌てて首を振った。

「そうじゃないでしょっ。何度も何度も言うけど、結婚はしませんっ」

　前に用意された衣装より、縫ぬいつけられた宝石の数が増えている。これを着ると、自分が記き憶おくを失った原因であるタバラン国での事を思い出す。ジャリスはここでクアイに負けるとどうなるかを想像して、慌てて叫んだ。

「早くわたしの服を返してちょうだい。決定戦の最中でしょ！」

「決定戦なんてもうどうでもいい。君は俺と一いつ緒しよにこのままタバラン国に行って、結婚するんだ。魔物ジンに狙ねらわれているのが事実だと判った今、君の旅を認めるわけにはいかない」

　真しん剣けんなクアイの表情に、ジャリスはびくんと身体を震わせた。クアイは今までジャリスを花嫁にしようとあの手この手を使ってきたが、彼女が目指している海かい賊ぞくへの夢を否定した事はなかった。しかし今は違ちがう。痛い程握られた手から、彼の激しい想おもいが伝わってきそうで、ジャリスは何だか恐おそろしささえ覚える。目の前にあるクアイの鋭するどい視線がジャリスを射い貫ぬいた。

「だ、駄だ目めよ。だって……そう、決定戦で勝負するはずでしょ。途と中ちゆうで連れ出すなんて卑ひ怯きようよ」

　ジャリスは何とかそういうと、立ち上がろうとした。しかし寝台から出る前に、クアイの大きな腕うでの中にすっぽりと包まれて、ジャリスは一瞬で赤くなった。

「ずるくないさ。君が目の前にいるのに、我が慢まんできるはずないだろう。決定戦の結果は目に見えてる。勝てもしないのにこんな勝負は無意味だ」

　その言葉にジャリスはむっとしたが、更さらに強く抱だきしめられて、それどころではなくなってしまう。あたふたともがいたが、一向にクアイの腕から逃れることは出来ない。

「君と出会ってから、俺はただの恋こいする愚おろか者だ。自分でもばからしいと思ってしまうような事を平気でやるようになった。すべては君の為ため。だが本当は海賊になりたいという君の意志を尊重しようと思っていた。順調に旗も集めていたようだし。どうしても〝海賊〟になりたいのなら、それを見守ってもいいと思っていた。花嫁にするのは、その夢を叶かなえてからでも遅おそくはないと。だが……追つい跡せき調査をさせていたガーイムから、妙みような事をきいてね」

　クアイはそういうと、苦しげに眉まゆ根ねを寄せる。そんな表情も様になる彼は、じっとジャリスを見つめ、視線を逸そらさない。

「君が魔物ジンに狙われているらしい、とガーイムが言うんだ。もし本当に君が危ない目にあっているのなら、俺は黙だまってみてはいられない。実際さっき魔物が現れた時は、もう危険な旅をさせる訳にはいかないと思った。だから連れてきたんだ。世界一安全な、この俺の腕の中に」

　その言葉と同時にクアイが身体ごと、ジャリスの身体に覆い被かぶさる。その重みに耐たえられず、ジャリスは再び寝台に倒たおれ込んだ。二人の体重を受けとめた寝具は、少しだけきしみを上げている。ジャリスはその音が耳について離はなれなかった。ドキドキと脈打つ心臓が、今にも口から飛び出しそうだ。息もできない程苦しくて、ジャリスは小さく呻うめいた。

　すぐ目の前にクアイの精せい悍かんな顔がある。甘い吐と息いきがジャリスの頰ほおをかすめた。逞たくましい身体は、ジャリスの手足を優やさしく押さえ込むには、十分な力を持っている。抵てい抗こうしようと動かした両手は、クアイの大きな手に捕つかまった。そのままクアイは片手で、ジャリスの両手を彼女の頭の上に縫い止める。
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「ク、クアイ皇子、冗じよう談だんよね？　やめてくれるでしょ」

　いつもならここでジャリスが嫌いやがれば、クアイは最終的に諦あきらめてくれる。しかし彼は口元を綻ほころばせ、愛いとおしそうにジャリスを見つめた。

「いいや、結婚するまではと思って、これまでは大人おとなしく引き下がっていたが、今日はもうやめてあげないよ。既き成せい事実を作れば、君も素す直なおになりやすいだろう」

　その言葉の意味するものに気付いて、ジャリスは目を見開いた。必死でもがくが、クアイはびくともしない。身体が重なった部分から、クアイの熱い体温が伝わってくる。それが彼の本気を示しているようで、ジャリスの身体もかあっと熱を持つ。こんなクアイを見たのは初めてだった。怖いはずなのに、彼のひたむきな視線はなぜかジャリスの胸を高鳴らせた。

「愛しているよ、ジャリス。君は二度とバルク号に帰ることはない。このまま俺と一緒にタバラン国に行き、王おう妃ひとして俺の隣となりでいつまでも笑っていてくれ」

　空あいているクアイの片方の手がジャリスの服にかかり、手慣れた仕草で胸むな元もとをはだけた。

　クアイの顔が段々と近付いてくる。ジャリスはそんな彼の甘くて優しい眼まな差ざしから逃れるように、思わず目を瞑つぶった。

（だ、駄目よっ、流されちゃ！　でもでもでも、手も足も動かないっ。だ、誰が助けてーっ）

　声に出そうとしたが、あまりに緊きん張ちようしすぎて失敗した心の叫びは、ジャリスの身体の中を熱く駆かけめぐったのだった。
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「アブウッ。イスタカ号に水大たい砲ほうを撃うて！」

　イスタカ号はどんどんと加速している。やはり今までバルク号の後ろにいたのは、力を抑おさえていただけなのかとコダートは舌打ちした。全速力でおいかけているが、距きよ離りは縮まるどころか、遠ざかるばかりだった。舵かじを操っていたコダートが叫ぶと、アブウが不満の声を上げた。

「それだとアブウは寝てしまいますぅ。いざという時アブウがいないと困るでしょう？」

　ふわふわと人の姿で浮いているアブウに全員が目をやった。その思いは一つだ。

「今がそのいざって時だよっ」

　代表でみんなの心の声を口にしたコダートに、アブウは渋しぶ々しぶと右手を上げた。

「うーん、ご主人様を格好良く助け出したかったのにー。でも仕方ありませんね。それでは、アブウ必殺水大砲発射！」

　その言葉とともに、リクが持っていた水差しから、大量の水の塊かたまりが飛び出した。ジャリスなら支えきれずに倒れてしまうが、さすがにリクは水差しをしっかり持って、イスタカ号に向けている。水大砲はまっすぐにイスタカ号まで飛んでいき、補助柱にぶつかった。するとバキバキと音をたてて補助柱が倒れていく。

「偉えらいっ、アブウ！」

　リクの言葉に、アブウが胸を張って大きくのけぞった。しかしそのまま反り返って一回転したと思ったら、ばたんと地上に落ちてしまう。ふわんと煙けむりがあがり、アブウは健すこやかな寝ね息いきとともに、彼の本体である煙姿になってしまった。

「これなら追いつけますよ」

　そんなアブウに目もくれず、シャルマがそういった。険しい視線にコダートも頷うなずく。

「あの馬ば鹿か皇子。ジャリスに何かしたら……」

　コダートの呟つぶやきが聞こえたのか、シャルマがその言葉を引き継ついだ。

「ええ、万が一でもそんな事になったら……生きていることを後こう悔かいして頂きましょう」

　いつになく感情的なその声が冗談でもなんでもなく、本気だと気付いたコダートは、隣にいるシャルマから暗い殺気を感じて、思わず身み震ぶるいをしたのだった。
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「きゃっ」

　今まさにクアイの唇くちびるがジャリスのそれに重なろうとした時、突とつ然ぜん船内が揺ゆれた。ジャリスは驚おどろいて思わず声を上げる。素早く上半身を起こしたクアイが辺りを見回したのに気付いて、ジャリスも顔を横に向けた。見ると、棚たなに置かれた黄金で出来た像や、壁かべに飾かざられた絵が落ちている。何の衝しよう撃げきなのかとジャリスが身構えた時だった。

「何事だっ」

　クアイがジャリスの両手を摑つかんだまま叫さけぶと、扉とびらの外から声が聞こえる。

「様子を見て参ります」

　その声はガーイムのものだった。小こ柄がらな老人の姿を思い浮かべたジャリスは、少しだけ落ち着きを取り戻もどした。

「クアイ皇子……放して」

　そういったが、クアイは言うことをきいてはくれない。再びジャリスを抱きしめる。

「……ジャリス、俺の気持ちを判わかってくれ。君を危険な目にあわせたくはないんだ。魔物ジン達が狙っているのは、四つの指輪と君の背中の地図なんだろう？」

「ど、どうしてそれを……」

　ジャリスは息を吞のんで思わずそう呟いた。いくら何でもそんな事まで知っているはずはない。ジャリスがまっすぐに彼を見つめると、クアイはほんの少しだけ視線を逸らした。

「……君の事なら何でも知っていると言っただろう。それよりさっきの続きを……」

　クアイは改めて、ジャリスに覆おおい被さろうとした。だが少しだけ冷静さを取り戻したジャリスは、クアイの腕に光る物を見付けた。

「ちょっと、待って！　これってバルク号の腕うで輪わじゃないっ」

　バルク号の乗組員の証あかしである腕輪。それを持っているのは、ジャリス達だけのはずだった。なのにクアイの腕には、ジャリスがしているのと同じ銀色の輝かがやきがある。

「ああ、これは……、貰もらったんだ」

　袖そでで隠かくそうとするクアイに、ジャリスはふとある考えがひらめいた。バルク号の腕輪を持っていて、そして指輪の話を知っている。もちろん現在のバルク号の乗組員がクアイにその話をするはずがない。だがふいに現れて決定戦に参加し、恐おそらく腕輪を持っていて、指輪の秘密を知る人物が一人だけいる。

「……ターラ？」

　探さぐるようにそういったジャリスに、クアイの眉まゆがぴくんと撥はねた。

「君のおじいさんは、諸国漫まん遊ゆう中……」

「ターラって聞いてシンリクット船長を思い浮かべられるなら、彼と会ったことがあるのね」

　ジャリスの鋭するどい一言に、クアイは視線を横にそらした。だがやがて、ふうとため息をつく。

「ああ、その通り、彼に貰った物だ。それに指輪の事も彼に聞いた。詳くわしい話は教えて貰えなかったがな。だが今はそんな事は関係ない。重要なのは、君が危険な状態にあるという事だ……ジャリス、どうしても結けつ婚こんが嫌なら、タバラン国に来てくれるだけでもいい。目の届く範はん囲いなら君を守れるが、海に出られては俺の力も限られてしまう。これ以上心配をかけないでくれ。君が側にいない時は、毎日が苦しくて胸が張り裂さけそうになる」

　初めてのクアイの譲じよう歩ほ案。それは強ごう引いんな彼からは、到とう底てい考えられないものだった。

「船旅も女性の身では辛つらい事が多いだろう。タバラン国に来ればそんな苦労をさせはしない。君の船の乗組員だって、ちゃんと待たい遇ぐうを考えてある。悪いようにはしない」

　その言葉に、ジャリスの頭に乗組員全員の顔が浮かんだ。

（帰らなくっちゃ……みんな心配してるわ……！）

　こみ上げてきた強い衝しよう動どうは、ジャリスの身体からだに力をみなぎらせた。

「やっぱり、駄だ目めっ」

　ジャリスは渾こん身しんの力を込めてクアイの身体を突つき飛ばした。さすがに跳ね返すことはできなかったが、彼の身体がわずかにずれる。その隙すきを見み逃のがさず、ジャリスは寝しん台だいから抜ぬけ出した。

「ジャリス……！」

「クアイ皇子。わたしは誰かに守って貰うつもりはないわ」

　立ち上がったジャリスははだけた胸元を摑み、肩かたで息をしながら、それでもはっきりとそういった。

「〝海かい賊ぞく〟になることを決めた時から、危険は承知しているわ。だけど危険を恐れていては何も出来ない。あなたの言うように、わたし達は魔物ジン達に狙ねらわれている。だからこそ確かめたいの、魔物ジン達の目的を。そしてそれがよくないことなら、わたしはそれを阻そ止ししてみせる。それに……それに、わたしには待っている人たちがいるの。みんなの所に帰りたいの」

　壁を背に立ったジャリスの声が部屋中に響ひびいた。それでもクアイは怯ひるむ事はない。壁に手をつき、ジャリスのすぐ側まで顔を寄せる。だがジャリスはそんなクアイをまっすぐにみつめた。

「お願い、クアイ皇子。もしこのままタバラン国に行ったら、わたしはあなたの事を嫌きらいになる。わたしあなたには感謝してるの。二年前だってあなたのおかげで、みんなが自由になれた。みんなが嬉うれしそうに笑ったのは、あなたのおかげよ。わたしはあなたの事尊敬してる！」

　その言葉に、クアイは驚いたように眉根を寄せた。そして苦しげに目を伏ふせた後、こつんとジャリスの額に自分のそれを軽くぶつける。

「……卑ひ怯きようだな、ジャリス。そう言われては何もできない」

　額から感じるのは、クアイの温かい体温だ。クアイは名な残ごり惜おしそうにジャリスを見つめたが、やがて仕方なさそうにため息をつき、彼女から離はなれるように一歩後ずさった。

「……判った。君の前ではいつでも最高の男でありたいと思っている。ではこうしよう。最初の約束通り、決定戦で勝負をつけよう。負けたら君は必ず俺の花はな嫁よめになる。その時は君が何を言ってもタバラン国へさらっていく。……それでいいな」

　クアイの言葉に、ジャリスは唇を嚙かみしめたが、やがて頷いたのだった。




　やっと諦あきらめてくれたクアイは、ジャリスを寝ね椅い子すに座らせ、手ずからお茶をいれてくれる。甘い匂においのするお茶は鎮ちん静せい効果のあるジャスミンだった。一国の皇子にお茶をいれてもらうなど、恐れ多いことだったが、ジャリスは礼を言って一口口に含ふくんだ。優やさしい味はほのかに甘く、ジャリスは思わず笑えみを浮かべる。そんなジャリスを見てクアイも優しく微笑ほほえんだ。

「君の好きなお茶だと聞いた。いれ方も国一番の茶所の主人を呼び寄せて教えてもらったんだ。気に入って貰えたようで本当によかった」

　大柄な身体からは想像もつかない。器用に茶器を使いお茶をいれるクアイは、自みずからもそれを飲み干した。

（普通にしてると、男前だし優しいし、いい人なのに……）

　対面の椅子に座ったクアイをちらりと見たジャリスは、思わずそう心の中で呟いた。

「ジャリス……実は君に話がある」

　急にそう言われて、ジャリスは慌あわてて顔を上げた。

「言おうかどうか迷っていたんだが……やはり君に隠し事はしたくなかったんでね。タバラン国の奴ど隷れい解放事件から二年。君達が魔物ジンに狙われているらしいと聞いて、もう一度大臣を取り調べたんだ。そうしたら、おかしなことが判った」

　それを聞いて、ジャリスは表情を引き締しめた。クアイの言っている事件の時、大臣達を操っていた魔物ジンがいたのだ。その魔物は金こん剛ごう石せきの出る鉱山をたくさんの奴隷達を使って掘ほり起こしていた。捕とらえられた大臣は自分は操られていただけなのだと話したが、そんな事を信じる者は当時誰もいなかった。ジャリスでさえも魔物などいるはずがないと思っていたのだ。だが今は違ちがう。魔物ジンもシャイターンも精霊ジヤーンも現実に存在する。ジャリスはこの目で確かめているのだ。

「魔物ジンは鉱山で、あるものを捜さがしていたらしい。それがどうやら指輪らしいんだ」

　その言葉にジャリスは息を吞んだ。もしやタバラン国の事件にも、指輪が関かかわっていたのだろうか、と。

「それって……見つかったの？」

「それがはっきりとは判わからない。ただその魔物ジンは、もう鉱山に用はないと言ったそうだ。それが目的の物がみつかったからなのか、単にそこにはなかっただけなのかは不明だ。ただ〝魔物ジン〟〝指輪〟この二つが君にも大きく関わっている。もっと調べる必要があるだろうな」

（やっぱり魔物達は暗あん躍やくしてる……。でも何の為ために？）

　ジャリスは眉根を寄せて考え込んだが、結局はそれが判らない。ターラが何か知っているようだが、詳しい事はジャリスにもまだ知らされていないからだ。

「判ったわ……。情報をありがとう。クアイ皇子」

　ジャリスが微笑んでそういうと、クアイが目を細めて感かん極きわまったように呟つぶやいた。

「ああ、やっぱり駄目だ。君はなんて可愛かわいいんだ、ジャリス！　大人おとなしくしようと思ったが、我が慢まんできない。ここで既き成せい事実を……」

　そういって立ち上がったクアイに、再びジャリスが身構えた時だった。扉の向こうから、もみあっているような物音と数人の男達の声があがった。その声には聞き覚えがある。

「もう迎むかえが来たのか。後少しだったのに……。まったく騒さわがしい。君の仲間でなかったら、即そつ刻こく処しよ刑けいしてやる所だ。君にそんな笑顔を浮かべさせる憎にくい連中をな」

　憤ふん慨がいしたクアイの言葉で、初めてジャリスは自分が満面に笑みを浮かべているのに気付いたのだった。
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　水大砲のせいで停船したイスタカ号に、コダートと二人でシャルマは乗り込んだ。

　ふざけている、と心の中で叫びながら。この豪ごう華かな船内も数え切れないほどある船室も、何を考えているのか判らないが、その実切れ者の皇子も。苛いらだたしくて腹がたつのだ。しかしそれを顔には出さない。昔からどんなにはらわたが煮にえくりかえっても、自分の感情は出さない訓練をシャルマはしている。そうしなければ、生きてはいけないような環かん境きようで育ったからだ。

「少ないな。やっぱり乗組員は最小限にしたんだ。荷物も必要最低限。やっぱりあの近道を通ると見抜かれてたか……」

　油断なく辺りを見回していたコダートがそう呟いた。浅あさ瀬せのはずの近道をイスタカ号が通れたのは、それなりの訳があるらしいが、今のシャルマにはそんな事はどうでもよかった。

「どっちです？」

　シャルマが聞くと、コダートが眉を寄せて左右に分かれた道を睨にらみつけ、左側を指し示した。コダートの完全な勘かんだが、はずれたことはないと本人は言う。実際シャルマもその勘の良さを目まの当たりにした事がある。今の状じよう況きようでは頼たよりになった。

「あいつは……！」

　廊ろう下かを進みながらコダートが呟いた声に前方を見ると、常に影かげのように主人に付き従うガーイムがいた。大きな両開きの扉とびらの前に立った彼は、シャルマ達を見付けると丁てい寧ねいに頭をさげた。

「ようこそ、お出迎えもせず申し訳ありません。しかし、訪問の仕方は選んでくださらなければ、船が沈しずんでしまいます」

　ガーイムはそういうと、にっこりと笑う。礼れい儀ぎ正しくしてはいるが、目の奥には冷たい光がかいま見える。シャルマはガーイムが、いつでも腰こしの剣を抜ける位置に手をやっている事に気付いて、油断せずにコダートと二人彼に近付いた。

「ジャリスはその部屋ですか？」

　シャルマの声は普ふ段だんと変わりない。その一言に強い憤いきどおりが混じっているのは、きっと誰にも気付かれないだろう。

　シャルマの言葉に、ガーイムが口を開こうとした時だった。彼の背後にある扉が開き、クアイとジャリスが現れる。こちらを見た途と端たん、ほっとしたように笑みを浮かべたジャリスを見て、シャルマは全身の力が抜けそうになった。しかしシャルマはそんな自分の気持ちをきりりと引き締め、ジャリスの手を取って、自分の背後に彼女を移した。

「こんなやり方は卑怯です。クアイ皇子」

　シャルマがそういうと、クアイはふっと笑みを浮かべた。その表情には自信が溢あふれている。

「仕方ないだろう。あの危険な状態にジャリスを一時も置いておきたくはなかった。愛するがゆえのこと。お前達が不ふ甲斐がいないから、ジャリスがいつも危険な目にあうのだ」

　そういわれて、シャルマは胸がざわついた。だがそれを顔には出さなかった。

「やめて、クアイ皇子。わたしの仲間にそんな事を言うのは許さないわ」

　ジャリスはシャルマの前に出て、クアイの顔をまっすぐに見あげてそういった。

「そう甘い事ばかり言っていると、乗組員がつけあがるぞ」

「これがわたしのやり方よ。文句は言わせないわ」

　きっぱりと言ったジャリスにクアイは肩かたを竦すくめた。シャルマはジャリスの変わりない様子に内心でほっと息をつく。

「コダート、ジャリスを」

　シャルマがそういうと、コダートが頷うなずいてジャリスの腕うでを引っ張った。

「ほら、行くぞ。大体なんだよ、お前。その格好は」

「あっ……、そうだ。わたしの服、返してよっ」

「ああ、ガーイム、ジャリスを隣となりの部屋に案内しろ」

　クアイがそういうと、ガーイムはシャルマを見て難色を示した。だがそんなガーイムに、クアイは苦く笑しようする。

「平気だ。ここで何かするほどシャルマは馬ば鹿かじゃない、そうだな？」

「コダート、ジャリスについていてください」

　クアイの質問には返事せずに、シャルマはそういった。ジャリス達が隣の部屋に入っていったのを見届け二人きりになると、クアイがゆっくりと口を開く。

「さて、何か話があるのか。シャルマ」

　さすがにクアイは話が早い、世の中こういう人間ばかりだといいとシャルマは思う。

「ええ、ジャリスがこの決定戦に参加する気になった訳を教えて頂きたいのです。何か二人の間で密約があるのではないですか？」

　シャルマは単刀直入にそう聞いた。ジャリスは口を濁にごらせるのみで、何か知っている様子のコダートも、どんなに誘ゆう導どうしてもまったく口を割らないのだ。クアイに搦からめ手は通用しないだろう。直接聞く方が早い。

「俺が勝ったら結けつ婚こんだ」

　肩を竦めてそういったクアイに、シャルマは表情一つ変えなかった。もうそんな言葉では騙だまされない。

「それともう一つあるのでは？　彼女が無む謀ぼうな勝負に挑いどんだのは、それなりの理由があるはずです。彼女の思考回路から推察すると……たとえば乗組員を盾たてに取られるとか、ね」

　シャルマがそういうと、クアイは軽く目を開いた。そして口元に皮肉そうな笑みを浮かべる。

「君は本当に聡さとい男だ。それだけ聡いと逆に疲つかれないか？」

「ということは、やはりそうなんですね。もしかして、それは私の事でしょうか？」

　そういったシャルマは、自分の左腕から、現実にあるはずのない熱さを感じた。そこには奴ど隷れい時代につけられた焼き印がある。それはシャルマを今でも苦しめる。だがその痛みよりなお辛つらいものがあるのをシャルマは知っている。裏切り者として、今まで仲間だった者達に石を投げられた時の、心の痛みだった。
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　ジャリスがバルク号に無事に戻もどってきた頃ころには、日がとっぷりと暮れていた。暗い中で狭せまい水路を進むのは難しかったが、月明かりと船に取り付けた灯とう火かを頼りに、バルク号は順調に航海を続けていた。しかし前方を行くイスタカ号には、なかなか追いつけないでいる。ジャリスは昼間とは違う、肌はだ寒ざむささえ感じる強い海風にふかれながら、イスタカ号に視線を合わせ呟く。

「クアイ皇子、本気になったわね」

　どうやら勝ちに行く気になったらしい。帆ほ柱ばしらが一つ折れたせいで減速し、焦あせっているのだろう。

　見張り台に座るリクと、舵かじを握にぎるジャリス以外は、みんな仮か眠みんを取っている。しばらくしたらコダートと交代して、ジャリスも仮眠する予定だった。

「ジャリス」

　そこへ声をかけられてふり向くと、船室の扉越ごしにシャルマが立っていた。

「シャルマ、休まないの？　リクと見張りを代わるんでしょ。すぐに交代の時間来ちゃうわよ」

　ジャリスはそういったがシャルマは休むつもりはないらしい。微笑ほほえんでその場から動かない。

「イスタカ号はさすがね。でも負けないわ」

　前方に目をやって、独り言のようにジャリスはそういう。

「負けてもいいですよ」

　だが突とつ然ぜんシャルマがそういった。驚おどろいたジャリスが慌あわててふり向くと、シャルマはいつのまにか、彼女のすぐ近くまでやってきていた。

「何言ってるの。シャルマ……」

「負けてもいいです。もちろん結婚もしなくていいです。もう一つの約束を果たせばすむ話ですからね」

　シャルマにそう言われ、ジャリスは顔色を変えた。しかしすぐにシャルマから視線を逸そらす。

「何の事……？」

「とぼけなくてもいいです。本当に噓うそが下手へたなんですから。決定戦に参加しなかったら、私をタバラン国に連行して、裁判にかけると言われたんでしょう？」

　シャルマは表情一つ変えず、いつもの冷静な口調でそういった。だがそれを聞いたジャリスは、思わず言葉に詰つまってしまう。

「ど、どうしてそれ……？」

「クアイ皇子に聞きました。何もかもね。私は確かに二年前まで、奴隷商人に命じられて奴隷を管理する側にいました。随ずい分ぶんとひどい事もしました。今考えると恐おそろしいことも。罪を問われても仕方ないことです。私のせいであなたが苦しむ事はありません」

　ほんの少しだけ笑えみを浮うかべてそういうシャルマに、ジャリスは大きく首を横に振ふる。

「でもシャルマがそうしたのはあなたの家族を守る為ためでしょ。あなただって必死だったはず。それにあなたは、結局は大臣達の横領の証しよう拠こをわたし達に教えてくれたわ。それがあったから、みんな自由になれたのよ」

　ジャリスは必死でそういった。そう、ジャリスが決定戦の出場を決めた本当の理由。クアイから、出場しないのならシャルマをタバラン国へ連行すると言われたからだった。

「いくらあなたが昔した事を今でも恨うらんでいる人がいたって、あなたがわたし達に協力してくれたのは事実だわ。それを証拠に、あなたはタバラン国のスルタンから恩おん赦しやだってもらってる。誰もあなたを裁く事なんてできないわ」

　彼の罪は、そんな事では消えないと訴うつたえる人々もいるとクアイは言う。しかしジャリスはそんな事は絶対にないと断言できる。

（シャルマは今でもこんなに苦しんでるのに……）

　ジャリスは思わず唇くちびるを嚙かんで目を伏ふせた。恩赦がある以上、裁判になったとしても勝てるはずだった。しかしタバラン国は彼にとって辛い思い出の場所だとジャリスは知っている。だからジャリスはシャルマを、タバラン国に戻すつもりはなかった。クアイにジャリス達が勝ったら、シャルマの嫌けん疑ぎを取り下げるよう計らうと言われ、決定戦出場を決意したのだ。

「なんでその事を黙だまってたんですか？」

　静かな口調のシャルマに聞かれて、ジャリスは視線を俯うつむけた。

「だって……それを聞いたら、タバラン国に戻るっていうでしょ、さっきみたいに。でもね、シャルマ。たとえあなたがタバラン国に戻ると言っても、わたしはこの決定戦をやめないわ。絶対に勝ってあなたを守る。あなたはわたしの大切な……」

「乗組員……ですか？」

　そう苦笑しながら呟つぶやいたシャルマに、ジャリスは舵から片手を放して彼の頰ほおに手をやった。

「そう、でもたとえ乗組員じゃなくても、あなたは大切な人よ。決して連行させはしないわ」

　ジャリスがそういうと、シャルマがふっと微笑んだ。そんな彼の表情はジャリスも初めて見る。見ているだけで温かくなるような優やさしい表情。こんな顔も出来るのだと思うと、ジャリスの心が急に早はや鐘がねを打った。

「まったく……あなたは。負けたらどうするんです」

「最悪、逃にげるわ。みんなが一いつ緒しよなら怖こわくないもの。それで同盟本部に行って使えるだけの手を使ってタバラン国の要よう請せいを却きやつ下かしてもらう。こういう時に権力は使わなくっちゃ。スルタンの恩赦がある以上、こちらの言い分は通るはずよ」

　強気にそういったジャリスに、シャルマはため息をついた。

「それだとまた、父親の七光りだとか陰かげ口ぐちをたたかれますよ」

「構わないわ。あなたを失うぐらいなら、そのくらいなんでもない」

　ジャリスが笑え顔がおでそういうと、シャルマが眩まぶしそうに目を細め少しだけ俯うつむいた。そして再び顔を上げると、シャルマはふいに左手を上げ、ジャリスの髪かみに触ふれた。

「えっ……な、何？」

　驚いて髪に手をやると、硬かたい感かん触しよくがあり、それがある形をしている事にジャリスは気付いた。

「こ、これって、もしかして……」

「欲しかったんでしょう？　赤い蝶ちよう々ちようの髪かみ飾かざり」

　フィクルの店で見付けた故郷の硝子ガラス細工。フィクルには青い花の髪飾りが似合うと言われたが、赤い蝶々の美しさはジャリスの心を捕とらえて放さなかった。でも船に乗って旅をする以上、おしゃれなんてする余よ裕ゆうはない。それでも時々綺き麗れいな物を見ると心が騒さわぐ時があるのだ。そう、この蝶々のように。

「え、でもどうして……あの時シャルマいなかったわよね」
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　面めん食くらったようなジャリスに、シャルマが再び笑みを浮かべる。心の底からの優しい微笑みは、周りの夜の静けさのようにひっそりと、そして優しくジャリスに向けられた。

「リク達を船に連れ帰った後、心配だったのであなたの後を追ったんです。そうしたら、丁度フィクルとあなたが話をしていて」

「声をかけてくれれば良かったのに」

「無事に大会本部に辿りついたようでしたから、私は先に船に戻ったんです。それはあなたが気に入ったようでしたから。……よく似合いますよ」

　シャルマはそういうと、ジャリスの髪飾りの位置を直してくれる。そして手を下ろそうとして、ふとジャリスの頰に触れた。

「あなたが無事で本当によかった。……あやうく皇子を手にかける所でした」

　最後の言葉は小声だった。はっきりと聞き取れなくて、ジャリスは首を傾かしげた。

「え？　今何て言ったの」

「……何でもありません。勝ちましょうと言ったんですよ」

　シャルマに言われて、ジャリスは大きく頷うなずいた。そして再び前を走るイスタカ号に目を向ける。強い追い風がジャリスの髪をゆらしている。この風に乗ってどこまでも、ジャリスは乗組員達とともに、進み続けることを心に誓ちかっていた。
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　コダートは甲かん板ぱんに繫つながる扉の横で座り込んでいた。

（うーん、いい雰ふん囲い気きすぎる……。出ていけない）

　交代には少し早かったが、船ふな酔よいがひどくて寝ていられなかったコダートが甲板にやってくると、話し声が聞こえた。覗のぞいてみると、シャルマとジャリスが傍はたから聞くとまるで恋こい人びと同士のような会話を交かわしていた。

（ジャリス……、あいつ絶対無意識だな。もう少し考えて物を言えよ。それに……）

　コダートは、懐ふところから青い硝子細工を取り出した。フィクルが勧すすめたこの花の髪飾りをジャリスは気に入ったと思ったが、どうやらコダートの勘かんははずれたらしい。こんな事は初めてだった。商売をしていた頃ころは、相手が何を求めているのかすぐに察する事ができるのが特技だったのに、この大切な場面でそれを外したばかりか、シャルマに先を越こされてしまったのだ。

「いいさ、別に……。ただ気まぐれで買っただけだし」

　ぼそりとコダートは呟いた。だが言葉とは裏腹に、心がもやもやとして、船酔いさえも吹ふき飛ばしてしまっていた。自分が何でこんな気持ちになるのか、コダートは何となく気付いている。だが認めたくはなかった。認めたら自分の中の何かが崩くずれてしまいそうだったからだ。

「盗ぬすみ聞きとは感心しませんね」

　髪飾りを懐に戻もどし、頭を抱かかえたコダートに、いつのまにか扉を開けて船室に入ったシャルマが声をかけた。

「あ……いや、別に俺は何にも聞いて……」

「知ってたんでしょう。ジャリスとクアイ皇子の約束」

　シャルマがにっこりと笑ってそういう。だが目は笑っていなかった。この顔のシャルマが、心底恐ろしい事をコダートは知っている。

「いや……何ていうか、知ってるといえば、知ってたというか……」

「私に隠かくし事をするとはいい度胸です。覚かく悟ごは出来ているでしょうね」

　冷たい空気が辺りを流れる。コダートは思わず身み震ぶるいした。

「しょうがないだろ。ジャリスがシャルマには絶対に言うなって……」

「そこを気を利きかせてジャリスに気付かれずに私に情報を流すのが、あなたの役目でしょう？　この間金こん剛ごう石せきを持ってきたから、少しは役に立つのかと思えば」

　いつのまにコダートの役目はそうなってしまったのだろう。ちくちくと嫌いやみを言われ、思わずため息が出る。

「今度から私に隠し事は一いつ切さい許しませんよ。あ、そうそう、コダート、甲板が汚よごれていますね」

　シャルマが突とつ然ぜん言い出した事が何を意味するのか、察しのいいコダートはすぐに気付いた。

「わかった。決定戦が終わったら、掃そう除じする」

「手伝って貰もらおうなんて甘い考えは捨てましょうね。あなた一人で徹てつ底てい的に磨みがいて下さい」

　木製の甲板は乾かわくとひび割れしやすくなるので、海水を引き上げて甲板磨きをするのが乗組員の仕事の一つだ。しかし重労働の為、数人で行うのが常だった。

「ええっ、なんで俺だけ……!?　ジャリスもだろ」

「ジャリスはいいんです。船長として仕方のない判断でした。しかしあなたは違ちがいます。あなたの正しい行動は、そんなジャリスの気持ちを考えながらも、私に本当の事を報告する事です。私は副船長なんですから」

　その考えには些いささか賛同できない。かなり理り不ふ尽じんな要求だと思うのは、コダートの気のせいではないはずだ。不満げな表情のコダートに、シャルマの目が、きらりと冷たい光を帯びた。

「何か文句でも？　嫌ならいいんですよ。やらなくても。ただその場合……」

　微笑ほほえんだシャルマだが、その笑みには少しの温かさもない。

「この世の物とは思えない体験をする事になりますが……」

　冷れい徹てつな視線と迫はく力りよくを持つ魔物ジンよりも恐おそろしいシャルマに、コダートは慌あわてて頷いた。

「い、嫌だなんてとんでもない。俺なら一人でだって綺麗に磨いてみせるさ。任せてくれ」

　その言葉に満足したように頷くと、シャルマは船室へ続く階段を下りていく。それを見送ったコダートは、もう一度ため息をついた。

（踏ふんだり蹴けったりだな……。まあ黙ってたのは事実だし、仕方ないか……）

　だがどう考えても、自分だけに与あたえられた罰ばつに納得がいかない。しかしシャルマの言葉を無視するのは命に関かかわると、コダートの本能が告げていたのだった。
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　水平線から顔を出した朝日が、眩まぶしく辺りを照らし出す。そんな中、イスタカ号とは一進一退の攻こう防ぼうが続いていた。出口の水門を再びリクの手助けで開けたジャリス達は、無事に近道から出る事に成功した。だが同じく近道を出て本来の航路と合流したイスタカ号が、バルク号を再び抜ぬき去ったのだ。

「ジャリス、がんばれーっ、三位だぞ！」

　先を行くイスタカ号の姿は今は見えない。そんな時に聞こえた声に、崖がけの上を見上げると、見知ったアクラブ号の乗組員の一人が手を振ふっていた。航路の見張りをしているのだろう。

「ありがとう！」

　ジャリスは礼を言って手を振り返す。波は穏おだやかで追い風が吹いている。真っ白な帆ほが風をはらんで、バルク号の速度は最高に達していた。しかしそれでもイスタカ号には追いつけない。

「三位か。イスタカ号の他ほかにもう一隻せきいるんだな。これ以上の遅おくれはまずいぞ」

　コダートがそういいながら海図を見つめる。近道で魔物ジンに邪じや魔まをされ手間取ってしまったが、それ程遅れてはいないらしい。だがたとえ何位でも、イスタカ号に負けては意味がないのだ。

「ええ、でもいけるかもしれないわ。イスタカ号は帆ほ柱ばしらが一本折れたままだもの。速さもそれ程だせないはず。このまま全速前進で……」

「ジャリスッ、大変だよっ。船が燃えてる！」

　ジャリスの言葉を遮さえぎったのは、見張り台に立つリクだ。ジャリスが慌てて前方に目をやると、ネイレス国の旗を掲かかげた船が、浅あさ瀬せで座ざ礁しようしたのか、横よこ倒だおしになっているのが見えてきた。なるべく距きよ離りを短くしようと、水際をいきすぎたのだろう。岩にぶつかって船体に穴が空あいたらしく、ゆっくりと沈しずみ始めていた。そのせいで火災が発生したのか、もうもうと黒い煙けむりがあがり、乗組員達が次々と海へ飛び込んでいる。助けを求める叫さけび声が、ジャリスの耳にも届いた。

「ジャリス……まずいぞ」

　コダートの言葉にジャリスは頷いた。船が座礁した辺りは切り立った崖だ。海に飛び込んでも、泳いでいける範はん囲いに陸地はない。あのままでは溺おぼれてしまうだろう。

「……助けましょう！　救助が最優先よ」

「だが……負けるぞ。確実に」

　ここで救助に時間をかければ、もう勝つ事は無理だろう。それはジャリスにもよく判わかっている。ジャリスはちらりとシャルマに視線を向けた。

「あなたが思うようにすればいいんですよ。後の事はどうにでもなります」

　そんなジャリスに応こたえるようにシャルマがそういう。ジャリスは一瞬考え込んだが、すぐに毅き然ぜんと顔を上げた。

「人命が第一よ。助けを求める船がいたら、救助に向かうのが、同盟としての……いえ、船乗りとしての使命だわ。たとえどんな状じよう況きようでも相手が誰であろうとも」

　そう、たとえ相手が敵であろうとも、海の上で困っている相手がいれば助け合う。それはジャリスが海かい賊ぞくの見習いとして旅に出る前に、父であるマラファムに言われた言葉だった。

「しょうがないな」

「ええ、この場合仕方ありません」

　コダートとシャルマの返事にジャリスは頷うなずく。ここであの船を見捨てて先へ行くことは出来ない。それがジャリスの船長としての判断だった。

「行くわよっ」

　ジャリスは声をあげ、タスヒーフ号と船体に書かれた船に向かって、針路をとったのだった。
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「何だ、ありゃ」

　船首に立ち、遠とお眼鏡めがねで前方を見ていたターラが呟つぶやいた。

「どうしたんです？」

　隣となりで海図を見ていたフィクルが声をかける。ターラが一時的に船長を務めるテリス号。なかなか乗り心地ごこちもよくて、ターラは大いに気に入っていた。何より速いのがいい。現在は二位につけているはずだが、ターラが遠眼鏡で見た先には一位であるはずの船と、今まで姿を現さなかったバルク号がいた。

「バルク号が何で俺達の前にいるんだろうなぁ。それにあいつら何やってるんだ？　救助なんかやってたら負けるだろ」

　その言葉に、フィクルが慌ててターラの遠眼鏡を奪うばった。そして前方を確かく認にんし、声を上げる。

「大変だ！　船が座礁している。すぐに助けに……」

「そんな事してたら負けるぞ？」

　吞のん気きなターラの言葉に、フィクルは思わずため息をつく。

「いかないと死人がでますよ」

　その言葉にターラはぴくんと眉まゆを上げた。そして仕方なく肩かたを竦すくめる。

「うーん、そりゃまずいな。俺が見てる前で死なれるのはまずい」

「見てなくてもまずいんです。急げっ」

　フィクルに怒おこられて、ターラは再び前方を見つめた。もう裸ら眼がんでバルク号を確認できる。確かに見捨ててはおけないが、このままでは負けてしまうだろう。ターラは考え込んだ。負けるわけにはいかないのだ。ターラにも勝たなければならないせっぱ詰つまった事情がある。もし負けたら、目的の物が手に入らないだろう。

「あ、いい事思いついた」

　ぽんと手を打って、ターラは満面に笑えみを浮うかべた。

「よしっ、フィクル。バルク号の隣につけろ。あの小さなバルク号じゃ、救助したって全員は乗せていけねぇ。この船はもっともっと人が乗っても大だい丈じよう夫ぶだろ」

　がぜん勢いづいたターラに、フィクルは眉根を寄せた。

「ええ、この船は商船ですから、荷物のない今の状況なら何十人乗っても平気ですが……。どうしたんですか？　そんなやる気のあるターラなんて気持ち悪いです」

「ごちゃごちゃ言うな。さっさといけ。死んじまうぞ」

　ターラの言葉に、フィクルは首を傾かしげつつ頷いたのだった。
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「大丈夫っ？　みんな摑つかまって！」

　ジャリス達は海に浮かんだ人々に、木でできた浮き輪わを投げ込んだ。乗組員達はそれに群がって、我先にと摑まっている。炎ほのおが上がるタスヒーフ号から逃にげ出して、海で漂ひよう流りゆうしている乗組員は、ざっと数えて数十人はいた。

「ジャリス、バルク号に乗せられるのは、精々十人が限界です」

「判ってるわ、シャルマ。小こ舟ぶねが二隻あるでしょ。それを降ろして乗せられるだけ……」

「ジャリス、テリス号だよっ」

　リクに言われてジャリスが振り向くと、フィクルの乗るテリス号がすぐ近くまでやって来ていた。船首にはターラとフィクルが立っている。

「小舟を降ろします！　全員こちらに乗せてください」

　フィクルが手を振ってそう叫んだ。あのテリス号なら、遭そう難なん者を全員乗せられるだろう。ジャリスは天の助けとばかりに感謝して手を振り返す。

「ええ、判ったわっ」

「たすけてくれーっ」

　そんな時、ジャリスの耳に男の叫び声が聞こえた。みると炎が広がっている船のすぐ近くで、男が両手をバタバタと動かしている。どうやら溺れかけているらしいその様子に、ジャリスは思わず声を上げる。

「危ないっ」

　ジャリスはそのまま、急いで上着を脱ぬぎ捨て、甲かん板ぱんの手すりに登った。

「おいっ、ジャリス！」

　コダートの声が聞こえたが、躊ちゆう躇ちよすることなくジャリスは海へと飛び込んだ。

　青く透すき通った海は、ジャリスの身体からだを受けとめて、水しぶきをあげる。うだるような暑さの甲板にいたジャリスには、水の冷たさが心地いい。ジャリスは海の中が大好きだ。島育ちのジャリスにとって、海で泳ぐのは日課だったし、泳ぎには自信もあった。だが人を救うのは、危険を伴ともなう。ジャリスは気を引き締しめて焦こげた臭においの漂ただよう船まで泳ぎ、溺れかけていた男に近寄った。よくよく見ると、男は崩くずれた船の残ざん骸がいに足が挟はさまり、身動きできないでいるようだ。

「ジャリス！　手伝うよっ」

　すぐ後ろを追ってきたのはリクだ。泳ぎも達者なリクは、すぐにジャリスの許もとに辿たどりついた。

「た、助けてっ、炎が……！」

　船はもう手がつけられないほどに燃えている。その火の手はもうすぐそこまで迫せまっていた。ジャリスの濡ぬれた頰ほおにも、炎の熱さがちりちりと感じられる。

「大丈夫よ、落ち着いて、すぐにこの板をどけるから」

　ジャリスがそういうが、興奮した男がばたばたと暴れる。そのせいで男の足を捕とらえている板が動かせない。

「落ち着いて、本当に大丈夫だから、絶対に助けるから。だからお願い」

　ジャリスはそういうと、暴れている男の目を見つめた。そうして、深く頷く。

「一いつ緒しよにみんなの所に帰りましょ」

　そういったジャリスの言葉に、男はふいに目を瞬しばたたかせた。ジャリスが彼の肩に手を置くと同時に、今まで暴れていた男の身体も動きが止まる。

「今よっ、リク！」

　一瞬静かになった男を見て、ジャリスはそう叫んだ。それを合図にジャリスとリクは、息を大きく吸い込んで海にもぐった。海の中での作業は一ひと筋すじ縄なわではいかなかったが、リクの助けを借りて、どうにか男の足を挟んでいる板を取り除く。海面に顔を出したジャリスは、リクと二人で男の両りよう脇わきを抱かかえ、燃え上がる船から少しでも遠ざかろうと泳ぎ出した。

　やっと炎から逃のがれた所で、ジャリスの前に小舟に乗ったフィクルが現れた。フィクルの助けを借りて、男を小舟にあげジャリスは礼を言う。

「ありがとう。フィクル。助かったわ」

「救助は船乗りの務めです。それよりここは私に任せて、あなたは決定戦に戻った方がいい」

　フィクルにそう言われ、ジャリスは海に浮かんだまま、困こん惑わくしたように眉根を寄せた。

「でも……」

「大丈夫ですよ。私はターラに言われて決定戦に出ているだけですし。特に勝負にこだわってもいませんから。でもあなたは負けたらまずい事になるんでしょう？」

　フィクルはそういって苦く笑しようした。ジャリスはなぜフィクルがその事を知っているのかと思ったが、すぐにクアイとターラが繫つながっていたことを思い出す。

「私はあなたが〝海賊〟にふさわしい人だと思っています。あなたにすべての試練を果たして欲しいんですよ。陰かげながらにしか応おう援えんできませんけどね。それに……これでバーナムでの借りは返せるでしょう？」

　フィクルはそういって片目を瞑つぶる。そんな彼にジャリスは微笑ほほえんだ。

「返すどころかお釣つりが出るわ。本当にいいの？」

　遠えん慮りよがちにそういうと、フィクルは大きく頷うなずいた。

「ええ、任せてください。さあ、終着点はもうすぐですよ」

　フィクルの言葉にジャリスは微笑んだ。彼の気持ちはありがたかった。何より応援してくれる人がいるのは嬉うれしくてたまらない。フィクルに礼を言い、泳いでバルク号まで戻ろうとしたジャリスに、先程救助した男が声をかけた。

「あ、おい、あんた」

　振り返ると、やっと落ち着いたのか、男が上半身を起こしていた。

「ありがとう。おかげで助かったよ。この礼は必ず……」

「いいえ、気にしないで。命が助かってよかったわ」

　ジャリスはそのままフィクルと男に別れを告げて、リクと一緒にバルク号へ泳いで戻った。甲板から垂らされた縄なわばしごを登ると、仁王立ちしたコダートとシャルマが待ちかまえている。

「どうしてそう無む謀ぼうな事をするっ」

「そうですよ、後先を考えてください」

　腕うで組ぐみした二人に、叱しかられたジャリスが首を竦めた時だった。

「そうだぞ、お前、ちょっと無む鉄てつ砲ぽうな所があるぞー。誰に似たんだろうな」

　ここにいるはずのない声が聞こえて、ジャリスは慌あわてて顔を上げた。するとなぜかターラが、バルク号の船室の扉から出てくる所だった。

「い、いつのまに……」

　そう思ったのはジャリスだけではないようだ。コダートもシャルマも驚おどろいたように、ターラを見つめる。そんなジャリス達にターラはにやりと笑った。

「ナッシルを呼びに来たんだ。フィクルの船にも医者はいるけど、けが人が多くて手が回らないみたいだし。怪あやしくて妙みような薬ばっかり作るけど、腕は確かだからさー」

　ターラがそういうと、彼の後ろから薬の詰つまった鞄かばんを持って、ナッシルが現れた。

「親父、怪しいは余計だ。ジャリス、ちょっと留守にするけど、大丈夫だよな」

　その言葉にジャリスは慌てて頷いた。ターラには聞きたい事が山程あるが、今はそれどころではないだろう。

「ええ、終着点で落ち合いましょう」

　じゃあなー、とターラは言い残し、ナッシルを連れて、船の間に渡わたした板の上を軽い足取りで渡り、テリス号に消えていく。

「フィクルが救助を引きうけてくれたわ、わたし達に先に行っていいって」

　シャルマに渡された布で頭を拭ふいたジャリスはそういうと、コダートが言葉を濁にごした。

「だが……イスタカ号に随ずい分ぶんと離はなされたぞ。もう無理だろう」

「まだ終わってないわ。最後まで頑がん張ばって無理なら仕方ないけど、まだわたしは諦あきらめないっ」

　ジャリスがそういうと、リクが帆ほを張る為ための縄に手をかけた。

「そうだよ、せっかくフィクルが手伝ってくれたんだからさ。頑張ろうよっ」

　その言葉と同時に青い空に真っ白な帆が翻ひるがえる。それが眩まぶしくてジャリスは目を細めた。

「行きましょう。後少しよ！」

　ジャリスの声とともに、バルク号はゆっくりとだが、前へと進み始めたのだった。
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「なぜ、逃にげてきた？」

　男の声は柔やわらかいがどこか冷たい。その男の前で、黒い翼つばさを折りたたみ、魔物ジンが跪ひざまずいていた。狭せまい室内は薄うす暗ぐらく、小さな窓から差し込む弱い光さえ、男は眩しそうにしている。

　寝ね椅い子すに凭もたれるように深く座った男を見あげ、魔物ジンはおずおずと口を開いた。

「も、申し訳ありません。ですがあのコダートという男は何者ですか。あんな恐おそろしい……」

　怯おびえた声でそう話す魔物ジン・カザフに、男が薄うすく笑う。

「お前は知らなくてもいい事だ。まあお前ごときに最初から期待はしていない。指輪どころか、コダートを捕つかまえてくるなど到とう底てい無理だと思っていたからな」

　男の言葉にカザフは顔を上げる。その目に宿った怒いかりの炎ほのおを、男は笑って受け流した。

「さて、と。少しは私も働こうか。傷が治るまではと思っていたが、そういう訳にもいかないようだ。手は考えてあるのか？」

　男がそういうと、カザフの後ろに控ひかえていた青年が跪いたまま頷いた。

「わ、私にもう一度機会を。こんな人間などには負けませぬ」

　カザフが慌てたようにそういうと、男はうっすらと笑った。

「もういいよ。君は邪じや魔まだ。マーシム旋風」

　そういった男の手から風が巻き起こる。そしてその風の刃は、あっという間にカザフの身体からだを切り刻む。カザフは目を見開いたが、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる暇ひまもなく、灰となってしまった。

「時には人間の方が役に立つこともある。そうだろう？　リンド」

　青年の後ろで腕組みをしているリンドに男は話しかけた。男と同じシャイ悪ターン魔の彼は、表情が優すぐれない。こちらを見ている視線には、ありありと不満の色が浮うかんでいる。ジャリス達の動向を探らせようと、人間の船に乗せた事がそもそも間ま違ちがいだったようだ。まるで数ヵ月前の自分のようだと男は苦笑した。

「もうやめようぜ、コダートなら俺が捕まえてくるよ。だから、こいつを巻き込むなよ。ハジ」

　その言葉に男……ハジは薄く笑う。リンドが言った〝こいつ〟は表情もなく、ただ跪いているだけだ。目の前で魔物が灰となってしまっても、少しも狼狽うろたえる様子はなかった。

「判わかっていないようだな、リンド。これはお前が自分の存在を、もう一度確認する為でもあるんだ。そうでなければこんな手間はかけない。人間とは支配する物だ。我々シャイターンがな」

　ハジがそういうと、リンドがふっと口元を歪ゆがめた。

「まるで自分に言い聞かせてるみたいだぜ、お前だってあのコダートとかいう男の事……うっ」

　リンドは最後まで口を動かす事はできなかった。ハジが左手を上げると、跪いた青年が素す早ばやく立ち上がり、リンドの首を締しめ上げたからだ。

「苦しければ、力ではね除のけろ。お前の大切な〝船長〟をな」

　その言葉に、リンドが怒りとも悲しみともつかない、複雑な表情を浮かべた。

「そんな人間らしい感情を持つから苦しむんだ。今はコダート達を捕まえる事を一番に考えろ」

　そういったハジは左手を降ろす。それと同時に青年もリンドから手を放した。

「では、最後の仕上げといこうか」

　首筋を押さえたリンドの憎にくしみにも似た視線に、ハジは笑えみを深くしてそういったのだった。
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　フィクル達に救助を任せ、先を急ぐジャリス達の目の前に、驚く光景が見えてきた。イスタカ号が、帆を畳たたんで停止していたのだ。後少しで終着点だというのに、一体どうしたのだろうと、ジャリスはバルク号を操ってイスタカ号に近づいた。すると船首に立つクアイを見付ける。

「何かあったの？」

　同じく船首に立ったジャリスが聞くと、クアイが肩かたを竦すくめた。

「君を待っていた。座ざ礁しようした船の救助をしていたみたいだからな。俺も行こうかと思ったが、他ほかの船が手伝っていたようだし。だがここで進んで君に卑ひ怯きような男だと思われたくなかったんだ。ジャリス、どうだろう。ここからまっすぐ十海里進めば終着点だ。お互たがい正々堂々勝負して決着をつけよう。俺が勝てば、君は俺の花はな嫁よめになる。そして俺が負ければ、どんな手を使ってでも、シャルマを裁判にかけるという者達を黙だまらせてみせる」

　それは最初にクアイに提示された条件だった。タバラン国では、彼は今や英えい雄ゆうだ。次期スルタンでもある彼がシャルマを庇かばえば、そうそう逆らえる者などいない。

「いいわ。受けて立ちます……。それと、ありがとう。待っててくれて」

　ジャリスが微笑んでそう言うと、クアイは面めん食くらったように目を見開いた。

「……礼を言われる程のことじゃない。では、用意はいいか？」

「ええ、負けないわっ」

　ジャリスの声を合図に、二隻せきの船は再び風に乗り、動き始める。

（必ずシャルマを守ってみせるっ）

　ジャリスの決意は固かった。その気持ちを感じ取ったかのように、バルク号はぐんぐんと速度をあげていく。しかし帆ほ柱ばしらが一本折れているとはいえ、さすがにイスタカ号は前回優勝しただけの事はあった。バルク号と完全に拮きつ抗こうした速さで先へと進んでいくのだ。

　だが残り五海里というところで、イスタカ号はバルク号から一歩遅おくれ始めた。

「行けるわっ、勝てるかも知れない！」

　三本の帆柱の内の一本が折れた事は、さすがに影えい響きようがあったようだ。段々と遅れるイスタカ号に、ジャリスがそう叫さけんだ時だった。




　ズガーンッ




「何、今の音？」

　天まで響ひびくような轟ごう音おんに、ジャリスは思わず呟つぶやいた。それと同時に、バルク号に大きな衝しよう撃げきが走る。何かに衝しよう突とつした時のような大きな揺ゆれが、バルク号を襲おそったのだ。

「きゃぁぁっ」

「何だ、どうしたんだ！」

　叫んだのはジャリスの近くにいたコダートだ。彼は揺れる船に必死で摑つかまりながら、それでも何とか甲かん板ぱんから身を乗り出して船体を見下ろした。

「穴が開いてるぞっ」

　慌あわててジャリスも駆かけ寄ると、船の右側面に何かがぶつかったような大きな穴が開いていた。船底ではないので、今の所沈ちん没ぼつする事はないが、このままでは終着点まで進む事はできない。

「ジャリス、大たい砲ほうだ！」

　見張り台からのリクの声に、ジャリスは慌てて彼の指さした方を見る。そしてジャリスは驚きよう愕がくして息を吞のんだ。どうやらバルク号は大砲で攻撃を受けたらしい。進行方向からゆっくりと近づいてくる船は、大砲を撃うった後の煙けむりを上げている。状じよう況きようだけを見ると、あの船がバルク号に向かって砲撃したのだ。しかしジャリスは自分が見た光景が信じられず震ふるえる声で呟く。

「そんな……そんなはずないわ。どうしてあの船が……！」

「ジャリス、逃げないとまた来るよっ」

　リクの叫びにジャリスは慌てて舵かじをきる。どういう事なのか判らないが、これ以上船が攻撃されては、沈没してしまう。

（何かの間違いよ。だって、だって、あの船は……）

　だがジャリスの頭の中に、ずっと引っかかっていた事がふと浮かんだ。近道を通ろうとした時現れた魔物ジン。その魔物が言った言葉がずっと気になっていた。

　魔物はあの時、突とつ然ぜん現れてこういったのだ。〝待っていた〟と。

　追いかけてきた、でもなく見つけた、でもない。待っていた、という事は、あの道をジャリス達が通ると知っていたのだ。しかしジャリスが近道を通る事を話したのは、バルク号の乗組員達と……そして、目の前で大砲を撃つアクラブ号の船長、カッサラにだけだった。

　ジャリスは突然攻撃してきたアクラブ号の真意が判らず、目を見開いて段々と近づいてくる彼らを見つめたのだった。
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　時は少しだけ遡さかのぼる。

　見張りの知らせではもうすぐ一位の船がやってくるという。終着点ではそれを一目見ようとする人々であふれかえっていた。それをアクラブ号の甲板から見ていたリンドは、呆あきれたように呟いた。

「くだらねぇな。馬ば鹿か騒さわぎしやがって」

　サウルナ国の軍ぐん艦かんアクラブ号では、一位で辿りついた船を祝福する空くう砲ほうを撃つ準備をしていた。リンドは先程締められた首筋を触さわって、忌いま々いましそうに舌打ちした。こんなものはシャイターンとしての自分には何ともない。しかしリンドが感じているのは心の痛みだ。まさか彼に危害を加えられる日がくるとは思わなかった。

「副船長……」

　人々の喧けん騒そうに混じって誰かの声が聞こえたが、リンドはしばらくそれが、自分の事だとは気付かなかった。

「副船長ってば！」

　再び今度はすぐ近くで聞こえて、リンドは人間としての自分の役職を思い出す。

「え……ああ、俺の事か」

　慌ててふり向くと、そこには乗組員のブシュラルとムスタファがいた。必要以上に、自分に声をかける事のない彼らが話しかけてきたので、リンドは驚おどろいた。だがそれはこの二人に限った事ではない。リンドは乗組員の、ほぼ全員に嫌きらわれている。なぜならリンドは、まったく仕事らしい仕事をしないからだ。あまりのやる気のなさに、乗組員達がリンドを頼たよることはほとんどなかった。リンドも嫌われている自覚はあったが、別段気にはならなかった。

「何だよ？」

　珍めずらしいと思いながらリンドがそう聞くと、ブシュラルが大きく息を吸い込んで、意を決したようにリンドに話しかけた。

「出航するって命令がきたんですけど……どこに行くか知ってますか？」

　その問いにリンドは肩を竦めた。詳くわしくはリンドも知らないが、大体予想はついている。しかしそれを彼らに話すわけにはいかない。

「さあな、命令通りにしないと、しょうがないだろ」

「でもおかしいんです。乗組員は航行に必要な最小限でいいって。後の者は港で待つように言われてるんです」

「……俺は何もしらねぇ」

　そういったリンドに、ブシュラルとムスタファは顔を見あわせて一つ頷うなずいた。

「うわあっ、何するんだよ」

　そして二人はリンドの身体からだを両側から羽は交がい締じめにして、帆柱の陰かげに引きずっていく。

　そこには驚いたことに、十人ほどの乗組員が身を低くして集まっていた。

「何やってるんだよ。お前ら……」

「しっ、ちょっと静かにしてて。なぁ、最近船長変だと思わないか？」

　ムスタファがそういうと、他ほかの乗組員も一いつ斉せいに頷いた。

「いつもじゃないけど、ぼうっとしてる時があるし……」

「そうそう、俺すれ違ちがう時敬礼したのに無視されたんだ。いつもなら声をかけてくれるのに」

「あ、俺もあったよ。でもそれって、決定戦の準備し始めてからじゃないか？　この決定戦だって、普通なら軍のお偉えらいさんで、暇ひまな人がやるもんだろ。何で船長が責任者なんだよ」

「あーっ、お前ら、俺を囲んで話するんじゃない！」

　自分を取り囲んで、内ない緒しよ話ばなしのように声を潜ひそめて話し合う乗組員達に、リンドは声を上げた。

　その言葉が合図のように、ぴたっと周りの話し声がやんだ。

「なんだよ、お前ら、急に黙るとそれはそれで怖こわいだろ」

　そういったリンドに、ブシュラルが戸と惑まどうように口を開いた。

「何か知ってるんじゃないですか？」

「何で俺が……？」

「だって……悔くやしいけど、あなたが一番船長に近いから」

　そう言われてリンドは苦く笑しようする。

「まあ、副船長だしな」

「そうじゃないです。船長はあなたに一番目をかけてる」

　そう言われても、リンドはそれを素す直なおに信じられなかった。船では自分はお荷物だとリンドは知っている。元々軍人でもないリンドには、アクラブ号の生活は合わないのだ。それにシャイターンであるリンドが、こんなに長く大勢の人間と関かかわったのは初めてだった。どうしていいのか判わからない事も多くて、結局彼らと深く関わらないことにしていたのだ。

「そりゃ俺が面めん倒どうばっかり起こすから、目が離はなせないだけだろ」

「それは確かにそうかもしれないけど、でもそれだけじゃないと思う。あなたの事、とても優ゆう秀しゆうだって船長が言ってるのを聞いたことがある。何の理由か知らないけど、あなたはそれを隠かくしてるって。才能を引き出してあげられれば、立派な軍人になれるはずだって」

　それを聞いた乗組員達が頷いたのを見て、リンドは驚く。カッサラが自分を構うのは、乗組員とうまくいかないから、手助けしているつもりなのだと思っていた。面倒ばかりかける自分にそんな思いを持っていたなど、すこしも気付かなかった。

「あなたなら、何か俺達の知らない事を知ってるような気がしたんです。もし船長が何か……えっと、悩なやみとかあるなら、そしてもし俺達で何とかできるような事なら……」

「ふっ、あははっ」

　ブシュラルの言葉に、リンドは無性におかしくなって笑い声を上げた。

「何で笑うんですか？」

「……おかしいからだよ。悩みなんて生なま易やさしいことなら、俺がとっくになんとかしてるっ。お前達人間はどうしてそう脳天気なんだ！」

「人間……？」

　ブシュラルがそう呟つぶやくと、リンドははっとして顔を上げた。うっかり口がすべってしまった。真実をみんなに言っても構わないと思う。だがそれはきっと彼らを、もっと苦しめる事になるだろう。リンドはそれを嫌いやだと感じている自分に気付いた。

「とにかく、俺はなにも……」

　なぜそんな気持ちになったのかは判らない。だがリンドは結局口を濁にごらせた。そんな時、リンドの耳に出航の合図である鐘かねがなった。

「……ほら、出航だぞ。用意しろよ。とにかく船長に逆らうな。いいか……今逆らうと、まずいことになるかもしれねぇ」

　呟いたリンドにブシュラル達は、困こん惑わくしたように顔を見あわせたのだった。




「第二弾、撃うてっ」

　船長であるカッサラの冷れい徹てつな声が耳に痛い。思わずリンドはその場から離れたくなった。

　乗組員を必要最低限にして出発した後、カッサラは大たい砲ほうの準備を言い渡わたした。それが空砲ではなかった事に乗組員は驚いたようだが、カッサラのやる事に誰も反対はしなかった。何か理由があるはずだ。そう心の中で呟く乗組員の声がリンドにも聞こえるようだった。だが大砲を撃つ用意をして、その狙ねらいがバルク号だと知った時、初めて乗組員達の中に異議を唱える者が現れた。しかしそれをカッサラは無視し、第一弾を発射するよう命じた。

　それでも乗組員達はカッサラに従った。彼らとカッサラの間には強い絆きずながあるからだ。だが砲弾がバルク号の船体を傷つけた時、その絆に亀き裂れつが入った。

「で、できません！　だってあの船はジャリスの船ですよ。あんなに世話になったのに……」

　砲ほう撃げき手を務めるフリャスが、首を横に振って叫んだのだ。

「船長、なぜバルク号に攻こう撃げきするんですっ。理由を教えてください」

　いつもなら、逆らうことさえしないだろう。どれほど理り不ふ尽じんな命令でも喜んで従う。だが今は状じよう況きようが違った。人形のように無表情なカッサラの様子に、乗組員全員が硬こう直ちよくしたように動きを止めていた。

「逆らうのか？」

　カッサラの言葉が、聞いた事もない程冷たかった。リンドはカッサラから殺気を感じて、慌あわててフリャスを大砲の前から退しりぞかせた。

「俺が撃つ。向こうへ行ってろ」

　その言葉にフリャスは抵てい抗こうしようとしたが、ブシュラルがそれを止めた。

「今は……逆らうとまずいんですよね」

　小声で聞いたブシュラルに、リンドは小さく頷いた。ブシュラル達も、もうカッサラの様子がおかしいのは、ただの悩みなんかではないと気付いたようだ。

　カッサラの後ろに立つ海軍司令官、その男がすべての元げん凶きようだ。仲間のはずだが、リンドは今では彼を憎にくくすら思っている。

「みんなに伝えろ。ここは船長の命令に従うんだ。どんなに理不尽でもだ」

　再び頷くブシュラルに、リンドはふいに以前カッサラに言われた言葉を思い出す。

〝私に何かあったら、副船長のお前が乗組員と船を守ってくれ、頼たのんだぞ〟

　きっと今がその時なのだろう。信用している、と言われた時に心が弾はずんだのを覚えている。もう自分の心に噓うそはつけない。リンドはあの時のカッサラに戻もどって欲しいと願っていた。そしてそれは、アクラブ号の乗組員全員の総意であるはずだ。

「第二弾発射！」

　その言葉にリンドはわざとバルク号から狙いを外して撃った。何とかこの状況を打開できる者。それはきっとあの小さな船の人間達だけだ。

「頼んだぞ……」

　その言葉が、金色に輝かがやく少女に伝わって欲しいと、リンドは生まれて初めて自分以外の存在に祈いのりを捧ささげていた。
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「どうして、カッサラが……！」

　砲ほう声せいが鳴りやまない中でジャリスは呟いた。しかし不思議な事に、最初の一発だけがバルク号の船体に穴を開けただけで、他の砲弾が当たる事はなかった。だがゆっくりとアクラブ号は近づいてきている。彼らの目的が判らない以上、見慣れているはずのその姿が不気味だった。

「ジャリス、穴は大した事ないよ。でも少しならいいけど、長く動くのは無理だ。修理がいる」

　船の損傷を調べにいっていたリクが、戻ってきてそういった。

「判ったわ。取りあえず大砲が届かない所まで逃にげましょう」

　ジャリスがそう応こたえた次の瞬しゆん間かん、今度はバルク号の背後で大砲の音が鳴り響ひびく。振り返ると、アクラブ号を攻撃したのはイスタカ号だった。

「ジャリスッ、どういう事だ！」

　バルク号に追いついて、船首に立ったクアイが叫んだ。だが聞かれてもジャリスには答えようがない。なぜ攻撃されるのか、理由がまるで判らない。

「クアイ皇子、来ては駄だ目めっ」

　ジャリスが叫んだ時には遅おそかった。アクラブ号の攻撃は、バルク号から大砲で応戦するイスタカ号へと矛ほこ先さきを変えたのだ。

「あれはサウルナ国の軍ぐん艦かんか……。なぜ開かい催さい国が決定戦の邪じや魔まをする。出場船に大砲を向けるなど何を考えているんだ！　しかもジャリスを攻撃するとは許せん！　総員、攻撃準備」

　クアイが乗組員に合図を出す。それに気付いたジャリスは、慌てて声を上げた。

「待ってっ。クアイ皇子、あの船の船長は知りあいよ。これにはきっと何か訳が……」

　カッサラが理由もなくこんな事をするなど、どうしてもジャリスには信じられない。

「だが攻撃されているのは事実だぞっ。このままでは……」

　そうクアイが言おうとした瞬間、イスタカ号の船せん尾びにアクラブ号から放たれた砲弾が命中した。船首に立ったクアイがその衝しよう撃げきで甲かん板ぱんに倒たおれ込む。

「クアイ皇子っ」

　叫んだジャリスに応えるように、クアイが甲板から手を振った。だがその動きが一いつ瞬しゆん止まる。

「ああっ、なんて事だ！」

　クアイの叫びにジャリスは緊きん張ちようした。クアイはタバラン国の皇子だ。サウルナ国の軍艦が放った攻撃で彼に何かあったとしたら、国際問題となる。

「ジャリスとお揃そろいの腕うで輪わが……！　許さんぞ、叩たたきつぶしてやる！」

　怒りに満ちた声だが内容は状況にそぐわない。ジャリスは思わずため息をつきたくなった。

「クアイ皇子。そのまま船を移動させて！　岩陰に身を隠かくすのよ」

　気を取り直したジャリスはそういって、バルク号の舵かじを握にぎってアクラブ号へと針路を向けた。

「ジャリス、何をするつもりです！」

　シャルマの言葉に、ジャリスはすぐ近くまで迫せまっているアクラブ号を見つめた。ジャリスが船を動かし始めてから、砲弾がやんでいる。

「アクラブ号に近づきましょう」

「危険です。ジャリス……、攻撃されているんですよ！」

「攻撃するからには理由があるはずよ。カッサラは何の理由もなくこんな事する人じゃないもの。シャルマだって知ってるでしょ。それにこれ以上攻撃が続いて、クアイ皇子にもし何かあったら、今度は国同士の問題になるわ。海かい賊ぞく同盟がやっとの事で築き上げた大陸の平和よ。今ここでそれが音をたてて崩くずれていくのを、ただ黙だまって見ている訳にはいかないわ！」

　これだけは譲ゆずれない。どれだけ危険でも自分で選んだ道だ。戦いの火種になるような事は一つ一つ消していく。それがジャリスの目指す〝海賊〟なのだから。

「このまま進むわ。大砲に気をつけてっ」

　ジャリスの言葉とともに、バルク号はゆっくりとアクラブ号に近付いた。




　バルク号が近づくのを、アクラブ号が邪魔する様子はない。だがイスタカ号が近寄ろうとすると、威い嚇かくするように数発の砲弾が撃ち込まれる。そのせいでクアイは身動きできないようだ。

　ジャリスが舵を操り、アクラブ号のすぐ側までやってくると、乗組員達の顔が見えてくる。みんな知っている顔ばかりだ。そんな彼らは、ジャリスを見た途と端たん大声で叫んだ。

「来ちゃ駄目だっ、ジャリス！」

「逃げるんだ！　殺されるぞっ」

　どういう事かと、ジャリスは耳を疑った。もしやアクラブ号を何者かが乗っ取ったのかもしれない。脅おどされているのなら、彼らの言葉も納得いく。ならば余計放ってはおけなかった。

「どうしたの？　一体何があったの……！」

　バルク号をアクラブ号の隣となりにつけ、甲板からジャリスが叫んだ。

「ジャリス……」

　乗組員達の後ろから現れたのは、アクラブ号船長カッサラだ。

「カッサラ、一体どうしたの？」

　彼の様子がおかしいのにジャリスはすぐ気付いた。頭を押さえ足元もおぼつかない。その顔色は真っ青だった。

「この船に魔物ジンが乗っている。私は……操られて、うっ」

　蹲うずくまって苦しむカッサラに、ジャリスが目を見開いた。

「カッサラ！」

「船長っ」

　ジャリスと乗組員達の声が重なった。ジャリスの頭には、決定戦の邪魔をした魔物の姿が浮うかぶ。ジャリスがコダートを見ると、彼は真しん鍮ちゆうの剣を二つ持ち、一つを投げてよこした。

「あの魔物ジン……、やっぱりあの時倒しておくべきだったな」

　コダートはそういうと、先頭に立ってアクラブ号へ渡わたる板を用意する。それを器用に渡るコダートにジャリスも続いた。

　カッサラ達が巻き込まれたのは自分達のせいだろう。ここで見捨てて逃げる訳にはいかない。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　カッサラ」

　アクラブ号へ渡ったジャリスがそういうと、カッサラは俯うつむいたまま苦しそうにうめき声を上げる。駆かけ寄ったジャリスとコダートに、カッサラは苦く悶もんに歪ゆがめる顔を上げた。

「君達を捕つかまえるように、命令された……。私はそれを拒きよ否ひして、……何か術をかけられたんだ。時々記き憶おくがなくなる。決定戦の責任者に任命されたのも、君達が参加するから……うっ」

　カッサラはそこまで言うと、再び呻うめいて蹲った。

「カッサラ……しっかり、一体誰がそんな事……？」

　そういいながら、ジャリスがカッサラの身体からだを支えようとした時だ。

「駄目だっ、カッサラにかけられた術は、そんな簡単にとけはしないぞ！」

　叫んだのは、副船長のリンドだ。その言葉にジャリスは驚おどろいて、慌あわててカッサラを見る。

　するとカッサラの表情がいつのまにか一変していた。いつも精せい悍かんなその顔は無表情となり、ジャリスは逆にカッサラの大きな手に腕を摑つかまれていた。

　それが合図だったかのように、アクラブ号はバルク号から離はなれ始める。まだ板を渡っていなかったシャルマとリクが、急いでアクラブ号に乗り移ろうとしたが遅かった。

「ジャリス！」

　シャルマの呼ぶ声が聞こえたが、ジャリスはそれに応えることはできなかった。目の前のカッサラが、ジャリスを捕とらえて放さないからだ。

「一いつ緒しよに来て貰もらう。君と、そしてコダート」

　呟つぶやくように発せられたカッサラの言葉は、抑よく揚ようのない声だった。

「一体……一体、誰がこんな事……」

　カッサラの腕から逃のがれようと、ジャリスがもがきながらそう呟いた時だ。

「君達がマハル王国で素す直なおに私についてくれば、カッサラはこんな目に遭わなかったんだよ」

　突とつ然ぜん聞こえた穏おだやかな口調。しかしその声には聞き覚えがある。ジャリスは、背筋に寒気を覚えながらも振ふり向いた。

　優やさしそうな表情、穏おん和わな眼まな差ざし。それはジャリスも一度は信じた相手だった。

「ハジ……」

　その名を呼ぶと、甲板に立ったハジは、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「久しぶりだね、ジャリス。それに……コダート」

　ジャリスの隣にハジの視線が移った。ジャリスははっとしてそちらを向く。

　そこには怒りを露あらわにしながらも、どこか辛つらそうな目をしたコダートがいたのだった。
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　コダートは、目の前の状じよう況きように唇くちびるを嚙かみしめた。アクラブ号の甲板には数人の乗組員と、カッサラとジャリス。そして……すぐ手の届く所で微笑みを浮かべているのは、マハル王国で灰となったはずのハジだった。

「やっぱり生きていたな、ハジ」

　一度は倒したと思った。自分を騙だましていたハジは、父の死にも関係していた男だ。その正体は魔物よりもなお悪い、シャイ悪ターン魔なのだ。

「ああ、何とかね、でもあの時の傷がまだうずくよ。本当に君達にはしてやられた。だから今回はちょっと搦からめ手を使ったよ。その男、君達が随ずい分ぶんと信用しているようだったしね」

　ジャリスを捕まえているのは、サウルナ国の海軍大たい佐さ、カッサラだ。まさかカッサラとハジが繫つながっているなど思ってもいなかった。

「指輪が目的か？」

　コダートは少しでも落ち着こうと努力した。息を吐はき、ゆっくりと言葉を繫ぐ。しかしどうしてもコダートは、腹の底からわき上がってくる怒りとも悲しみともつかない感情を、抑えられない。

「指輪は手に入れるよ。だが君とジャリスにも来てもらわないとね」

「指輪の位置を知る為ためか。だが何の為の指輪だ、どうして手に入れようとするっ」

　堪こらえきれず叫んだコダートに、ハジは薄うすく笑った。

「ターラに聞かなかったのかい？　まったく、あの男がうろうろしているせいで、本当にやりにくい。だがあいつと一戦交えるとなると、今の状況では厳しくてね」

　ふう、とハジは胸を押さえつつため息をついた。その場所は以前コダートと戦ったハジが、リクの放った矢で傷を受けた場所だった。

「あの男は本当に忌いま々いましい。何十年たっても私達の邪じや魔まをする。あいつさえいなければ、いつでももっと簡単に事が運ぶはずなんだ」

　ハジの声を聞くだけで、コダートの怒りは倍増されていく。怒りの炎ほのおはコダートの身体を焦こがすように広がった。だがコダートは、それに相反する気持ちを持っている自分にも気付いている。もしかしたら、ハジもカッサラのように何者かに操られているのかもしれない、と。そんな事はあり得ないと知っているのに、コダートはそれでも一いち縷るの望みを捨てきれない。そんな自分にも憤いきどおりを覚える。コダートの心の中は複雑な思いが渦うず巻まいていた。

「コダート、何か考えているね。例えば、私が改心するとでも思っているのかい？」

　ふいにそう言われ、コダートははっとして顔を上げた。それを見てハジはふふっと笑う。

「君は本当に判わかりやすい。仕事をしている時は、あんなに饒じよう舌ぜつで立ち回りもうまいのに。自分の事となると途端に素直になる。でも、いいかい？　コダート」

　ハジはそこで言葉を切り、浮かべていた薄い笑えみをがらりと冷たい表情に変えた。

「よく覚えておくといい。君が指輪を渡し、私とともに来ないというなら、私は君の敵だ。敵である以上容よう赦しやはしないよ」

　それは事実上の宣戦布告。それが判らないほど、コダートは愚おろかではない。

「ハジ……、俺はお前と一緒にはいかない。ジャリス達と指輪を捜し出して、そしてお前達の野望を叩たたきつぶしてやる！」

　腹の底から呻くような声。しかしその声は、自分自身でも驚く程の迫はく力りよくと決意に満ちていた。

「……いいだろう。まあ今回は挨あい拶さつ代わりだ。私もまだあの時の傷が治っていないからね。しっかり治して、万全の状態で君の相手をしようじゃないか。でもせっかく来たのにこのままじゃつまらない。私の代わりといっては随分と落ちるが、君の相手は彼がしよう」

　そうハジが言うと、ジャリスを捕らえていたカッサラが、ふいに彼女から手を放した。

「カッサラ……」

　その行動に驚いて呟いたのはジャリスだ。その声に反応するかのように、表情のないカッサラは腰こしに差した大振りの剣を抜ぬく。その剣先はまっすぐにコダートに向いていた。

「カッサラ、まずコダートを捕まえるんだ。少々の傷は構わない」

　ハジの言葉がコダートの心に突つき刺ささる。戦う決意をした以上、彼は自分の敵なのだ。コダートは裏切られた時の気持ちを思い出す。だが頭に浮かぶのは、幼い頃ころから一緒にいたハジの優やさしい笑顔ばかりだ。それを振り切るように頭を振って、コダートは自分の心を奮い立たせた。怒りの気持ちは強い。ハジに関かかわって死んだ父の無念を思うと、コダートの怒りは更さらに激しさを増した。

　そこへカッサラが、剣を振り上げコダートに襲おそいかかる。

「コダート、危ないっ」

　ジャリスの叫びにコダートは、はっと我に返った。今はこの状況を打開しなければならない。

「コダート！　カッサラは操られているだけよっ」

「判ってるっ。だが手加減はできないぞ！　強すぎる」

　カッサラは大おお柄がらな身体に似合わず動きが機き敏びんで、剣を振るう力も強かった。合わせた剣から伝わるビリビリとした感かん触しよくが彼の技量をコダートに教えている。強い相手は一度でも剣を合わせれば判る。カッサラは間ま違ちがいなく、コダートが今まで戦った相手の中で一番強かった。

「カッサラ！　しっかりしろ。乗組員達が見てるぞっ」

　コダートが叫ぶと、カッサラの動きが微び妙みように鈍にぶった。十人ほどの乗組員達が、副船長のリンドと一緒にこちらをみている。みんな一様にカッサラを止めようと声を上げ、こちらに駆かけ寄ろうとする者もいたが、リンドがそれを止めているようだった。

「船長っ。どうしたんですか！　その人海軍司令官じゃなかったんですかっ」

「船長、もうやめてください！　一緒に戻もどりましょうよっ」

「お前ら動くな！　巻き込まれるぞ。ここでお前らに何かあったら、後から俺がカッサラに怒られるんだよっ」

　必死で乗組員を止めるリンドの声に、ハジがふうっとため息をつく。

「面めん倒どうな……、いらない人間は排はい除じよするに限る」

　ハジはその一言と同時に右手を上げた。

（まずいっ、あれは……）

　その動作に見覚えのあるコダートは、アクラブ号の乗組員達に向かって慌てて叫んだ。

「危ないっ、風の刃やいばがくるぞ！」

　それと同時に、両手を広げたジャリスが、ハジの前に立ちはだかった。

「させないわっ」

「それでどうするつもりだ。君に何ができるんだい？　ジャリス」

　ハジは右手に集めた風の渦を、ジャリスに向けて笑う。辺りに吹く風も強くなっていた。ジャリスの金髪が、まるで生きているかのように揺ゆれている。

「でもわたしを切り刻む訳にはいかないはずよ。指輪を指し示す地図が必要なんでしょう？　わたしの背中にある地図が」

　その言葉に、ハジが眉まゆ根ねを寄せた。だがすぐにそれは余よ裕ゆうのある笑みへと変わる。

「……確かにその通りだ。でもジャリス、君は肝かん心じんな事を忘れている」

　ハジがそういうと、右手の風の渦が勢いを増した。

「地図さえ……君の背中さえ無事なら、別に君は五体満足でなくてもいいんだよ。いや、むしろ君に生きていてもらっては困るんだ。君は私達の目的の、大きな障害の一つだからね」

「やめろーっ」

　ハジの風の刃が放たれればジャリスがどうなるか、コダートは一瞬で想像してその恐おそろしさに全身を震ふるわせた。

（ジャリス……彼女だけは、俺が守ってみせる！）

　そう心の中で叫んだ瞬間、コダートの中で何かがぷつっと音を立てた。それが意識が消える瞬間だとコダートには判らなかった。そしてそれがどういう結果を生むのかも、この時のコダートには、想像する事すら出来なかったのだった。
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　ジャリスに向かって放たれようとした、ハジの風の刃が突然消しよう滅めつした。

　衝しよう撃げきを覚かく悟ごしていたジャリスは、それに驚おどろいて思わず目を見張る。

「これは……っ」

　ハジが自分の右手をみやって声を上げている。しかしどれだけ手をかざしても風が巻き起こる事はなかった。

　辺りには暗雲が立ちこめている。その場を支配する、禍まが々まがしい雰ふん囲い気きがどこから来ているのか。それに気付いたジャリスは思わず声を上げた。

「コダート……」

　コダートは先程と同じ場所で蹲うずくまっていた。だがさっきと違うのは、身体からだの周りが赤い霧きりで包まれている事だ。どこから現れたのか判らない霧は、コダートを守るように漂ただよっている。

「まずいな……」

　呟つぶやいたのはハジだ。見ると彼は、今まで見た事もないような真しん剣けんな顔をしていた。

　そこへカッサラが剣を振り上げ、コダートに斬きり掛かかろうとする。しかしコダートの身体を切る事はできなかった。赤い霧が硬かたい音を立てて剣を撥はね返したのだ。

　だがカッサラはそれで怯ひるむ事はなかった。再び剣を振り上げたのだ。しかしそれを下ろす事はできなかった。コダートの身体を取り巻く赤い霧がカッサラをも包み、一瞬にして赤い軍服の胸を切り裂さいたのだ。呻うめいたカッサラがその場に蹲る。傷は浅いようだが、そこから軍服の色よりも深くて濃こい血が流れ始める。その量は半はん端ぱではなかった。しかしカッサラはそれでも立ち上がる。そんなカッサラにコダートが顔を上げた。

「目が……っ」

　ジャリスは思わず叫んだ。コダートの怒りに染まった険しい表情の中で、不気味に輝かがやいている、赤い目。

　それは以前、ジャリスも見た事があるものだった。フィクルを助ける為ために行ったバーナムで、解げ毒どく剤ざいを言いあてた時だ。しかしその時は気のせいだと思っていた。だが今のコダートの目は、あの時と比べ物にならない程爛らん々らんと輝き、毒々しいまでの濃い赤をしていた。この目をジャリスは知っている。

　ジャリスは、目の前にいるハジを睨にらみつけた。

「コダートに何をしたの……？」

　シャイターンであるハジ。その正体を現した彼は、黒い翼つばさと尖とがった牙きばを持ち、そして赤い目をしていた。そう、コダートと同じ、血よりも濃い赤い目。

「何もしていないさ。できれば今の状態を回かい避ひしたいと思っていたくらいだ。……もうコダートは、人間には戻れないかもしれない」

「どういう意味……？　それじゃまるで人間じゃないみたいじゃない」

　驚いてそう言ったジャリスに、ハジは肩かたを竦すくめた。

「しばらく一いつ緒しよにいたのに、気付かなかったのかい？　彼の勘かんの良さも到とう底てい人間の力ではないだろう。せっかくあの子が息子むすこを守ろうとコダートの力を封ふう印いんしたのに……ターラめ、指輪を渡わたすなど何を考えているのだ」

　舌打ちしてそういったハジの言葉の意味が判わからなくて、ジャリスが眉根を寄せた時だった。

「船長！　もうやめてくださいっ」

　血だらけになりながら、それでもコダートに攻こう撃げきしようとしたカッサラを、羽は交がい締じめにした者がいた。アクラブ号の乗組員、ブシュラルだ。それと同時にリンドに押さえられていた乗組員達が、次々とカッサラの身体にしがみつく。

「何か判らないけど、やばいですよっ。元に戻ってください。死んじゃいます！」

「引きずれっ。引きずってコダートから離はなすんだ！」

　乗組員達が一いつ斉せいに、カッサラの身体をコダートから遠ざけようとした。しかしコダートは、なおもカッサラに剣を向ける。

「やめてっ、コダート！」

「無む駄だだよ。もう何も聞こえはしない。自分の力をもてあましているんだ。こうなったら私でも止められない」

　ハジの言葉にジャリスは息を吞のむ。コダートの持つ剣を赤い霧が包んだ。

「やめろっ」

　だがそう叫んで、コダートの前に飛び出したのはリンドだった。

「お前ら、ここは俺に任せて、船長を連れて逃げろっ」

「リンド、この愚おろか者がっ。いくらお前でも覚かく醒せいしたコダートには勝てないぞ！　そこまで人間に肩入れするのか」

　眉根を寄せ叫んだハジに、リンドは片かた頰ほおを上げて笑った。

「やってみないとわかんないだろ。俺だって一応、人間じゃねぇからな」

　苦く笑しよう気味に呟いたリンドは、そのまま両手を上げた。それと同時に彼の姿が変わる。黒い翼、そして尖った牙を持つ、赤い目をした魔物ジン。

「シャイターン……？」

　ジャリスの呟きに、もう既すでに人間ではなくなったリンドが笑う。カッサラを押さえつけていた乗組員達も、その姿を見て息を吞んだ。

「早く逃げろって言ってるだろ！　俺が誰かの為に働くなんて二度とないんだからなっ」

　そんな乗組員達をリンドが怒ど鳴なりつけた。その声にやっと我に返ったのか、乗組員達はカッサラを引きずってコダートから離した。

　それを見届けて、リンドは改めてコダートを見み据すえる。

「よーし、コダート。正直お前とは絶対戦いたくなかったんだ。勝てねぇ戦はしない質たちだからな。だが今回はしょうがねぇ。乗組員達を死なせられねぇんだよ。俺は一応副船長だからさ」

　呟いたリンドが構えた時だった。コダートは両手で握にぎりしめた剣を空に掲かかげた。暗い空には稲いな妻ずまが走り、その剣を先程までよりもっと大きくて濃い赤い霧が包んだ。そのままリンドにかざした剣から赤い光が放たれる。だがそれをリンドは避よけなかった。彼の後ろには、カッサラと乗組員達がいたからだ。

「リンドッ」

　受けとめようと両手を前に出したリンドだったが、攻撃を防ぎきる事はできなかったようだ。その場で頽くずおれたリンドを見て、ジャリスは思わず息を吞んだ。

　しかしリンドもただやられている訳ではなかった。身体中切り裂かれ血を流しながらも立ち上がり、両手をゆっくりと振る。すると彼の手の平には燃えさかる炎ほのおの弾たまが現れた。リンドは狙ねらいをさだめ、コダートに向かってその弾を放つ。

　だがコダートを包む赤い霧に触ふれた瞬間、炎の弾はそのまま跡あと形かたもなく消しよう滅めつしてしまった。

「駄だ目めか……！」

　リンドは自分でも予測はしていたのか、そう声を上げた。

（シャイターンのリンドの攻撃をこんなに簡単に防ぐなんて、コダートは一体……！）

　ジャリスがそう思った時だった。

「うわぁぁぁぁ！」

　跪ひざまずいたコダートが、天に向かってうめき声を上げた。それと同時にぐらりと船が揺れる。何かにぶつかったのかと、ジャリスは辺りを見回した。すると揺れているのがこの船だけではないと気付いた。ウンギズ島の崖がけが、大きな音を立てて崩くずれ始めたからだ。

「地じ震しんだ。これは……あの時の二の舞まいになるぞ……」

　ハジが言うあの時がいつの事を指しているのか。気付いたジャリスははっとして顔を上げた。

「それってもしかして……」

　百数十年前の大地震。アラバーナ大陸を四つに分けた恐おそるべき災害。

「崩れるぞっ」

　その叫さけびにジャリスは再び辺りを見回した。先程離されてしまったバルク号。その船体に、崩れた崖から大きな岩が落下していくのが見えた。

「シャルマ！　リク！」

　あの船にはまだ二人が残っている。ジャリスの叫びはそんな二人に届いただろうか。落ちた岩はバルク号の甲かん板ぱんを破は壊かいし、帆ほ柱ばしらをまっぷたつに折った。

「コダート、もうやめて……！」

　ジャリスは思わず叫んで飛び出した。コダートを包む赤い霧に近づけば、命はないかもしれない。だがこのままではみんなが危険だ。

　ジャリスはそのままコダートの身体に覆おおい被かぶさった。赤い霧がジャリスの身体を包んで、その白い船服を切り裂く。だがジャリスは離れなかった。

「コダート、落ち着いて。元に戻もどってちょうだい！」

　願いを込めてジャリスが呟く。身体に痛みが走る。服が裂けた所から赤い血が流れた。
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　だがジャリスはふいに、自分の身体にびりびりとした感かん触しよくが伝わるのを感じた。これには覚えがある。指輪をはめたコダートに、どんなに触さわっても何の反応もなかったのに、突とつ然ぜんジャリスの身体からだは、大きな金色の光に包まれたのだ。その光はコダートの赤い霧きりを吹き飛ばし、空に七色に輝く絵を描えがきだしていた。

「不死鳥、ベルヌ……。そうか、これなら」

　ハジの声が聞こえた。ジャリスも空を見上げて驚おどろく。大きな翼と鋭い爪を持つ、伝説の不死鳥ベルヌ。初めて見るその神々しい姿に、ジャリスは身み震ぶるいがしそうだった。

「う……っ、ジャリス……？」

　そこへ声が聞こえた。コダートの低くて優やさしい声。ジャリスは慌あわてて彼の方を向いた。

「コダートッ。わたしよ、判わかる？」

　コダートがふいに顔を上げる。そこにあるのは、まだ薄うすく赤く光る目。しかし先程よりもずっと落ち着いて見えた。

「正気に戻ってっ。コダート」

　その必死の叫びに、コダートが一瞬目を閉じた。そして再びその瞳ひとみを開くと、そこには意志の光を宿した黒い瞳が現れる。

「ジャリス……一体どうしたんだ？」

　コダートはそう呟つぶやくと同時にうっと呻うめいた。そのまま力が抜ぬけたように頽れたコダートに、ジャリスは驚いて声を上げる。

「コダート、しっかりしてっ」

　ゆさぶったが反応はない。しかし呼吸は穏おだやかで、何より彼を包む赤い霧がなくなっていた。

「さすがだね。これは私には真ま似ねできない。でも助かったよ。君がコダートを宥なだめてくれて。コダートの力は手に入れなければならないからね。ジャリス、君にも来て貰もらうよ」

　ハジがそういって薄く笑う。ジャリスは必死でコダートの身体を抱だきしめ、彼を睨にらみつけた。

「そうはいかねぇ。そんな危険な奴やつを、これ以上この船に乗せとくわけにはいかねぇ！」

　だがそう叫んだのは、満身創そう痍いのリンドだった。そして彼はジャリス達の方に右手を向ける。

「リンドッ、貴様、何をする！」

　ハジの叫びにリンドは薄く笑った。

「俺はこの船の副船長なんだよっ。船長が動けない時は乗組員と船を守るんだ！　そいつをこのまま乗せてはおけねぇよっ」

　リンドはそう叫ぶと、青白い光をジャリス達に向けて放った。衝しよう撃げきを覚かく悟ごしたジャリスだったが、その光は二人の身体を優しく包み込んだ。

「仲間の所に帰りなっ。ジャリス！」

　その声と同時に、ジャリスの視界からハジ達の姿はかき消えてしまったのだった。
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　一瞬で姿を消してしまったジャリス達に、ハジは怒りの声を上げた。

「リンド……、貴様」

　その声にリンドは薄く笑う。後こう悔かいはしていない。リンドはそう思った。どこをどうして自分が人間の味方をする事になってしまったのか判らない。別にジャリス達を助けようと思ったわけでもない。ただこのままコダートが船に乗っていれば、この船も乗組員も、そしてカッサラも危険にさらされる。それだけは避けたかった。

「どうにでもしろよ。ハジ。俺を殺すなら殺せ」

　開き直ったようにそういうリンドに、ハジは一度目を瞑つぶり息を吐はいた。

「……殺しはしないさ。リンド。お前にはもっともっと協力してもらう。あのコダートの力を見ただろう。何としてでも彼を手中に収めなければならない。そしてジャリスのあの力は邪じや魔まだ。それを成し遂とげるにはお前が必要だ」

「俺は裏切り者だぜ。もうお前の言うことは……」

「聞くはずだ。今のでお前が大切にしたいと思っているものがよく判ったからな。カッサラ」

　その言葉に、乗組員に押さえつけられていたカッサラが、彼らを振りほどいて立ち上がった。

「カッサラを元に戻したいんだろう？　ならば協力してもらおう」

　そういって笑うハジにリンドは怒りを覚えたが、それ以上の反論はできなかった。あまりにもひどい傷の痛みに、もう意識を保つことが難しかったからだ。







[image: ]　第七章　[image: ]










「ジャリスッ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　その声にジャリスははっと目を覚ます。すぐ側にシャルマの心配そうな顔があって驚いた。

「コ、コダート！」

　起きあがるとそこはバルク号の甲板だった。先程の地震で落ちてきた岩で帆柱は折れ、甲板にはいくつもの穴が開いている。何とか海に浮うかんではいるが、ほぼ漂ひよう流りゆうしているような状じよう況きようだった。

「彼はそこに……まだ目を覚ましません」

　シャルマの言葉に、ジャリスは慌ててコダートの側に駆かけ寄る。コダートは眠ねむっているように見えた。先程の禍まが々まがしい雰ふん囲い気きは消えており、身体にも異状は見られない。

「一体何があったんですか？　さっきの地震に……それに今あなた達、急に現れたんですよ」

　困惑したようなシャルマの声に、ジャリスは先程のリンドを思い出す。シャイターンだった彼の正体にも驚いたが、もっと驚いたのは彼が自分達を助けてくれたことだ。

「ハジが……ハジがカッサラを操っていたの。それで……」

　ジャリスはそういうと口ごもる。さっきの出来事は、到とう底てい自分の理解の範はん囲いを超こえている。コダートが人間ではないと言ったハジの言葉も、素す直なおには信じられない。たとえこの目で彼の力を見たとしても。そしてそれをシャルマ達に話していいのか、ジャリスには判わからなかった。

「ジャリス！　大丈夫かっ」

　背後からやってきたのはイスタカ号だ。船首に立つクアイがジャリスの姿を見付けて叫んだ。

「え、ええ、平気よっ。あなたこそ大丈夫？」

「ああ、それよりあのサウルナ国の軍ぐん艦かんは一体何だったんだ。君達はなぜ攻こう撃げきされた？　さっきの地じ震しんでもう決定戦どころではないぞ」

　見るとジャリス達はいつのまにか、決定戦の終着点まで流されていたようだった。しかしそこにいるはずの見物客の姿はない。地震でみんな避ひ難なんしたようだ。

「取りあえず、陸にあがりましょう。船の損傷と地震で怪け我がした人がいないか調べるのよ。クアイ皇子、手伝ってちょうだい」

　大きく頷うなずいた彼をみてジャリスは立ち上がり、無事だった舵かじを操って船を動かしたのだった。




　地震は大きかったが、被ひ害がいは少なかったようだ。怪我した人はいたが、避難が早かった為ためか死者はいなかった。ジャリスはそれを聞いてほっと息を吐く。終着点に辿りついた決定戦の参加船を、安全な場所に誘導していたジャリスは、知らせを聞いてやってきたネイレス国の同盟支部の人間とシャルマ達にその場を頼み、一人バルク号に戻ってきた。

「ジャリス……一体何があったんだ？」

　そこには目を覚ましたコダートが、まだ具合が悪いのか頭を抱かかえて座っていた。

「よかった……。コダート」

　その姿にジャリスは胸をなで下ろした。顔色は悪いがそれでも元気そうだった。

「ハジはどうしたんだ？　俺、途と中ちゆうから覚えてなくて……」

　額を押さえて俯うつむいたままのコダートに、ジャリスはどこまで話していいのかと一瞬躊ちゆう躇ちよした。

「えっと……ハジに操られていたカッサラとコダートが戦って、それでわたしがあなたを庇かばおうとしたらまた光の絵が出て……ハジ達がたじろいだ所を逃にげてきたのよ。光の絵がわたし達を守ってくれたの」

　随ずい分ぶんと間を省略した説明だ。だがジャリスの口からは、コダートが魔物かもしれないなどとは言えなかった。そんな証しよう拠こはないし、ハジの言う事を真に受けるのもどうかと思ったからだ。

「……そうなのか？　だが……」

　顔を伏ふせたまま、コダートはぼんやりとした口調でそういった。

「そういう噓うそはどうかと思うぞ。お前、噓が下手へたそうだからすぐにばれるだろうし」

　そこへ声が聞こえた。ジャリスが振り向くと、ターラが甲かん板ぱんに上がってくるところだった。

「タ、ターラ、どうしてここに……」

「海で救助した奴らは全員助かったぜ。それからさっきの地震、コダートの仕し業わざだろ。やっぱり指輪がいけなかったかなぁ」

「どういう事だ？　地震が俺の仕業……」

　コダートがやっと調子を取り戻もどしたのか、鋭するどい視線をターラに投げかけた。

「ああ、この間邪魔が入って言えなかったけど。……実はな、お前は人間じゃないんだ」

　一いつ瞬しゆんためらうように視線を俯けたターラだったが、すぐに顔を上げてそういった。

「俺が……人間じゃない？」

　小さくかすれた声でそう呟いたコダートは、戸惑うように黒い瞳を揺らめかせた。

「正確にはお前の母親が魔物ジンだったんだ。元々ハジの仲間だった彼女はマハル王国にハジと一いつ緒しよに潜もぐり込んで、指輪を手に入れようとしていた。その為にスライマン皇子に近づいた」

　言葉によどみはない。コダートの目を見ながら話すターラの顔は真しん剣けんそのものだ。なぜならその話は確実に、コダートに衝撃を与あたえる内容だったからだ。

「母さんが……魔物ジン？」

「そうだ。でもお前の母親はマジで人間に恋こいをした。そして子供ができた頃ころには、スライマン皇子を守ろうと決意していた。……だが結局、スライマン皇子は死んでしまったけどな」

　ターラはふと辛つらそうに目を伏せる。そして言葉を繫つないだ。

「俺はこの事を黙だまっておこうかとも思った。でもお前には知る権利がある。何よりお前の母親は確かに魔物ジンだったが、一人の男を命がけで愛して子供を産んだ、賢かしこくて強い女性だった。お前にはそれを……知って欲しかった」

　静かなターラの言葉に、コダートの身体からだが一いつ瞬しゆん震ふるえたのをジャリスは見み逃のがさなかった。

「俺は……何となく自分が普ふ通つうじゃないって気付いてた。勘かんなんて言葉でかたづけられないような力が子供の時からあったし……。だけど自分が魔物ジンだなんて思わなかった」

「本来ならお前の力は母親が封ふう印いんしていたから、暴走するはずはなかった。多分指輪をはめたせいで、その封印が揺ゆらぎ始めたんだ。だが他ほかの指輪を捜さがすためにも、お前の力を引き出す必要があった。だから指輪をお前に渡わたしたんだ。これは……俺の責任だな」

　呟つぶやくようにそういったターラに、コダートは俯いた。そんなコダートの気持ちが、痛い程ジャリスには判った。ハジに裏切られた時から、コダートの魔物に対する憎にくしみを、ジャリスはよく知っている。自分もその魔物の一人なのだと知った彼に、何と言葉をかけていいのか判らない。それでもジャリスは、頭を抱えたコダートの背中に触ふれた。

「コダートは魔物ジンじゃないわ。だってあなたのお父さんはスライマン皇子だもの。それにあなた自身が自分を人間だと思うなら、あなたは人間として生きていける。わたしはそう信じてる」

　心を込めたジャリスの言葉にコダートが顔を上げた。その瞳ひとみには、以前マハル王国で死を願った時の彼とは違ちがう、強い意志の光が宿っていた。

「……大丈夫だよ、ジャリス。俺はもう昔とは違う。たとえ自分が何者であったとしても、それに押しつぶされたりはしない。目的がある以上、俺は負けずに前に進める」

　力強いコダートの声に、彼の魂たましいがこもっている気がして、ジャリスはゆっくりと微笑ほほえんだ。

「ターラ、母さんの事、教えてくれてありがとう。たとえ魔物ジンでも父は母を愛し、母も父を愛した。そして俺が生まれた。それだけで十分だ。俺は生まれてきて良かったと思ってる」

　穏おだやかな声でコダートがそういい、ターラが微笑む。ジャリスもそれを聞いて嬉うれしくなった。

「そうだ、決定戦が終わったら、この間の話の続きをする約束だったな、ジャリス。これはコダートの母親にも関係しているんだが、彼女は指輪を捜す能力を持っていたんだ」

　その言葉にジャリスは驚おどろいて目を見張った。そんな彼女を見て、ターラは話を続ける。

「俺はある事情から、その力を地図という形で彼女から受け取ったんだ。それを俺は魔物ジンに奪うばわれないように、半分はジャリスの背中に、そしてもう半分はある物に移した」

「ある物？」

「ああ、でも今は手元にないんだ。安全な所に預けてたんだが、ややこしい事になってて。決定戦で優勝すれば何とかなるはずだったんだが。まったくあの皇子ときたら強ごう引いんで……」

　ぼやくようなその言葉に、ジャリスの頭にターラと知りあいらしいクアイの顔が浮かんだ。

「そ、それってもしかして……クアイ皇子の事？」

　ジャリスがそう聞くと、ターラは慌あわてたように視線を逸そらし、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶりなおした。

「まあ、その話は後でな……。取りあえずそれさえあれば、地図が正しく見られる。さっきジャリスの光の絵が発動したのは俺も見たよ。だがあの絵は正しい地図じゃないんだ。いわば目くらましさ。〝あれ〟を取り戻してくれば、正しい地図が見られるようになる」

「指輪は何なんだ？　集めたらどうなるっていうんだ？」

　立ち上がったコダートがそう聞くと、ターラは腕うで組ぐみして考え込んだ。

「うーん、難しい質問だ。……そうだな、簡単に言うと指輪は魔ま力りよくを増ぞう幅ふくすることができるんだ。さっきのコダートの力もそうだ。恐おそらく指輪が原因で力が暴走したんだろうな」

　ジャリスはそれを聞いて思わずぞっとした。ハジでさえも止められないと話した力。それが魔物達の手に渡れば、どんな事に悪用されるか判わからない。魔物としての力が不十分なコダートでさえもあれだけの力を発揮したのだ。

「じゃあ、地震はやっぱり俺のせいか……」

　ウンギズ島の崩れた崖を見まわしたコダートが、苦しそうに顔を歪ゆがめて呟いた。

「あなたのせいじゃないわ。あなたはわたしを助けようとしただけだもの。それにあのままだったら、指輪をハジに奪われていたわ。そうしたらもっとひどい事になってたかもしれない」

　ジャリスはそういうと、コダートの肩にそっと触れた。だがコダートは、唇を嚙みしめたまま目を伏せる。そして自分の右手から指輪を外すと、それを手の平に載のせた。きらりと金色に光を放つ指輪を見つめた彼は、やがて鋭するどい視線をターラに向け、険けわしい表情で口を開く。

「こんな危険な物を魔物ジン達の手に渡す訳にはいかない……。いっそ指輪を壊したらどうだ？」

　思い詰めたようなコダートの声に、ターラは慌てて両手を振った。

「いやいやいや、それは待て。はやまるな。確かに魔物ジンの手に渡ればまずいことになる。だが俺達が四つの指輪を揃そろえる事ができたら、それは違ちがう事にも使える……かもしれない」

　ターラにそう言われて、ジャリス達は目を見あわせた。

「どういうこと？」

　ジャリスが聞くと、ターラはにやっと笑った。

「これはまだ俺の仮説でしかないし、実際に成功するかどうかは判らない。もう少し確信が持てたら教えてやるよ。だからそれまでは、その指輪を魔物ジン達に奪われないよう大切に持ってろ」

　ターラはそういうと、きびすを返した。

「じゃあ俺はちょっと〝あれ〟を取り戻してくるよ。また連れん絡らくするからバルク号で待ってろ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。ターラ。ちゃんと教えてよっ」

　慌ててそう叫さけんだジャリスに、ターラはゆっくりと振ふり返る。彼の背後から夕日が射して、ジャリスは思わず目を瞬しばたたかせた。

「ジャリス、海かい賊ぞく同盟の一番の目的は何だ？」

　ふいにそう聞かれて、ジャリスは驚きながらもそれを口にした。

「アラバーナ大陸と海の平和を守ること」

　ジャリスはそれを幼い時から聞いて育った。今でも一時たりとも忘れたことはない。その為ためにジャリスも海賊を目指して旅しているのだ。

「その通りだ。……指輪が俺達の手に揃えば、それが叶かなうかもしれない」

「ほ、本当なの？　それ」

　ジャリスが息を吞のんでそう聞くと、ターラは肩を竦すくめた。

「まあ、あくまで〝かもしれない〟だけどな。だが今の状じよう況きようよりは格段によくなるはずだ。俺の仮説が正しければな」

　それだけ言い残し、ひらひらと手を振りながら、沈しずむ夕日に向かってターラは歩き出す。

　彼の仮説とは一体何なのだろう。しかしジャリスがどれだけ考えても、ターラの言った言葉の意味は判らずじまいだった。
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　アクラブ号の中で副船長を任されているリンドは、個室を与えられている。最初は狭せまいと思っていた部屋も、今では快適に過ごせるようになった。だが自分はもう二度と、この部屋に戻る事はないだろうと思っていた。人間とはあまりに違うその姿。それをさらした時から、この船にはいられないと……。だが今のこの状況は何なのだろう。自分はシャイ悪ターン魔の姿をしている。コダートの攻こう撃げきで受けた傷が、勝手にふさがっていく様も、人間にとっては異様なはずだ。なのに集まった数人の乗組員達はそれを気にした様子もなく、自分を囲んで座り込み、話し合いをしているのだ。

「どうやったら船長、元に戻るんだろうな」

「今の所、港に残ってた連中には、まだ本当の事は言ってないけどさ。でももうみんな怪あやしみ始めてるよ。みんなを乗せたら、決定戦もほったらかしで出航しちゃったし」

「でもあのハジって人、海軍司令官なんだろ、それは間ま違ちがいないよな」

「でも船長が前に言ってたけど、軍の中で不ふ穏おんな動きがあるらしいぜ。それってもしかして、この事なのかなぁ」

「ああーっ、だから俺を囲んで話をするなって言ってるだろ！」

　リンドの叫びに乗組員達が一いつ斉せいに黙って彼を見つめた。

「……だから、前にも言ったけど、そうやって急に静かになるのも怖こわいんだって」

　リンドがそういうと、ブシュラルが彼に話しかけた。

「とにかく当面の目標は、船長が元に戻もどるようにすることですよね。副船長」

「そうだよな、船長が元に戻らないことには、俺達だけ逃にげるわけにいかないし……。もちろんそんな気はないけど、ねぇ副船長」

「何か手はあるはずですよね、副船長」

　そういった乗組員達に、リンドは眉まゆ根ねを寄せた。

「俺はハジの仲間だぜ。俺にそんな話きかせたらまずいだろ。俺人間じゃないし」

　そういったリンドに、ブシュラルが柔やわらかい微笑みを浮かべた。

「うん、人間じゃないけど、この船の……俺達の、副船長ですよ」

　それを聞いたリンドは、思わず脱だつ力りよくしてしまう。一体この人間は何を言ってるのか、と。

「何だよ、それ」

「だから副船長は副船長ですよ。だって人間じゃないのは、その姿を見たら判りますよ。でも俺達を助けてくれたでしょ。船も守ってくれたし、何より船長の事助けようとしてくれた。あなたの正体が何であろうが、あなたはこの船の副船長にふさわしいと俺は思う」

　その言葉に全員が頷うなずいた。そしてブシュラルが、リンドの尖とがった爪つめのついた手を握にぎる。その場にいた全員が、次々とそれに手を重ねた。

「船長を助けるぞ！」

「おうっ」

　綺き麗れいに揃った声に、リンドは呆あきれてしまう。

「お前ら……どうしてそう体育会系なんだ」

　思わず呟つぶやいたリンドだったが悪い気はしない。乗組員達に裏表がない事は知っている。

「……カッサラにかけられた術。あれはちょっとやそっとじゃ解けやしないぞ」

　ふいに真しん剣けんな表情でリンドがそういった。

「副船長でもですか？　えっと……魔力とかあるんでしょう？」

「あるけどあれは無理だ。ハジにもあれは解けない。違う奴やつがかけた術なんだ。だからハジをどうにかしたとしても駄だ目めだ」

「術をかけた奴を捕つかまえたら？」

　リンドはその言葉に再び呆れる。何も知らない人間ほど、怖い者しらずはいないだろう。

「それは……諦あきらめた方がいい。近づく事もできねぇよ。それよりもう一つだけ、確実とはいえないが、あの術を解けるかもしれない方法がある。ただし急がないと駄目だ。あの術は段々とカッサラの身体からだをむしばんでいく。今はハジが命じた時だけだが、その内カッサラの人格は崩くずれ去って、ハジの意のままになる操り人形になる。その前に術を解くんだ」

　辺りに重い沈ちん黙もくが流れた。カッサラの人格がなくなるなど、あってはならないことだ。それでは彼は生きているとはいえない。

「船長を助ける為なら、何でもしますっ。だって船長はいつだって俺達の事考えていてくれて、誰よりも誇ほこり高くて強い人だ。あの人がいなくなるなんて絶対に嫌いやだ！」

　叫んだムスタファに、乗組員が全員頷いた。

「その方法とは？」

　ブシュラルに聞かれて、リンドは口を開いた。

「それは……ジャリスだ」

　その言葉に乗組員は顔を見あわせた。

「ジャリス……あ、あの空に浮かび上がった光の絵ですか？」

「違う、あれとはまた別の力だ。ジャリスだけが持つ、まだきっと彼女自身も知らない特別な力。それさえあればカッサラを元に戻せるかもしれない。ただしハジよりも先に彼女を見付けなければ意味ないぜ。あいつに捕まったら、その力は使えなくなってしまうかもしれない」

　リンドはそういうと立ち上がった。その姿がシャイターンのそれから、人間の物へと変わる。

　その光景に乗組員達はさすがに驚いたようだ。息を吞んで目を見開いている。だがその視線に嫌けん悪おはみじんも感じられない。それにリンドは我知らずほっとしていた。

「いいか、こっちもハジを利用してやろう。あいつはジャリス達を見付けようとしている。それに従うふりをして、そして先に俺達がジャリスを見付けて、彼女に協力してもらうんだ」

　その言葉に全員が頷いた。リンドにも、それでカッサラが元に戻れるなんて絶対の保証はなかった。だが、今できる事はもうこれしかない。この方法に一いち縷るの望みをかけるしかないのだ。
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　決定戦から三日。ジャリスはフィクルに案内され、コダートとシャルマと一緒にテリス号が停泊している桟橋までやってきていた。先日の地震で、港に並んでいた建物の石壁には大きなひびが入り、屋根が崩れかけている家もあった。だが人々は挫くじけていない。復興作業を行う威勢のいい声が辺りに飛び交かい、港は活気を取り戻しつつあった。

　桟橋からテリス号を見あげると、ターラが偉そうに乗組員に指示を出している所だった。その理由をフィクルに聞いたジャリスは、思わず顔をひきつらせて呟く。

「フィクル、ターラと旅に出るなんて根性あるわね。尊敬するわ……」

　なんとフィクルはターラを船長として迎むかえ、旅をする決意をしたらしい。ターラは自分の小こ舟ぶねでは、この先指輪を捜さがす旅には耐たえられないと思ったようで、それでフィクルを巻き込む事を思いついたらしいのだ。

「ええ、私もちょっと後こう悔かいしているんですが……。色々とターラには借りがありまして」

　甲かん板ぱんに立っているターラを、フィクルが桟橋から見上げため息をつく。

「借りですか？　バーナムでのことなら、もう十分では？」

　心配してついてきたシャルマがそういうと、フィクルが苦く笑しようした。

「いえ……それだけではないんです。私がカトゥーナ国で呪のろわれた皇子とされていた事は知っているでしょう？」

　そう聞かれてジャリスは頷いた。呪われた双ふた子ごの伝説、そのせいでフィクルは幼い頃ころから離り宮きゆうで育てられ、今でも皇子として名乗る事はできないでいるのだ。

「私は本当は赤ん坊ぼうの時に、今までのならいに従って殺されるはずだったそうです。でもそれを止めてくれた人がいました。その人曰いわく、〝殺すことはねぇだろ。折角生まれてきたのにもったいねぇ！〟」

　その物まねは意外に似ている。すぐに誰だか察しがついた。ジャリスは甲板で腕うで組ぐみしているターラを見上げる。

「その人が当時海かい賊ぞく同盟の盟主だったので、今と違ちがってかなり発言力もあったんですよ。おかげで私はなんとか生き延びて、姉の計らいで自由に商人の仕事もできるようになったんです。本人には面と向かって言えませんが……命の恩人ですよ、ターラは。感謝しています」

　その言葉に、ジャリスは何だか胸が温かくなった。いい加減ですぐに自分の都合で人を巻き込むターラだが、それだけめちゃくちゃなことをしても、彼の事をこうして信しん頼らいする人はいる。

「だから彼が困っているのなら手伝いたいとも思います。それに……彼とあなた達が捜している指輪、アラバーナ大陸にとって重要な役割を果たす物なのでしょう？　だったら姉の治めるカトゥーナ国にとっても他人事ではありません。私は皇子として国の政まつりごとには関かかわれませんが、折角ターラと姉上に生かしてもらった命です。何か彼らの為ためになる働きをしたいんですよ」

　フィクルはそういうと、ふっと笑った。

「ターラには内ない緒しよですよ。調子に乗りますから」

　唇くちびるに人差し指を当てたフィクルに、ジャリスは苦笑した。

　そんなジャリス達に気付いたのか、ターラが甲板から降りてくる。

「よう、取りもどしてきたぜ。例の指輪の地図を見るのに必要なブツ」

　ジャリス達の前に立ったターラは、持っていた〝ブツ〟をジャリス達の前に差し出した。

　みるとターラが持っていたのは、銀の腕うで輪わだった。それならジャリスも持っている。バルク号の乗組員全員がはめている物だ。

「あれ、これ……バルク号、船長って彫ほられてる……！」

　ジャリスがそういうと、腕輪が太陽に反射してきらりと光った。

「ああ、これは俺がバルク号の船長をしていた時にはめてたやつだ。いわばバルク号船長の証あかしだな。俺は地図の持つ力をこの腕輪とお前の背中に分けたんだ。お前がバルク号に乗って旅立つ時に本当は贈おくるはずだったんだが……渡わたしそびれちまった。随ずい分ぶん遅おそくなっちまったけど、これは船長の証だ。先代のバルク号船長の俺から、現在の船長のお前に譲ゆずり渡す。大事にしろよ」

　そういうターラの瞳ひとみが優やさしくて、ジャリスは嬉うれしくなって微笑ほほえんだ。たとえいいかげんで何を考えているのか判わからなくても、ターラは自分の祖父であり、海賊同盟の初代盟主だ。彼に船長として認められるのは嬉しかった。

「それをお前が身につけて、指輪の力を借りたコダートがお前の背中に触ふれれば、地図が正しく見られるはずだ。やってみろ」

　両手で受け取った腕輪は、ジャリスがしている物と変わらないはずなのに、ずっしりと重い感じがした。ジャリスはそれを慎重に腕にはめる。それと同時にジャリスの背筋が自然と伸びた。これを身につける事は、ジャリスにとって指輪を捜す以上の意味がある。

（あれ……でもこれ確か、クアイ皇子が……）

　だがジャリスは、手首の輝きを見てふと眉まゆ根ねを寄せた。ターラがそれに気付かず声を上げる。

「よし、コダート。いいぞ」

　コダートは先日自身の力が暴走してしまってから、指輪を外していた。それを預かっていたのはジャリスだ。ジャリスは、鎖くさりを通して首から下げていた指輪を外し、彼に渡す。躊ちゆう躇ちよしつつ受け取ったコダートは、緊張した面持ちでそれを右手の指にはめた。

「やってみよう、先に進む事が大事なんだよな」

　先日の地じ震しんはウンギズ鳥とコスタルの港だけにおこったものらしい。同盟では原因を調査しているが、それが判明する事はないだろう。死者がでなかったのが不幸中の幸いだった。

　コダートの母親が魔物ジンである事は、彼が自分の口から乗組員達に話した。どんな反応が返ってくるかと心配したジャリスだったが、彼らは拍ひよう子し抜ぬけする程あっさりと、その事実を受け入れた。むしろコダートの勘かんがいいのはそのせいかと納なつ得とくしたくらいだ。しかしジャリスは知っている。それがコダートをこれ以上傷つけない為の、彼らなりの優しさからくる態度なのだと。

　ジャリスはコダートの決意の表情を見つめ、一度頷うなずいてから背を向け、ぎゅっと目を瞑つぶる。

「いいわよっ、コダート」

　その言葉と同時に、コダートの右手がジャリスの背中に優しく触れた。今まで何度か試してみたが、何の反応もなかった。しかし今度は違う。ジャリスの背中には、今まで感じたことのない熱さが広がった。

　うっと呻うめいたジャリスは思わず蹲うずくまる。ぴりぴりとした感かん触しよくが身体からだを駆かけめぐった。

「大だい丈じよう夫ぶか、ジャリス！」

　コダートが叫さけんだ瞬しゆん間かん、周りにいたターラ達が感かん嘆たんの声を上げた。

　ジャリスが慌あわてて見上げると、そこにはベルヌの絵ではなく、光り輝く巨大なアラバーナ大陸の形が、雲一つない空に浮かび上がっている。

「やったわっ……あ、あれ？」

　喜びの声を上げたジャリスだったが、すぐにそれは疑問のそれに変わった。なぜなら最初にあったアラバーナ大陸の地図が、すっと下半分消えてしまったからだ。

「ど、どういう事？」

　ジャリスが目を凝こらしてみると、今自分達がいる位置、ネイレス国のコスタルの部分が赤く光っている。それはコダートのしている金の指輪だろう。そしてもう一つの光、それは大陸のどこでもない海の真ん中で光っていた。しかもその光はすぐに薄うすくなり、消えてしまう。

「な、なんなの？　指輪は四つあるはずよね」

　他に光は見あたらない。どういう事かと、ジャリスは目を皿のようにして見回したが、やがてその地図も消えてしまった。

「何で半分しか映らないのよ」

　何にもなくなってしまった青空を見つめたままジャリスがそういう。すると眉根を寄せたターラが、ジャリスのしている腕輪を彼女の腕ごとつかんで、じっくりと見つめた。

「こんなはずねぇ。なんで……あっ」

　その声に全員の目が、ターラの見つめている腕輪に集まった。

「う、腕輪にヒビが入ってやがる、いつのまに……。もしかして、これが原因か？」

　よく見ると確かにそこには小さなヒビが入っていた。言われて初めて気付くほどの傷だが、それを見たターラは頭を抱かかえる。

「な、何とか修理できないの？」

「簡単には無理だ。腕輪に宿った魔ま力りよくがおかしくなってるんだからな……。でも修理できる奴やつに心当たりがある」

　ため息つきつつターラはそういうと、ジャリスの腕から手を放した。

「本当に？」

「ああ、ただそうそう言う事を聞いてはくれないし、捜すのにも時間がかかる。面めん倒どうだが仕方ねぇな。取りあえず腕輪を修理して貰もらえるように、あいつを捜して説得してみるよ。正しく地図が見られないと、他の指輪の在あり処かがわからねぇ」

「じゃあわたし達も……」

「お前達はまず船の修理をしろよ。あれじゃしばらく航海は無理だ。しっかり直して万全の準備をしてこい。……これからの旅は、そう簡単にはいかないぞ。一いつ瞬しゆんの油断が命取りになる」

　真しん剣けんな表情のターラからは、いつものふざけた様子は少しも感じられない。それはとても珍めずらしい事だが、事態がそれだけ深刻なのだとジャリスには感じられた。

「しかし何でヒビが入ったんだ。まったくあの馬ば鹿か皇子、扱あつかいには注意しろってあれ程……」

　ジャリスが外した腕輪を再び手にしたターラが、ため息をつきかけてすぐに慌てて口を閉じた。だがジャリスはそれを聞き逃のがさなかった。

「そういえば、ターラ。ちょっと聞きたい事があったの。クアイ皇子と知りあいなの？　彼が持っていた腕輪なんでしょう、これ」

　ターラにもらったとクアイが言っていた腕輪。あれは恐おそらくこれだ。アクラブ号から攻こう撃げきを受けた時に転てん倒とうしたクアイが、腕輪に傷がついたと怒おこっていたことをジャリスは思い出す。

「……あ、ああ、まあな。実はタバラン国の先代のスルタンに預けてたんだ。なのにあの皇子ときたら、ジャリスとお揃そろいだから返さないとか言うんだぜ。しかも大昔の借金の証文持ってきて、金を返さなきゃ腕輪をもらうとか言うんだ。一応証文は書いたけど、もう返さなくていいって先代のスルタンは言ったのに。まったく強ごう引いんな皇子だぜ」

　憤いきどおったようにそういうターラに、ジャリスは顔を引きつらせた。

「ま、まさか、決定戦に出たのは……」

「ああ、あれは賞金目当て。優勝賞金で借金を返そうと思ってさ。結局駄だ目めだったけど。でも喜べ、金の工面ができたんだ。だから腕輪も取り戻せたんだぜ」

　満足そうに笑うターラに、ジャリスは思わずため息をついた。実はジャリス達がここに来たのにはもう一つ目的がある。ここに来る前ナッシルがふと口にした言葉が、ジャリスの中である仮説を作りだしたからだ。だが証しよう拠こがない以上、直接ターラに会って聞いてみるしかないと思っていた。

「ねぇ、ターラ。もう一つ聞きたい事があるの。わたし達旗を盗ぬすまれてしまったんだけど」

「ほう、そりゃ大変だな」

　ターラの表情は変わらない。しかしなぜか彼は少しずつ後ずさっていた。だが少しも移動しない内に、素す早ばやく彼の背後に回ったシャルマに退路をふさがれる。

「ナッシルがね。変な事言うのよ。その旗が盗まれた時に使われた眠り薬は、昔自分が作ったやつに似てるって。もしそうなら、今でも持ってる可能性があるのは親おや父じだけだって」

　ジャリスが頰をひきつらせてそう言った途と端たん、ターラが血相を変えてきびすを返した。だがジャリスは逃げようとしたターラの上着をむんずと摑つかむ。

「逃げるって事は心当たりがあるのねっ。クアイ皇子は旗を盗んだのは自分じゃないって言ってたわ！　あなたが関かかわってるんでしょっ」

　じたばたと往生際悪く暴れるターラの様子から、もう答えは明白だった。

「旗はどこにやったのよっ。返してちょうだい！」

　ジャリスの言葉に、観念したようにターラは両手を上げて頷いたのだった。




「いや、ちゃんと返すつもりだったんだぜ。決定戦が終わったら」

　追及の手を緩ゆるめないジャリスに観念したのか、ターラは彼女達をテリス号の甲かん板ぱんに案内した。そして船室に隠かくしていた旗を持ってきたのだ。真ん中にバルク号と刺し繡しゆうされた、今まで三つの国で試練を果たした証拠である紋章入りの旗を。

「やっぱりあなたが犯人だったのねっ。何でこんな事したのよ！」

　取り戻した旗をしっかりと握にぎりしめ、ジャリスは思わず声を荒あららげた。

「だってクアイ皇子が、どんな手を使ってでもお前達をコスタルに呼び寄せろって言うからさ。それができたら、借金を減額してもいいって言うんだ。だから……」

「だから何？　旗を盗んだって言うの？」

　ジャリスの怒りの声に、ターラは肩を竦すくめた。

「ジャリスちゃん、盗んだって人聞きが悪いぜ。預かってただけだって。本当はクアイ皇子が旗を渡わたせって言ったけど、俺は断固としてそれははね除のけたんだ」

　胸を張ってそういうターラに、ジャリスは思わず頭を抱えた。

（なんで……なんで、この人がわたしのおじいちゃんなの？）

　ため息とともに思い浮かぶのはその事ばかりだ。ジャリスが項うな垂だれつつも、手に取り戻した旗にほっとした時だった。

「ターラッ」

　いきなり甲板に響いた怒ど声せいに、ジャリスは驚おどろいて慌ててふり向いた。そこにいたのは肩で息をするクアイだった。怒りに顔を歪ゆがませたクアイに、ターラは吞のん気きに手を振ふった。

「やあ、クアイ皇子。どうしたんだよ、血相変えて」

「なんだ、あの金はっ。俺の腕うで輪わをどうした！」

「返してもらったんだよ。いいだろ、借金は耳を揃えて全額返済したぜ」

　言いあいを始めた二人に、ジャリスは思わずため息をつく。クアイにも言いたい事は山程ある。だがジャリスはそれよりも、ふとある事が気になって顔を上げた。

「ターラ……そういえばお金はどうしたの。相当な金額だったはずでしょ」

　さっきはうっかりと聞き逃したが、そもそもターラはどうやってお金を用意したのだろう。決定戦は中止となり、賞金は手に入らなかったはずだ。そんなジャリスの質問に、ターラはへらっと笑った。

「最初に謝っとく。ごめん！　でも仕方ないよな。どうしても必要だったんだから。あの金こん剛ごう石せきは有効に使わせてもらったぜ」

　片目を瞑り両手を合わせて拝んだターラに、ジャリスは眉根を寄せた。

「金剛石……？」

　何の事か判わからず、ジャリスがそう呟つぶやいた時だ。隣となりにいたシャルマがさっと顔色を変えた。

「ま、まさか……」

「バルク号の台所の鍋なべの中にあった金剛石。いやー、いい宝石だったよ。思ったより高くフィクルが買ってくれてさ」

　そういって笑うターラと対照的に、シャルマの顔が怒りに染まっていく。

「なんてことを……！　どうしてあの宝石の事を知ってるんです」

　シャルマの声は聞いた事もないほど低く、まるで地の底から響ひびいてくるようだった。しかしターラは少しも臆おくすることはない。右手を頭の後ろにやってへらへらと笑う。

「コダートがバーナムの宝の中から一個、金剛石をくすねたのを見てたんだ。でもお前ら贅ぜい沢たくしてる様子がなかったから、絶対どっかに隠してると思ってさ」

「ちょ、ちょっと待って。よく判らないわ。金剛石って何の事？」

　ジャリスがそういうと、隣で頭を抱えていたコダートが、ジャリスに真実を教えてくれる。コダートはバーナムの宝の山から、金剛石を一つ持ってきていたのだという。それを副船長のシャルマが預かり隠していたというのだ。自分に黙だまっていた事にむっとしたジャリスだが、シャルマから発せられる怒りの気配に、すぐにそれどころではなくなる。

「……いつのまに、盗んだんです」

「海でジャリス達が救助してる間。ナッシル呼びに行ったついでに頂いたんだ。俺一応バルク号の元船長だからさ。隠しそうな所が判るんだよねーっ」

　万歳して明るく言ったターラに、シャルマは目を見開いた。そして静かに腰こしの剣けんを抜ぬく。

「私から物を盗むとはいい度胸です。あなたの首を同盟に差し出して賞金を頂きましょう。船の修理にお金がかかりますからね」

「いいじゃねぇか。孫の物は俺の物だろ。けちくさい事言うなよな。それに俺がいたから、救助もできたし、指輪の秘密だって……」

「あなたがいなければ、そもそもこんな面倒には巻き込まれなかったんです！」

（うーん、まったくその通り……）

　思わずそう思ったジャリスだが、今にもターラに斬きり掛かかりそうなシャルマを必死で止める。

「シャルマ、お金はしょうがないわ。腕輪がないと地図を見られなかったんだし……」

「確かに必要な事だったのかもしれませんが……お金がないと船の修理ができませんよ」

　その言葉にジャリスは肩を落とす。船が修理できなければ航海はできない。

「あ、これ残った金。これは返すよ。これで何とか勘かん弁べんしてくれよ」

　ターラが差し出した革かわ袋ぶくろを奪うばい取ったシャルマが中身を確かく認にんする。

「これではまったく足りませんよ。一体いくら借金してたんです」

「ちょっとまて、俺の話も聞け」

　口を挟はさんだのはクアイだった。腕組みした彼は、ため息つきつつジャリスに話しかけた。

「腕輪は仕方ない。金を返して貰もらったからな。だがうやむやになってしまったが、決定戦は中止になったんだ。改めて何か違う勝負を……」

「あら、決定戦は確かに中止になったけど、わたし達の勝負はついたわよ。クアイ皇子」

　ジャリスはにっこり笑ってそういう。それを見たクアイは、困惑したように眉根を寄せた。

「何を言って……」

「だって終着点に最初についたのはわたし達だったわ」

　到とう着ちやくしたというよりは、流れ着いたという方が正しい。それでもバルク号がイスタカ号より先に到着したのは確かだった。

「決定戦で優勝した事にはならないかもしれないけど、元々先についた方が勝ちって話だったわよね、だったら決定戦が中止になったって、先に到着したわたし達の勝ちなはずよ」

（ううっ、苦しい……でもここは言い張らないとっ）

　ジャリスはそんな心の内を、少しも表情には出さず、強気にクアイを見上げた。

「だがジャリス……」

「だがもしかしもありません！　わたし達が勝ったら、シャルマにかけられた嫌けん疑ぎをどんな手を使ってでも取り除いてくれる約束、絶対に守って貰います」

　きっぱりと言い切ったジャリスに、クアイが目を見開いたが、やがて大きなため息をついた。

「……それは随分と強引だぞ」

「あら、あなたの真ま似ねよ。わたしだって守りたい者の為なら何だってするわ。覚えておいてね」

　その言葉にクアイは目を眇すがめた。シャルマが心配そうにこちらを見ているのに気付いて、ジャリスは頷うなずく。二人の様子をみたクアイはむっとした表情をしながらも、やがて両手を上げた。

「……判った。シャルマの事は、元々スルタンの恩おん赦しやもあるから裁判になる事はない。騒さわいでいる者達も、俺が責任を持って大人おとなしくさせよう。でもいいか、ジャリス。俺は君の事を絶対に諦あきらめない。君と必ず結けつ婚こんしてみせる！」

　そう言いきったクアイに、黙って聞いていたターラが肩を竦めた。

「あ、ずっと言おうと思ってたんだけど、それは無理」

　軽い調子のターラに、クアイが眉根を寄せた。

「どういう意味だ？」

「だってジャリスは、もう婚約者がいるから」

　何でもないような口調でターラがそういう。だがそれを聞いてジャリスは自分の耳を疑った。

　そしてその場にいた全員が同時に、はあ!?　と妙みような声をあげてしまう。

「ちょっとそんな話聞いた事ないわよ、いい加減な事いわないでよ」

「いい加減じゃないさ。あれ？　俺もしかして、マラファムに言うの忘れてたかも」

　首を捻ひねってターラがそういう。ジャリスはとてもとても嫌いやな予感がした。ターラの様子から察するに、どうやら冗じよう談だんではないようなのだ。どういう事かと慌あわてて詰つめ寄ったジャリスに、ターラは頭をかいた。

「あれ、マジで知らないんだ。そっかー、相手が生きてるかどうか判らなかったからな。そういえば言ってなかったかも。実は昔国を救おうとした皇子がいてさ、病弱だったそいつが生まれてくる自分の子供が心配だって言うんだ。母親は魔物ジンだったから、自分が産む子供は男の子だって判ってたからさ。俺は次に生まれるシンリクット一族の女の子と、その息子むすこを結婚させるって皇子と約束して……」

　ターラの話の途と中ちゆうから、コダートとジャリスの顔が引きつり始めていた。

「ちょっと待てっ、何だそのどっかで物もの凄すごく聞いた事のある話はーっ、それって俺だろ！」

「次に生まれる女の子ってわたしの事？　そんなの勝手に決めるなんて理り不ふ尽じんじゃないっ」

「そうだぞ、いくら祖父でもやっていい事と悪い事がある。ジャリスは俺の花嫁だぞ！」

　コダートとジャリスとクアイに囲まれたターラは、それでも胸を張った。

「俺はシンリクット一族の家長だぞ。家長が家族の結婚を決めるのは当然だ」

　確かにアラバーナ大陸において、家族をまとめるのは家長である。結婚も家長の許しがなければできないし、身分の高い者は生まれる前から結婚相手を決められている事はよくあった。

「いやー、バーナムで会った時、お前らが知りあいだって言うから、びっくりしたんだよ。大体ジャリスの背中に地図を移したのだって、お前がコダートの婚約者だからだぞ。コダートが生きてたら、二人を会わせて一いつ緒しよに指輪を捜さがそうって思ってた。なのに俺が引き合わす前に、二人は出会っていただろ。……こういうの、運命っていうんだな」

　しみじみとそういったターラは気づいていないようだが、周りの視線は凍こごえる程冷たい。

「……婚約は、一度白紙に戻もどしたらどうだ？」

　そういったのはクアイだった。しかしコダートがそれに驚おどろいたように声を上げる。

「えっ、でも……」

「何か問題でも？」

　だがクアイにそう聞かれて、コダートは頭を抱かかえて考え込む。

「いや、なんというか……うーん、微び妙みようだな…………」

「何が微妙なのよっ」

　腕組みして悩んでいるコダートに、ジャリスは勢いよくそういった。

「でも婚約は白紙にできないぞ」

　そんな時ターラがはっきりとそういった。慌ててジャリスがターラに目をやる。

「何でよ」

「だってもう支度金もらっちゃったから」

　花はな婿むこ側から花嫁側に渡わたすのが支度金だ。額は身分によって違うが、一夫多妻制のアラバーナ大陸では、花嫁が多いほどそれだけ支度金を払はらえる富があるのだと認識されている。支度金は結婚の証あかしなのだ。そしてもし婚約を破は棄きする場合は、その支度金の倍額を返金しなければならない。

「い、いくら？」

「あの金剛石が何個も買えるぐらい」

　その言葉にジャリスは、バーナムでコダートが手にしていた、拳こぶしほどもある金剛石を思い出す。それがいくつも買えるくらいなど、恐おそろしくて計算もできない。

「死んだ相手に支度金は返せねぇ。第一、返す金はねぇ！」

　両りよう腕うでを腰に当てて、きっぱりとターラは言い切った。

「それでも、それでも……」

　クアイの怒りに震ふるえる声がその場に響ひびく。

「俺は諦めないぞ。必ず彼女を花嫁にしてみせる！」

　その声はどこまでも続く青い空に、むなしく木こ霊だましたのだった。
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「……と、いうわけだ。親父はまた旅にでちまった」

　壊こわれたバルク号だが、何とか船内で暮らすことはできそうだった。ただいつ沈しずむかは判らない。台所の椅い子すに座ったナッシルは、ため息つきつつ深皿に満たした水に向かってそう言った。

『ではまた父上を逃にがしたのか？』

　水鏡の向こう、低くて迫はく力りよくのある声。ナッシルの兄であり、ジャリスの父親。そして海かい賊ぞく同盟盟主マラファムだ。

「しょうがねぇだろ。海でおぼれてた奴やつと、地じ震しんで怪け我がした奴らの手当てで忙いそがしかったんだよ。久しぶりに寝ねる間もなく働いたよ。俺って医者だったんだって改めて思ったね。でさ、俺の薬が大だい活かつ躍やくだったんだ。みんな飲むとすげぇ声でわめくんだけどさ、効き目は抜ばつ群ぐん……」

『それより、指輪の位置は？』

　話の途中で冷静にそう言い返されて、ナッシルは口を尖とがらせた。

「最後まで言わせてくれよ。俺今回目立たないけど一番頑がん張ばったんだぜー」

『その話は改めて。それで指輪は？』

　この兄はまったく仕事以外に興味はないのかと、ナッシルは項うな垂だれた。

「指輪の位置は判明しなかったみたいだ。地図を見るのに必要な腕輪にヒビが入ってたらしい。それよりサウルナ国の海軍大たい佐さが魔物ジンに操られてたそうだ。サウルナ国に連れん絡らくとったか？」

『ああ、だがサウルナ国では、カッサラ・リフォント大佐とアクラブ号の乗組員を、反逆の罪を犯したとして指名手配したらしい。今回の決定戦の騒ぎは、彼らの勝手な行動によるものだと発表している』

「そりゃおかしいだろ。ジャリスの話だと、サウルナ国の海軍司令官が魔物ジンだったって話だぜ。そいつは昔、マハル王国で、スライマン皇子を罠わなにかけようとしたシャイターンと同一人物だったらしい。この間のコダートの事件もそいつが関わっていたそうだ。それに……コダートの母親のアーヤ、あの子も魔物ジンだったそうだ。お前知ってたか？」

　二十年前、ナッシルとマラファムはターラとともにバルク号にのり、マハル王国を訪れていた。そこでスライマン皇子の事件が起こったのだ。しかしそれに魔物がかかわっていたなど、当時は少しも知らなかった。ターラが一人でその魔物と対決したという。コダートの母親であるアーヤも、ただの侍じ女じよだとばかり思っていた。

『それは私も初耳だ。……そうか、不思議な感じのする少女だったが、人間ではなかったのか』

　呟つぶやくようにマラファムが言う。気が強くて美しかったアーヤ。病弱で閉じこもりがちだったスライマン皇子を外に連れだしては、かいがいしく世話をしていた。あの少女が魔物だったなんて、ナッシルは少しも気付いていなかった。

『だが今回の事で、サウルナ国に異変が起こっているのは判った。証しよう拠こがない以上表立っては調査できないが、サウルナ国の同盟支部に探さぐらせよう』

　揺らめく水面ごしにマラファムの目が鋭い光を放つのが判った。

「ああ、頼たのむよ。俺達はバルク号の修理が出来次し第だい出発する予定だ。親父がフィクルと一緒に先に出発したから、何かあれば連絡してくるだろう」

『判った。父上の事は少し様子をみよう。今までのように、どこで何をしているのかも判らない状じよう況きようではないし、フィクルも一緒ならそうそう父上を暴走させはしないだろう。それからタバラン国のクアイ皇子から連絡があった。以前タバラン国に入り込んでいた魔物ジンの行方ゆくえ調査を大陸全土で行うらしい。協力を依い頼らいされた。今回の事で魔物達の暗あん躍やくに、確信をもったそうだ』

　それを聞いてナッシルは苦く笑しようする。あの皇子はさすがに抜ぬけ目がない。ジャリスを追いかけつつも、自分の国の大事を忘れてはいなかったらしい。

『それとクアイ皇子から、再度ジャリスを花嫁にしたいと手紙が届いたが、本人の意思にまかせると返事しておいた』

「ああ、諦あきらめてないな。ジャリスはもう婚こん約やく者がいるのになー」

　ふとナッシルがそういうと、水鏡の向こうのマラファムが眉根を寄せる。

『なんだ、それは。婚約者などいないぞ』

　それを聞いて、やっぱり、とナッシルはため息をつく。

「スライマン皇子が死ぬ前に親父が約束したらしいぜ。シンリクット一族の次に生まれる女の子とコダートを結婚させるって……」

　言い終わる前に水鏡の向こうから、突とつ然ぜんガシャーンと何かが割れる音がした。

「な、なんだ？　今の音」

『……何でもない。それは本当なのか？』

　それが自分の娘むすめの事だとマラファムは気付いたようだ。何を落としたのか知らないが、その声が微妙に震えているのにナッシルは気付いた。

「ああ、家長の取り決めは絶対だから、婚約は破棄しないって言ってたらしいぜ、支度金ももらってるって」

『……同盟の盟主を引き継ついだ時から、シンリクット一族の家長は私だ。その婚約は認められない。支度金の額はいくらなんだ。私が責任持って返す』

　声がわずかに低くなっている。これは相当怒っているとつきあいの長いナッシルには判った。

「誰に返すんだよ。コダートにか？　それよりちょっと様子みたらどうだ。今すぐ結婚ってわけでもなし、クアイ皇子の花嫁よりはよくねぇか」

『私は……お前がジャリスと結婚してくれればいいと思っているんだがな』

　意外なマラファムの言葉に、ナッシルが目を見開いた。

「俺か？　ははっ、年が違ちがいすぎるだろ」

『大した違いではない。お前なら安心して任せられる。嫌いやなのか？』

　聞かれてナッシルは、腕うで組ぐみして考え込んだ。

「うーん。何とも返事しにくいな」

　ナッシルは思わずそういった。ジャリスはナッシルが未いまだに忘れられない女性にそっくりだ。彼女の娘なのだから当然だが、そんな理由で結婚するなど間違っているとナッシルは思う。ジャリスの事は子供の時から知っている。なにせ自分が育てたのだ。そんな彼女と結婚なんて考えた事はなかった。だが最近のジャリスを見ていると、あの時の淡あわい想おもいが蘇よみがえる時がある。

『では嫌ではないのだろう。考えておいてくれ。それからもう一つ……ジャリスとコダートが必要以上に親しくならないように、お前が注意してみててくれ』

　最後に口早にそういったマラファムに、ナッシルはふっと笑えみを浮うかべる。

「ああ、まかせとけよ。心配性のお父さん」

　その言葉はマラファムのお気に召めさなかったらしい。水鏡の向こうはすぐに何も見えなくなってしまった。

「アブウ、判わかってると思うけど、ここで今聞いた事は誰にも秘密だぞ」

　ナッシルに黙だまっているよう言い聞かされていたアブウが、口を尖らせた。

「ご主人様は、アブウのご主人様ですぅ。マラファム様がどんなに言おうとも、ナッシル様やコダート様が花婿になるのは許せないですっ」

「ま、そういうのは本人の意思に任せるもんだ。周りがとやかく言う事じゃない」

　だがアブウは、ナッシルの言葉をまったく聞いてはいないようだ。今度は宙を見上げて、くふくふと笑い始めた。その姿ははっきり言って不気味だ。

「ご主人様とアブウが結婚したら……」

　夢見るように呟いたアブウに、ナッシルは頰ほおをひくつかせる。どんな妄もう想そうがアブウの頭の中で繰くり広げられているのか知らないが、ナッシルはそれだけは見たくないと思ったのだった。
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　穏おだやかな海風に吹ふかれながら甲かん板ぱんに立ったクアイは、遠くなったコスタルの港に目を向けた。

「クアイ皇子。出航してしまってよろしかったのですか？」

　その声に振ふり向くと、ガーイムが静かに立っている。相変わらず気配を感じさせない従者は、クアイが最も信しん頼らいする部下だった。

「……仕方ない、勝負は勝負だ。約束通り、シャルマの嫌けん疑ぎを取り下げるよう計らわなければ」

　クアイは燦さん々さんと降りそそぐ太陽に眩まぶしそうに目を細めた。それと同時にジャリスの金色に光る髪かみを思い出す。最初はその金きん髪ぱつと青い瞳ひとみが珍めずらしくて、彼女に興味を持っただけだった。だがすぐにそれは違う感情に変わった。その時の事を思いだしたクアイは、ふっと笑みを浮かべた。

「昔から皇子として皆みなが俺を特別に見ていた。民衆も、スルタンである父でさえも。だが彼女は違ちがう。彼女は俺に本音をぶつけ、叱しかりつける」

　初めて会った時からそうだった。ジャリスは奴ど隷れい達の待たい遇ぐうの改善を訴うつたえ、それに興味を示さず、無視しようとしたクアイに、こう言い放ったのだ。

〝あなたにスルタンになる資格はない〟と。

　今までスルタンになる為ために育てられ、自分でもそれを当然だと思っていたクアイにとって、そんな事を言う女がいるなど信じられなかった。だがその言葉がクアイの心に、衝しよう撃げきとともに甘くて心地ここちよい〝何か〟をもたらした。初めて味わう蜜みつのような気持ちは、一いち途ずで噓うそのないジャリスの事を知る度に、どんどんクアイの心に広がっていった。

「俺に必要なのは、俺を諫いさめて叱る存在だと直感した。彼女の真っ直すぐな瞳がそれを教えてくれたんだ」

「しかし、皇子。彼女には婚約者が……」

「そんなもの大した事ではない。彼女が愛しているのは俺だ。恥はずかしがり屋だから、それを表に出せないだけさ」

「差し出がましいようですが、そのお考えは多少強ごう引いんかと……」

　だがクアイは困ったようなガーイムの声を無視して、海に向かって鋭するどい視線をなげかけた。

「問題は彼女を狙ねらう魔物ジンだ。そいつらを捕とらえなければ、彼女の身に危険が及およぶ。魔物達を捜さがし出す為にも、一度タバラン国に戻もどり態勢を立て直す。だが諦めた訳ではないぞ。ジャリス、待っていろ。すぐに迎むかえに来るからな。今度会う時は、君を必ず俺の花はな嫁よめにしてみせる！」

　力強い決意の言葉。だがクアイは、背後で小さくため息をつくガーイムには気付かなかった。
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「修理に必要な金額、これじゃ足りないわね……」

　朝の光の中、バルク号の甲板に座り込んだジャリスは、一人ため息をつく。ターラに返してもらったお金と、今自分が持っているお金を全部足しても、修理費用には遠く及ばない。

　壊こわれたバルク号の帆ほ柱ばしらには、やっと取り戻した海かい賊ぞく同盟の旗が風にゆらめいていた。色々とあったが、何とか取り戻すことができて、ジャリスは取りあえずその事にはほっとしていた。

　そんな時、シャルマが船室の扉とびらを開けて、ジャリスの許もとに近づいた。

「ジャリス、話があります」

　改まった口調のシャルマに、ジャリスは背筋を伸のばした。この口調の時は、何か怒おこられる時なのだ。しかも怒られる内容には、凄すごく心当たりがある。

「今回のあなたの行動、誉ほめられたものではありません。私に隠かくし事をするなんて何を考えているんです？　大体あなたは……」

　延々と続く説教にジャリスは返す言葉がない。本当にその通りだからだ。だがジャリスには、シャルマがタバラン国に行ってしまうかもしれないという恐きよう怖ふが、常につきまとっていた。もしそうなったなら、自分も一いつ緒しよにタバラン国に行くつもりだった。彼にとって辛つらい思い出ばかりのあの国に、シャルマ一人で行かせる気は毛頭なかった。

　しょんぼりとして、ごめんなさいと詫わびるジャリスに、シャルマはため息をついた。

「今後一いつ切さい私に隠し事は許しませんよ。いいですね、約束できますか？」

　腕組みしたシャルマにそう聞かれて、ジャリスは素す直なおに頷うなずいた。

「もうしないわ。本当にごめんね。シャルマ」

　膝ひざを抱かかえて俯うつむいているジャリスの隣となりで、跪ひざまずいたシャルマが持っていた革袋を差し出した。

「ではこれはその約束の証あかしです。どうぞ」

　そういってシャルマが差し出した革袋は、持つとずっしりと重い。中をみてみると、みたこともないほどの金貨が詰つまっていた。

「ど、どうしたの？　これ」

「今私が持っている全額です。これとターラに返してもらったお金を合わせれば、船の応急処置ぐらいはできます。船を何とか動かせるようにして、ここから一番近いネイレス国の首都に行ってお金を稼かせぐ方法を考えましょう。首都に行けば同盟支部もありますから、何か依い頼らいを受けられるかもしれません」

　見習いは、同盟支部から旗の枚数に応じた依頼を受けられることになっている。普ふ通つうに仕事をするよりはずっと歩ぶ合あいがいい。このままコスタルにいたのでは、船を完全に修復するまでの費用を貯ためるどころか、仕事を探すのさえ難しいだろう。

「でもいいの？　使っちゃって。これってシャルマのへそくりでしょ」

　どうやったらこれだけためられるのか判らないが、シャルマのお金に対する執しゆう着ちやくは異常な程だ。それをこんなに簡単に差し出した彼に、ジャリスは驚おどろいて目を見開いた。

「ええ……こんな時の為に貯めたお金です。今使わないでいつ使うんですか」

　いつもなら、たとえ一ディナルでも無む駄だにしようとすれば怒られてしまう。しかし今のシャルマは表情一つ変えていない。

「……あなたはいつだって、前を向いて走っていけばいいんです。周りの些さ末まつな事は私がいくらでも取り除きましょう」

　呟つぶやくような声は優やさしさに満ちている。それを聞いた途と端たんジャリスの心がぴくんと跳はね上がる。

（何かドキドキするっ。いつも冷たい事ばかり言うのに、どうしてこんな時だけ優しいの！）

　普ふ段だんは冷れい徹てつで表情の乏とぼしいシャルマが、時折見せる柔やわらかくて温かい笑え顔がおは卑ひ怯きようだとジャリスは思う。見慣れたシャルマの顔なのに、まるで別人のようなのだ。

「さ、そうときまれば忙いそがしくなりますよ。ほら、立ってください。すぐに船大工を呼んで作業にあたらないと……。リク、コダート、ナッシル！　さっさと起きてください。船の修理をしますよ。働かざる者食うべからず」

　頰を紅潮させているジャリスから、視線を逸そらしたシャルマが声を上げた。それが合図のように、コダート達が甲板に顔を出す。

「何とかなりそうなのか？」

「ええ、シャルマのおかげでね」

　やっと落ち着いたジャリスは微笑ほほえんで立ち上がった。頼たよりになる副船長、そして大切な仲間。

　ジャリスは朝日の昇のぼる海を見つめた。やらなければならないことは山程ある。ハジに操られていたカッサラもアクラブ号の乗組員達も、行方ゆくえ不明のままだ。海軍司令官を名乗っていたというハジについては、現在同盟が調査中だという。しかしサウルナ国はハジの事は知らないの一点張りで、それどころかカッサラ達を反逆者として指名手配してしまった。ハジがカッサラを操っている限り、きっと彼らはまたジャリス達の前に現れるだろう。

（これからの旅は想像を絶する事の連続になるかもしれない……）

　そう思うと、自然とジャリスの顔が引き締しまった。しかしジャリスの心にあるのは恐怖ばかりではない。船は壊れてしまったが、修理はできる。何より乗組員を一人も失わずにすんだ事に、ジャリスは安あん堵どの笑みを浮うかべ、吹き寄せる海風を胸むね一いつ杯ぱいに吸い込んだのだった。
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「ここも折れてる。ここも駄だ目めだな……」

　コダートは折れた帆柱の点検をしながら、ため息をつきそうになる。船の修理には、相当な時間と費用がかかるだろう。そんな時、船首の方にいたリクが、ジャリスに駆かけ寄ったのにコダートは気付いた。

「ねえ、ジャリス。これジャリスのだろ。落ちてたよ」

　コダートがふとそちらを見ると、リクの手の平にあったのは、自分が懐ふところに入れていたはずの青い花を象かたどった硝子ガラス細工の髪かみ飾かざりだった。

「あれ、これ、フィクルの店にあった……」

「ああっ、それは……！」

　不思議そうに呟いたジャリスの言葉に、コダートは思わず声を上げ、彼女の許もとに走り寄った。

「ど、どうしたの？　コダート。それ、あなたのなの？」

　驚いたようにそういうジャリスに、コダートは慌あわててどう話すべきかと考えた。しかし気が動転していたせいか、口をついてでたのは、自分でも筋の通らないような言葉だった。

「え、あ、いや……。ひ、拾ったんだ。俺も」

　あたふたとそういったコダートに、ジャリスは首を傾かしげた。

「拾ったって、それフィクルのだから、返してきたら……」

　ジャリスがそう言おうとすると、甲かん板ぱんで昼ひる寝ねをしていたナッシルが起きあがる。

「ジャリス、フィクルはもう親おや父じと旅に出ちまったよ。落ちてたんだから、もらったらどうだ。フィクルだって文句は言わないさ」

　にやにやしながらそう言うナッシルは、ちらりとコダートを見あげてそういった。その様子がすべてお見通しだぞ、と言わんばかりで、コダートは顔をひきつらせた。

「うーん、いいのかなぁ。でも次に会う時にお金を払はらえばいいかな。わたし正直この青いお花も気に入ってたの。もらっても大だい丈じよう夫ぶ？　コダート」

　そう聞かれてコダートは思わずぷいと横を向いた。彼女のまっすぐな視線に、つい赤くなってしまいそうだったからだ。

「ほ、欲しいならいいんじゃないか。物っていうのは使ってやる方がいいに決まってるからな……。ちゃんと大事にしろよ」

　コダートがぶっきらぼうにそういうと、ジャリスはリクから受け取った青い髪飾りを改めてみて、笑え顔がおを浮かべた。

「わぁ、やっぱり可愛かわいい。赤い蝶ちよう々ちようと一緒に、船長室に飾ろうっと！」

　満面の笑みでそういうジャリスに、コダートは思わずため息をつきそうになった。

　髪飾りを買ったのは、特に意味はない……はずだ。そうコダートは思った。マハル王国で世話になった礼をしたかっただけなのだから、他意はない……と思う、と。

　ジャリスが喜んでくれればそれでいいはずだった。しかし……コダートは額に手を当てた。

（こんなはずじゃなかったんだが……）

　思わず落ち込んでしまいそうだが、唯ゆい一いつの救いはジャリスが喜んでくれた事だ。自分の勘かんはやっぱりはずれてはいなかったらしい。

「まあ、いいか……」

　呟いたコダートに、ジャリスが首を傾げた。

「どうしたの、コダート」

「何でもないよ。それよりさっさと船の修理にとりかかろう」

　肩かたを竦すくめてコダートはそういった。そんな時、二人の様子をみていたナッシルが、起きあがってコダートに近づき、からかうように耳元で囁ささやいた。

「未来の花はな婿むこ殿どのとしては、今の機会は逃のがさない方がよかったんじゃないか？」

　その言葉に我知らず顔を赤くしたコダートは、思わず声を上げてしまった。

「な、な、な、何の事だか、さっぱり判らないな！」

　コダートのあたふたとした声は、太陽が反射する紺こん碧ぺきの海にむなしく響ひびき渡わたったのだった。







　あとがき







　寒くなってきましたが、皆みな様さまお元気でしょうか？　伊い藤とうたつきです。

『アラバーナの海賊たち　花嫁は竜巻に奪われる』いかがだったでしょうか。

　とうとう三巻目です。こんなに続けて出して頂けるなんて、自分でも驚おどろきと喜びで胸が一いつ杯ぱいです。感無量とはまさにこの事です！

　今回は、ラブコメを書きたいと担当さんに息巻いた私ですが、出来上がってみるとラブコメというよりロマンス？　という感じになりました。元々ロマンチックなお話が好きなので、とても楽しんで書かせて頂きました。

　濃こい新キャラも登場しました。本文を読んだ方ならお判わかりの、あの皇子様。

　面おも白しろかったのは、私も担当さんも彼の事を語る時には必ず〝皇子〟と敬けい称しよう付きで呼ぶ事です。なぜか呼び捨てにできない皇子は、お気に入りだったりします。

　そして最後になって気付きましたが、今回ジャリス以外に女の子がいません。意図した訳ではないので、自分でもびっくりです。そろそろ女の子が書きたいなぁと思ってはいるんですが。

　こうやって思い返してみると、色々とあった三巻でしたが、皆様に少しでも気に入って頂けると嬉うれしいです。




　イラストの七なな海み様。新キャラの皇子がとても素す敵てきです。イメージ通りで、思わずうっとりしました。どうもありがとうございました！

　担当様。はてしなく混乱していた私を導いてくださって、本当に感謝の言葉もありません。頑がん張ばりますので、呆あきれずにこれからもよろしくお願いします。




　感想と励はげましのお手紙を下さった皆様、凄すごく嬉しかったです。拝読すると元気とやる気が出てきます。よかったら、三巻の感想などまた頂けると、伊藤は泣いて喜びます。




　この本を手にとって下さった方には、最大級の感謝を捧ささげます。皆様のおかげで、三巻まで続けさせて頂けました。本当にありがとうございました！

　最後になりましたが、本書を読んでいる間が、皆様にとって少しでも楽しい時間でありますように。





伊藤たつき　　
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